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序

国分寺市内における絢文時代の遺跡は、市内を流れる野川流賊に沿った通称レ\ケ」とよばれる崖線上

の武)Wdに集中している。武藏野台地は「恋ケ窪谷」 「さんや谷」 「殿ケ谷戸谷」 口4H剣などの

谷戸により分割されており、恋ケ8跡・恋ケ窪南遺跡何淋曙馬狸称などはこうした谷に面した台地の碌

辺部で発見さ札崖線下には多くの湧水があり、先男時代の人々の生活を支えていたことをうかがわせる。

これら遺跡詳の中でも恋ケ窪遺跡は古くから知られている遺跡で、昭和12年に後崩Fトイ凝主が調査されて

以来過去に幾度も調哨カ寸テわれてきた。

市教育委員会では昭和52年に恋ケ窪fa..を組織し、昭和61年からは国分寺市遺跡調会として再編

成し、遺跡の保存と活用を目的として開発に伴う緊急調査を行い、畑地においては遺跡の内容と範囲を把

握するために確認調査を実施してきた。

調査の多くは開発に伴う緊急調査や下水道管堕設に伴う調査である。決められた範囲を限られた時間で

数多くの1育服を記録せねばならない調査であり、こうした調査の成果から縄文時代中期の集落が中央部に

土坑詳を有する馬蹄形の集落を形成していることが明らかになってきた。本報告は、開発に伴う緊急発掘

と異なり、遺跡の前旧-N?iとして学術発掘を行ったものである。調査の対象とした地滅は西恋ケ窪1

丁目22番地他で、鈴木三郎氏の大田地であり、昭和55年度の第14次調査より16・17・18・19・21次調査を経

て昭和61年度斉党6次調査まで継続して調査が行われた。その結果、恋ケ窪遺跡の中・C焙iS5Nx封詠枦暦集す

る様子が明らかにされた。

ここにその調査成果を報告書として公にする運びとなったことは、調査団各位dM]尽力の賜物である。

本訃進請勿拡く坦蘭ddUオの保護・普及に役立つとともに、調査により得られたN-=WJ'Wl分寺市の古代文

化や歴史の解明に少しでも供することができれば幸いである。

最後に、調査の主旨を理解され多大な御協力と御援助をいただいた土地祈有者の鈴木三郎氏に感謝し厚

く御礼申し上げるしだいである。

一

平成20年3月31日

国分寺市遺跡調査会会長

坂詰秀一



 



例 言

1.本書は、 ミケ窪1丁目に所在する恋ケ窪遺跡においてElffl052年以来実施されている

調査の内、第14・16・17・18・19・21・26次調査の成果をまとめたものである。

2.本報告は、1991年度に刑行された「恋ケ窪遺跡調Ⅴ」 (図面・図版)の本文編である。

3.本調査は、恋ケ:

れらの調査は1

として国分寺市教育委員会から委託されたものである。なお、こ

?ある。

4.調査は、第14次調査は昭和55年10月22日から56年1月14日、第16次諷存は昭和57年2月1日から同年

3月31日、第17次調査はロ討旧7年6月2日から同年9月13日、芽分8次調査は昭和58年6月15日から同年

10月28日、第19次調査はBffl旧g年7月9日から同年11月30日、ml次調査は昭和60年6月5日から同年

11月5日、第26次調査は昭和61年10月29日から62年2月27日まで行った。また、整理および図而・写真

1ゴ は平成3年3月31日まで国分*TFi@bbケ窪事務祈で行い、本文編の幸匿翳}作

成は平成加年3月31日まで国分寺市遺跡調査会で行った。

5.発掘調査は広瀬昭弘が専従した。

6.本書の執筆・編集は、坂詰秀一・吉田格・滝口宏・永峯光ブ・大川清の監修のもとに上敷領久が担当

し、上村昌男がこれを助けた。

7.勃筆担当はⅠ～Ⅴまでを上敷領が担当し、Ⅵの小結を中山真治氏と黒毛和久氏より玉稿をいただいた。

8.発掘調査から報告書の作成に至る過程で、次の方々から御教示、御協力をいただいた。

G沙オ午Ⅲ各、川杯同)

早川泉、河内公夫、秋山道生、山崎和巳、砂田佳弘、中山真治、黒尾和久

9.発掘および整四填幼賭敵和略、五十卵11荀

秒昶典坏1J、阿部聖昭、新井哲人、荒井一哉、市薗勝志、入江渉二、釉噺羊、上幣茹幕大沼典剛、

太テ漣d』阪刑部康雄、鍛治孝明、桂弘美、加藤淳也、桑原茂、塩田光司、斉藤康夫、斉藤裕文、

佐々木稔明、佐藤m[品田圭二、志村良一、進藤岳史、末岡隆宏、菅野光-ffi[ M傅文、関美男、



関原剛、宗川享一、高頭健太、竹内正則、田中祥介、土屋貢、中丸幸男、那知上清、西山和成、

野村勝也、長谷川昌生、畑山豊、林真一、馬場勝、平川徹、広瀬桂、広田豊、福井健二、藤井香、

堀苑孝志、町田義徳、松見宰美、松本丈夫、丸旧敵、三島正博、宮久保貴史、森本匝匍.[山室文彦、

湯瀬禎彦、吉岡哲、吉原誠、渡辺一美、武藏野焚 一

整理作業

天野光子、飯塚奈津子、石川朗、石田恵美子、井村みゆき、内田勝巳、遠藤佐、大羽正子、

岡島チヅエ、絹川一徳、木村初江、小菅将夫、小林たづ子、小松真名、小松明美、斉藤さだ子、

佐藤恵美子、佐野満代、志摩明子、庄司由美子、助川剛栄、営材則籾辰鈴木雪江、関欣子、関口博幸、

外谷1党子、千葉UIJ子、塚田典枝、冨山正明、中村宣弘、楢岡ゆう子、中山真治、長谷川光子、原俊二、

原田瑞枝、東清子、深瀬恵津子、藤崎努、真a=fl二三宅良明、緑川泰弘、皆川洋一、村井ユキ子、

村山資子、森安敦子、山岸加寿子、渡辺かおる、若林雅子

凡 例

1.国分寺市内の武藏国分寺跡を除いた遺跡は、頭に「K」を冠し欠に遺跡の番号と調査次数を記入する。

本文中において「K2-18Jは、恋ケ窪遺跡の18次調査を意味する。

2.遺構は各遺溝毎に発飄唄に連続番号を付したが、整理工程の事由により必ずしもff-XMIIUとはなっ

ていない。その番号は本遺跡全体における登録番号であり、本調査地区のみで完結しない。

3.遺物の記述は全て一覧表によった。表記方法は下記の通りである。

①出土遺物の番号は図面番号を用いた。例えば「1oo-tJとあれば「図面100-1」を指す。

②出土位置の内、 「26号住」(叙6号住居址、 「52号土」は52号土歴、 「包含層」は遺物包含層を示す。

③言刊貝M直のうち、記号なしは警部須対直、(( ))は復原数値、 ( )は7*Wt{直、一は言七貝Φ↑ぎ1-を表す。
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I 調査に至る経過

恋ケ窪遺跡は、近年の住宅化の進捗に伴い調査可能地が少なくなって来ている。本調査地は

西恋ケ窪1丁目225・226番地に所在する畑地で、恋ケ窪遺跡に残された数少ない調査可能地で

ある。

調査地周辺では、南へ80m以内の地点での数次にわたる調査により20軒程の住居址が検出さ

れ、西側における個人宅造に伴う調査及び過去の調査によって住居址の存在が確認されている。

本調査地はこの中間に位置し集落の北東域に当たるものと考えられ、恋ケ窪遺跡の集落にお

ける遺構・遺物の状況を明らかにし、集落の構造を解明することを目的とした範囲確認調査を

行うこととなった。

以下、調査方法について記述する。

①発掘深度は縄文時代の遺構確認面であるローム層上面(地表よりlm)を基本とする。そ

れ以下に包蔵されている先土器時代の遺物については確認調査にとどめる。

②発掘調査に伴う敷地の仮囲い・調査事務所などの仮設工事および表土除去・残土処分・調

査終了後の埋め戻しなどの土木工事は、工事請負費として調査費に組込み実施する。

③調査作業の内、遺物の実測・取り上げ作業についてはトータルステーションを使用し効率

的に行う。

④現地調査終了後、調査会恋ケ窪事務所・武蔵事務所において整理作業を行う。

 整理作業は、発掘調査報告書の刊行まで行う。

-l-



Ⅱ 調査地区の概観

1.調査地区の位置・立地

恋ケ窪遺跡は、国分寺市西恋ケ窪1丁目と東恋ケ窪1丁目日立中央研究所構内の一部に所在

し、多摩川の支流である野川最上流部に位置する縄文時代中期の集落址である。標高76mの武

蔵野台地上に立地し、眼下には崖線からの湧水を集めつつ流れとなる野川の源泉を見下ろすこ

とができる。

市内を流れる野川流域には小支谷や湧水地が数多くあり、その近辺には遺跡が点在してぃる。

それらの多くは縄文時代中期の遺跡として捉えられており、本遺跡はその中でも代表的な遺跡

といえよう。遺跡は、北側を除く三方向を野川の開析谷に囲まれた舌状台地の南西側に広がっ

ており、同台地の南東部には羽根沢遺跡が立地している。また、谷をはさんだ南側の台地には

日影山遺跡・恋ケ窪南遺跡・多喜窪遺跡などが立地する。

恋ケ窪遺跡の立地する台地は東西600m,南北400mの広さを持ち、標高76mで崖線下の低地

部分との比高差は12m前後である。台地を刻む谷は南側から西に延びる恋ケ窪谷とさんや谷の

二つの谷で、台地南東部で合わさり湧水を集めて野川となり南流する。恋ケ窪谷は比較的幅広

のU字状の谷で、その傾斜は緩やかである。さんや谷は台地の東側では急傾斜で幅の狭いⅤ字

状を呈するが、北側に廻ると浅いU字状の谷となり台地の奥まで連なる。これらの谷筋には埋

没・枯渇したものを含めると10箇所以上の湧水地点が確認され、水利に恵まれた集落を営むに

優れた地形であったことがうかがわれる。

2.層 序

今回の調査は、西恋ケ窪1丁目地内の武蔵野台地上に位置する。基本層序は調査地における

土層の断面図を使用した。

Ⅰ 層 黒色土 畑耕作土で、平均して30～40cmの層厚をもっ。本層下部より遺物が出

土しはじめる。

Ⅱa層 黒色土 粒子粗く、締まりのない、黄色スコリアを少量含む。10cm前後の層厚

をもつが、Ⅰ層の攪乱により本層の認められない部分もある。

Ⅱb層 暗茶褐色土 粒子細かく、堅く締まり粘性をもっ。赤色スコリア・ローム粒子、部

分的に炭化物を含み、20cm程の層厚をもつ縄文時代の遺物包含層で、

遺構は本層中より掘り込まれている。

-2-
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Ⅱc層 暗茶褐色土 Ⅱb層に酷似するが、赤色スコリアの量が増し、色調もやや明るくな

る。Ⅱb層に比べ遺物は稀薄となる。

Ⅲa層 茶褐色土 ローム漸移層。Ⅱb・Ⅱc層とは漸移的に変化している。本層上部に

おいて縄文時代の遺構確認を行った。

Ⅲb層 黄褐色土 軟質ローム層。立川ローム最上部で、いわゆるソフトローム層である。

Ⅰ
76.5m
―1中-t■■―内■1 ■阿■■■戸問11h■嗣h管

b
 
へ
C
)
a
I
 
b

Ⅱ
(
Ⅱ
Δ
Ⅲ
一
Ⅲ

0

1 1

T

m
1
1
1

1

第2図 基本層序
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Ⅲ発掘経過

本調査は、昭和55年度に試掘調査(第14次調査)を実施し、その後、調査期間や調査費用な

どから調査地を6つに区分し、6年度にわたって調査を行った。

以下、調査の概略を記することとする。

K2]4次調査

試掘調査期間 昭和55年10月22日～昭和56年1月14日 実働日数49日間

試掘調査面積 366m2

試掘調査は遺構・遺物の確認調査にとどめ、本調査計画作成のために地表面から遺物包含層

の深さや遺構確認面までの深さについて記録作業を行った。

K246次調査

本調査期間 昭和57年2月1日～同年3月31日 実働日数39日間

本調査面積 163ma

K 2 -17次調査

本調査期間 昭和57年6月2日～同年9月13日

本調査面積 220m2

K2」8次調査

本調査期間 昭和58年6月15日～同年10月28日

本調査面積 315rn"

K 2 -19次調査

本調査期間 昭和59年7月9日～同年11月30日

本調査面積 240m"

K2?21次調査

本調査期間 昭和60年6月5日～同年且月5日

本調査面積 243.5m

K2?26次調査

本調査期間 昭和61年10月29日～昭和62年2月27日 実働日数73日間

本調査面積 222ma

各調査地点の進行状況については、次表にまとめてあるので参照されたい。

実働日数65日間

実働日数90日間

実働日数94日間

実働日数88日問

-5-
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Ⅳ検出遺構

恋ケ窪遺跡集落居住域中心地域の範囲確認調査を実施した。本調査で検出された遺構は以下

のとおりである。

1.勝坂式期住居址

25号住居址(第2図面 第3図版)

〈位置〉調査区南西隅のG1・1,」～2)区に所在する。西側1/3程度は調査区域外の道路に広

がり、南側の55号土塘とは重複関係にある。

〈形状〉長径5.Om,短径4.8mの円形を呈し、確認面からの掘り込みは30cmを計る。ローム面

を床として使用しており、中央に向かって僅かに傾斜している。壁面は不明瞭で、周溝は廻っ

ていない。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色土が主体に堆積する。

〈炉〉住居址のほぼ中央に石囲炉がある。長径0.6m,短径0.4m,床面からの掘り込みは17cm

を計る。炉内には焼土がほとんど認められないが炉床は焼けている。

〈柱穴〉ロームで充填されているものも含め10本以上検出されており、数回の建て替えが想定

される。主柱穴は床面からの掘り込みが60～70cmの4本柱と考えられる。

〈時期〉出土している土器片から勝坂Ⅱ～Ⅲ式期の住居址と考えられる。

26号住居址(第3・4図面 第4図版)

〈位置〉調査区南側中央やや西の(2～4,一1～2)区に位置し、52号住居址と重複する。

〈形状〉長径6.4m,短径5.7mの楕円形を呈する大型の住居址で、確認面からの掘り込みは36cm

を計る。壁面は比較的明瞭で、床面は中央部がやや凹むがほぼ平坦である。周溝は廻っていな

い。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子・焼土粒子を含む茶褐色土と暗茶褐色土が主体で、中央部

分には少量の炭化物がまじる。

〈炉〉住居址のほぼ中央に石囲埋亮炉がある。長径1. Om1短径0.6m,床面からの掘り込みは

28cmを計る。埋設土器は4個体あり、使用過程で3～4回の変遷が考えられる。また、この炉

址の南側に長径0.6m1短径0.6m程の焼土面が検出された。

〈柱穴〉大/」い深浅合わせて70本程検出されているが、その内20本は床面からの深度が50～90

cmを計り、主柱穴に関係すると考えられる。住居址奥部に頂点を持つ5本柱で、南側の人口部

にはやや小さい柱穴が1対穿たれている。ローム質土層で埋め戻された柱穴もあり、数回にわ

たる建て替えが行われたと考えられるが、炉の変遷と柱穴移動による住居址の建て替えの関係

-10-



については不明である。

〈時期〉炉体土器及び覆土中より出土した土器から、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

27号住居址(第5・6図面 第5図版)

〈位置〉調査区南側ほぼ中央の(4～6,1～4)区に位置する。

〈形状〉長径7.4m,短径6.6mの楕円形を呈する大型の住居址で、確認面からの掘り込みは30

～40cmを計る。床面はほぼ平坦で、全体に堅緻である。壁面は明瞭で、周溝は2本検出され、

1本は壁下を全周している。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を多量に含む暗茶褐色土が主体であるが、壁面にはローム

ブロックも認められる。

〈炉〉住居址中央やや北側に位置し、深鉢形土器の口縁部を用いた埋賽炉である。規模は長径

0.9m1短径0.8m1床面からの掘り込みは28cmを計る。

〈柱穴〉7本柱で、直径0.8m前後、床面からの掘り込みは80～90cmを計る大規模な柱穴であ

る。この柱穴の内側及び一部重複してローム質土層で埋め戻された柱穴が検出されており、住

居の建て替え(拡張)が明らかとなった。

〈時期〉炉体土器及び覆土中より出土した土器から、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

28号住居址(第7～9図面 第6図版)

〈位置〉調査区南東隅の(13～15,1・2)に位置する。

〈形状〉゛長径6.Om,短径4.6mの不整楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。周

囲には土塘・ピットが重複し、住居内にも土壇が重複している。壁面は不明瞭で、周溝は廻っ

ていない。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色～暗黄褐色土である。

く炉〉長径0.6m1短径0.5mの地床炉で、床面からの掘り込みは12cmを計る。

く柱穴〉周囲には土塘・小穴が重複し、住居址内にも土壇が重複してぃる。そのため主柱穴の

特定はできないが、柱穴の状況から加曽利E式期後半の住居址との重複関係が想定される。

〈時期〉遺物が少ないため特定は難しいが、勝坂Ⅱ式期の住居址と考えられる。

29号住居址(第10図面 第7図版)

〈位置〉調査区西側の←1・1,3～5)区に位置する。住居址の西側半分は調査区域外の道路に

広がる。

〈形状〉規模は推定によるものであるが、径6.5mのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込み

は60cmと深い。床面は全体に堅緻で、中央に向かいやや傾斜している。壁面は明瞭で、周溝は

一11-



廻っていない。

〈覆土〉暗茶褐色土が主体で、全体に細かいローム粒子を多量に含む。

く炉〉住居址の中央やや北寄りに長径1.2m,短径1.Om,深さ20cmの地床炉が検出された。ま

た、炉址の南東側に長径0. 6m1短径0. 4m1深さ2cmの焼土面が検出されている。

〈柱穴〉壁柱穴と深度の浅いものを除くと、16本検出された。柱穴には住居址覆土と類似した

土層で覆われたものと、ローム質土層に覆われたものがある。これは住居の建て替えによるも

のと考えられる。これらの柱穴はいずれも床面の深度が60～90cmと深い。また、壁下には壁

柱穴が1m前後の間隔で穿たれている。

〈時期〉出土遺物は比較的少ないが、床面に密着した状態で出土した土器などから考えて、勝

坂Ⅲ式期の住居址であろう。

30号住居址(第11・12図面 第8図版)

〈位置〉調査区中央やや南西の(2～4,3～5)区に位置し、57号土壇と重複する。

〈形状〉長径5.6m,短径5.4mの円形を呈し、確認面からの掘り込みは30～40cmを計る。床面

はほぼ平坦でさほど堅緻ではない。壁面はやや不明瞭で、深さ10cm程の周溝が全周してぃる。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子を含む茶褐色土が主体で、壁際にはよごれたローム

ブロックを含む暗黄褐色土が堆積する。

〈炉〉住居址の中央に埋亮炉があり、長径1.3m,短径0.8m,床面からの掘り込みは32cmを計

る。埋設土器の南側には広い範囲に焼土が検出された。

〈柱穴〉床面からの深度が60cm前後のものが10本検出されているが、基本的な柱穴配置は5本

柱と考えられ、建て替えの可能性もある。

〈時期〉炉体土器及び覆土中より出土した土器から、勝坂Ⅲ式期の住居址であろう。

32号住居址(第13・14図面 第9図版)

〈位置〉調査区中央南側の(7～9,2～4)区に位置する。

〈形状〉長径6.Om,短径5.2mの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは50cmを計る。壁面は

明瞭な部分と判然としない部分とがある。周溝は廻っていない。

〈覆土〉中央部はやや黒みの強い茶褐色土で、ローム粒子・スコリア粒子・炭化物などを含む。

覆土の特色としては小礫の混入があげられる。住居址中央部床面よりやや上部に混入しており、

弱いながらも被熱しているものが多い。

〈炉〉長径0.7m,短径0.6mのほぼ円形を呈する地床炉で、床面からの掘り込みは10cmを計る。

〈住居址内土塘〉北西部位に位置する土壇は、床面からの深さが60cmで、直径90cmの円形を呈

する。覆土上部は暗茶褐色土で、下部はロームブロックを含む黄褐色土となっている。東壁際
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の土塘は、長径1.6m,短径1.2mの楕円形を呈し、床面からの掘り込みは75cmを計る。覆土は

ローム粒子・スコリア粒子を多量に含む暗茶褐色土で充填されており、部分的に炭化物が集中

する。

〈柱穴〉柱穴は5本で、床面からの深度は60～75cmと深く、東側の柱穴は建て替えが行われて

いる。

〈時期〉勝坂Ⅱ～Ⅲ式期の遺物力吠半を占めており、該期の住居址と考えられる。

35号住居址(第15図面 第10図版)

〈位置〉調査区中央北側の(4～6,7～9)区に位置する。

〈炒阪〉長径4.4m,短径3.8mの楕円形を呈する比較的小型の住居址で、確認面からの掘り込

みは40cmを計る。壁面は明瞭で、床面は平坦であるがさほど堅緻ではない。周溝は廻ってぃな

い。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子を含む茶褐色土～暗茶褐色土が主体に堆積し、部分

的に炭化物が少量まじる。

〈炉〉住居址のほぼ中央に位置する長径0.6m1短径0.6mの地床炉で、床面からの掘り込みは

17cmを計る。中央部が深く掘り込まれているが、覆土に焼土粒子は少ない。

〈柱穴〉床面からの深度が50～70cmの4本柱である。

〈時期〉出土遺物からみて、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

37号住居址(第16図面 第11図版)

〈位置〉調査区ほぼ中央の(6～8,7・8)区に位置し、36b号住居址と重複する。

〈形状〉長径6.Om,短径5.3mの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。床面は

平坦であるが堅緻ではない。周溝は2本検出された。外側の周溝はほぼ全周し、内側の周溝は

南東部で途切れている。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子・炭化物を少量含む茶褐色土～暗茶褐色土が主体で、

壁際にはロームブロックを主体とする土層が堆積する。

〈炉〉長径0.8m,短径0.7mの地床炉で、床面からの掘り込みはlOcmを計る。覆土中に焼土粒

子は少なく、炉床も弱い被熱である。

〈柱穴〉5本柱と考えられる。ローム質土層で充填された柱穴もあり、周溝が2本検出された

ことを合わせると住居の建て替えが想定される。

〈時期〉床面直上から出土した土器やその他の土器片から、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

40号住居址(第17図面 第12図版)
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く位置〉調査区北西の(2～4,8～10)区に位置し、南壁の一部は34号住居址に切られ、北西

では39号住居址と重複する。

〈炒阪〉長径7.Om,短径6.Omの楕円形を呈する大型の住居址で、確認面からの掘り込みは18

cmと浅い。壁面は比較的明瞭で、床面は概ね堅緻である。周溝が3本検出され、住居の建て替

え・拡張が行われたことが知れる。外側の周溝は20cm程の深さで壁下を全周し、南壁部ではこ

の周溝の内側にも周溝が検出されている。更に、内側には深さ20～25cmの周溝が全周している。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含み炭化物がまじる茶褐色土が主体に堆積する。

く炉〉長径1.2m1短径1.Omの楕円形を呈する地床炉で、床面からの掘り込みは10cmを計る。

炉床は中央部の40cm四方が顕著に焼けており、ボロボロのローム層となっている。

〈柱穴〉主柱穴は径40～50cmの4本柱で、床面からの深度は60cm前後を計る。外側の周溝に対

応する主柱穴は6本で、径70～80cmで深度80cmを計る。2本の柱穴が重複した状態で、内側の

ものはローム質上層で充填されており、住居を南側に拡張する際に柱穴も建て替えたのであろ

つ。

〈時期〉出土遺物は比較的少なく細片が多いが、勝坂Ⅲ式期の住居址であろう。

42号住居址(第18図面 第13図版)

〈位置〉調査区北東の(6～8,9・10)区に位置し、41号住居址と重複する。

〈形状〉長径5.Om1短径4.4mの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは40cmと比較的深い。

周溝は廻っていない。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子を含み部分的に炭化物がまじる暗茶褐色土が主体に

堆積し、中央部分では炭化物が多量に含まれる。床面上には、よごれたローム粒子・ロームブ

ロックを含む暗黄褐色土が堆積する。

〈炉〉住居址のほぼ中央に位置する浅鉢を用いた埋売炉で、長径0.5m1短径0.4m1床面から

の掘り込みは18cmを計る。

〈住居址内土城〉住居址中央やや北側に位置し、長径1.2m1短径0.8mの楕円形を呈し、床面か

らの掘り込みは60cmを計る。土塘内からは磨石1点が出土した他に遺物は認められないが、住

居に伴うものと考えられる。

〈柱穴〉主柱穴の特定はできないが、壁面の内側に7個の小穴が廻る。

〈時期〉出土遺物からみて、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

45号住居址(第19図面 第14図版)

〈位置〉調査区南東隅の(15・16,-1・1)区に位置する。

〈形じ阪〉住居址の1/6程度しか確認できず、詳細は不明である。
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く炉〉住居址西側に炉址と思われる掘り込みが確認された。

〈柱穴〉調査面積が少ないため不明である。

〈時期〉柱穴中より勝坂Ⅰ～Ⅱ式期の土器片が出土しており、該期の住居址と思われる。

50号住居址(第19図面 第14図版)

〈位置〉調査区東側の(11～13,4～6)区に位置する。北東部の1/3程度は調査区域外に広が

り、南側の47号住居址とは重複関係にある。

〈形状〉規模は推定であるが、径4.Omのほぼ円形を呈すると思われる。確認面からの掘り込

みは30cmを計り、ローム面を床面として使用している。床面は比較的堅緻で、周溝は廻ってい

ない。

〈覆土〉細かいローム粒子を含む茶褐色土が主体に堆積する。

〈炉〉長径0. 5m1短径0.3mの地床炉で、床面からの掘り込みは10cmを計る。

〈柱穴〉4本柱で、北東部の1本は調査区域外の部分に存在したと思われる。

〈時期〉勝坂Ⅱ～Ⅲ式期の住居址と考えられるが、出土遺物が少なく、小片のため明らかでな

い。

48号住居址(第20図面 第15図版)

〈位置〉調査区東側の(11～13,3・4)区に位置し、47号住居址と重複する。

〈炒汰〉長径5.2m,短径4.Omの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。壁面は

不明瞭な部分が多く、周溝は廻っていない。

〈覆土〉中央部では小礫が混入する黒褐色土で、壁に近づくにつれて明るい色調の茶褐色土と
なる。

〈炉〉長径0.8m1短径0.5mの地床炉で、床面からの掘り込みは20cmを計る。

〈柱穴〉4本柱と思われる。

〈時期〉床面よりやや浮いた状態で勝坂Ⅲ式期の土器片が2個体分検出されており、該期の住
居址と考えられる。

49号住居址(第21・22図面 第16図版)

〈位置〉調査区中央やや東側の(8～10,5～7)区に位置し、33号住居址と重複する。

〈形j汰〉長径6.5m,短径5.7mの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは40cmを計る。周溝は
廻っていない。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含み部分的に炭化物がまじる暗茶褐色土が主体に堆積し
ている。
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〈炉〉住居址のほぼ中央に位置する深鉢2点を用いた埋亮炉で、長径1.6m1短径0.6m,床面

からの掘り込みは30cmを計る。

〈柱穴〉大/』い深浅合わせて75本が検出されたが、大型で深度のある5本が主柱穴と思わ

れる。この他にローム質土層で充填されたものもあり、住居址の建て替えが推測される。

〈時期〉炉体土器及び覆土中より出土した土器片から、勝坂Ⅲ式期の住居址であろう。

51号住居址(第23・24図面 第17図版)

〈位置〉調査区中央の(5～7,4～6)区に位置し、36b・53号住居址と重複する。

〈形状〉長径6.Om,短径5.Omの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは40～45cmと深い。壁

面は明瞭で、床面は堅く踏み固められている。周溝は廻っていない。

〈覆土〉中央部では細かいローム粒子・スコリア粒子・炭化物を含む暗茶褐色土が主体に堆積

し、壁際ではローム粒子を多く含む茶褐色土となっている。

〈炉〉住居址中央のやや北側に2個つながって検出された。どちらも土器の口縁部・胴部を用

いた埋尭炉で、長径1.4m1短径0.6m1床面からの掘り込みは15～20cmを計る。

〈柱穴〉床面からの深度が60cm以上のものが15本以上検出され、ローム質土層で充填されたも

のもあり、数回の建て替えが想定される。主柱穴は住居址奥部を頂点とする5本柱と考えられ

る。

〈時期〉炉体土器及び覆土中より出土した土器片から、勝坂Ⅲ式期の住居址であろう。

52号住居址(第25図面 第18図版)

〈位置〉調査区南側の(4・5,」・1)区に位置し、住居址の南側半分は調査区域外の道路に広

がっている。北側の26号住居址と東側の56号土塘とは重複関係にある。

〈炒阪〉規模は推定によるものであるが、径4.5mのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込み

は46cmを計る。床面は比較的堅緻で、周溝は廻っていない。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色土が主体に堆積している。

〈炉〉長径0.7m1短径0.4mの石囲埋売炉で、床面からの掘り込みは15cmを計る。

〈柱穴〉2本検出されたが、全体の配置は明らかでない。床面からの深度は90～100cmを計り、

かなり深い柱穴である。

〈時期〉炉体土器及び覆土中より出土した土器片から、勝坂Ⅱ～Ⅲ式期の住居址と考えられる。

53号住居址(第26図面 第19図版)

〈位置〉調査区ほぼ中央の(4～6,4～6)区に位置し、36b・51号住居址と重複する。

〈形状〉立ち上りが他の住居址に切られているため不明瞭であるが、長径6.Om,短径5.2mの
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楕円形を呈すると思われる。確認面からの掘り込みは15cm前後と浅く、ローム面を床面として

使用している。床面はやや軟弱で、周溝は廻っていない。

〈覆土〉中央では焼土粒子を含み、その周りにはローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色土

が堆積し、壁際ではよごれたロームブロックを含む黄暗褐色土となってぃる。

〈炉〉長径1.Om1短径0.7mの地床炉で、床面からの掘り込みは15cmを計る。

〈柱穴〉床面からの深度が50～80cmを計るものが10本程検出されたが、主柱穴の配置につぃて

は明らかでない。

〈時期〉出土遺物が非常に少なく時期の特定は難しいが、51号住居址に切られてぃることを考

えると勝坂Ⅱ式期の住居址であろう。

54号住居址(第27・28図面 第20図版)

〈位置〉調査区西側の←1・1,5～7)区に位置し、55号住居址と重複する。住居址の西側半分

以上は調査区域外の道路に広がっている。

〈形状〉住居址の規模は不明で、確認面からの掘り込みは40cm程度である。壁面は判然と

せず、床面も軟弱である。周溝は廻っていない。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色土が主体に堆積し、床面上ではロームブロ

ックを含み炭化物・焼土粒子が少量まじる。

〈柱穴〉7個の小穴が確認されたが、柱穴に関係するものかは不明である。

〈時期〉出土遺物が少なく時期の特定は難しいが、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

55号住居址(第27・28図面 第20図版)

〈位置〉調査区西側の(一1・1,7・8)区に位置し、54号住居址と重複する。住居址の西側半分

以上は調査区域外の道路に広がっている。

〈形状〉住居址の規模は不明で、確認面からの掘り込みは40cm程度である。床面は西に緩く傾

斜し軟弱で、壁面は判然としない。周溝は廻っていない。

〈覆土〉ローム粒子・ロームブロック・スコリア粒子を含む暗茶褐色土が主体に堆積する。

〈柱穴〉床面からの深度が50～60cmを計るものが3本検出された。

〈時期〉出土遺物は少ないが勝坂Ⅲ式期の土器が1個体出土しており、該期の住居址であ

ろう。

62号住居址(第29図面 第21図版)

〈位置〉調査区東側の(10・11,7・8)区に位置する。住居址の東側半分以上は調査区域外に

広がっている。
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〈形状〉住居址の規模は不明で、確認面からの掘り込みは46cm程度である。壁から40～80cm内

側で床面に10cm程の段差があり、2軒の住居址の可能性もある。

〈覆土〉ローム粒子を含む暗茶褐色土が主体に堆積し、部分的にスコリア粒子・焼土粒子・炭

化物が含まれ、壁面近くではロームブロックも含まれる。

〈時期〉出土遺物は少ないが勝坂式期の住居址と考えられる。

2.加曽利E式期住居址

33号住居址(第30～32図面 第22図版)

〈位置〉調査区中央やや東の(9～且,4～6)区に位置し、49号住居址と重複する。

〈形状〉長径6.3m1短径5.1mの不整楕円形を呈す。床面はロームとほぼ同じため確認面か

らの掘り込みは10cm前後と浅い。壁面は大半が判然とせず、周溝は廻っていない。

〈炉〉2箇所検出され、どちらも地床炉である。住居址の中央に位置するものは、長径0.8m,

短径0.7m1床面からの掘り込みは40cmを計る。住居址の南よりに位置するものは、長径0.8

m1短径0.7m1床面からの掘り込みは10cmを計る。南側の炉は掘り込みが浅く、炉壁・炉床

とも顕著な焼成は認められない。これに対し、中央の炉は掘り込みも深く、炉床もかなりの焼

成を受けている。

〈埋尭〉住居址南壁部に位置し、住居址内・外を合わせて2基3個体が検出された。住居址内

の埋尭は、底部を欠失する深鉢形土器が逆位の状態で埋設され、10cm程が床面より飛び出てい

る。床面を40cm程掘り窪め埋設した後ローム質土で充填したものであるが、明瞭な掘り方は確

認されなかった。住居外の埋受は住居内埋亮の南側に位置し、住居址の立ち上がりと重複する

小穴内で2個体の一部が重なった状態で検出された。住居址側の埋尭は深鉢形土器の胴部で、

全周の約半分が現存する。外側の埋翌も深鉢形土器の胴部で、胴下半部を欠失している。この

住居址外の埋亮は、住居址の立ち上がりに重なって検出されており、更に壁にかかる埋亮の小

穴が存在することから、住居址の入口部に埋設された埋尭といえよう。

〈伏尭〉住居址のほぼ中央に位置し、底部を欠失した鉢形土器が口縁部を床面に密着させた状

態で検出された。また、この伏尭内から深鉢形土器の胴下半部が、床面より5cm程浮いた状態

で検出されている。

く住居址内土壇〉住居址の西壁寄りに位置し、小穴2個と重複する。長径1.lm1短径0.9mの

楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは55cmを計る。覆土は、上部は暗茶褐色土層で、中部か

ら下部にかけては焼土粒子・ローム粒子を含む茶褐色上層に覆われている。

〈柱穴〉大小・深浅さまざまなものが30本程検出されたが、主柱穴の配置については明らかで

ない。

〈時期〉伏亮や3個体の埋尭などの出土遺物から、加曽利E式期第Ⅴ段階の住居址であろう。
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34号住居址(第33～35図面 第23図版)

〈位置〉調査区中央よりやや北西寄りの(2～4,6～8)区に位置し、34a・40号住居址と重複

する。

〈形状〉長径6. 7m,短径5.9mの楕円形を呈する大型の住居址で、確認面からの掘り込みは30

cmを計る。壁面は概ね明瞭であるが、北側の一部は40号住居址と重複するため判然としない。

周溝は、西壁下及び東壁から南壁にかけて断続的に廻る。

く覆土〉中央部ではローム粒子を多く含む暗茶褐色土で、外側に向かい明るい色調となる。

〈炉〉住居址のほぼ中央に位置する石囲炉で、長径1.lm,短径O.9 rn s床面からの掘り込みは

17cmを計る。炉石は奥の部分で4個検出されたが、他の部分は抜き取られた可能性が高い。

〈埋盗〉住居址の南西壁下に位置し、胴上半を欠失する深鉢形土器が埋設されている。

〈柱穴〉ローム質土で充填されているものもあり建て替えが想定されるが、柱穴配置は明らか

でない。

〈時期〉埋亮や住居址中央部から出土している完形土器・土器片より、加曽利E式期第Ⅴ段階

の住居址と考えられる。

34a号住居址(第33～35図面 第23図版)

〈位置〉調査区中央よりやや北西寄りの(3～5,6・7)区に位置し、34号住居址と重複する。

〈形状〉34a号住居址を壊して34号住居址が構築されているため、規模は推定によるものであ

る。径5.5mのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込みは不明である。

〈炉〉胴下半部を欠く土器を用いた埋亮炉で、劇.4mの円形を呈し、床面からの掘り込みは

9cmを計る。

〈時期〉炉体土器より勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

36号住居址(第36・37図面 第24図版)

〈位置〉調査区ほぼ中央の(4～6,6・7)区に位置し、36b号住居址の内側で検出された。

〈形状〉長径4.lm1短径4.Omのほぼ円形を呈する。立ち上がりが認められなかったため、確

認面からの掘り込みは不明だが、床面は36b号住居址とほぼ同一面である。周溝は幅20～30cm,

深さ10～20cmで全周している。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子・炭化物を含む暗茶褐色土が主体に堆積する。

〈炉〉土器の口縁部から頚部を用いた埋亮炉で、長径0.4m,短径0.3m,床面からの掘り込み

は20cmを計る。

〈柱穴〉36b号住居址との重複があり定かではないが、4本柱と想定される。
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〈時期〉加曽利E式期第Ⅰ段階の住居址であろう。

36b号住居址(第36・37図面 第24図版)

く位置〉調査区ほぼ中央の(4～6,6・7)区に位置し、37・51・53号住居址と重複する。

〈形状〉住居址のほとんどが36号住居址と重複するため、規模は推定によるものである。径5.8

mのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。立ち上がりは北壁と西壁の一部を

検出したのみである。床面はローム層上面を使用しており、平坦であるがやや軟弱である。

〈炉〉長径0. 7m1短径0.4mの地床炉で、床面からの掘り込みは15cmを計る。

〈時期〉加曽利E式期第V段階の完形土器を含む大型土器片が出土しており、該期の住居址と

考えられる。

38号住居址(第38～40図面 第25図版)

〈位置〉調査区西側の(1,9～11)区に位置する。住居址の西側半分は調査区域外の道路に広

がり、東側の39号住居址・北側の57号住居址と重複する。新旧関係は39-57-38号住居址と考

えられる。

〈形状〉規模は推定によるものであるが、径4.O～4.5mの楕円形を呈すると思われる。確認面

からの掘り込みは30cmで、炉周辺の床面は平坦で比較的堅緻であるが、壁際に向かい高くなり

堅緻でなくなる。壁面は不明瞭で、東側の一部に幅20cm,深さ4cm程の周溝が確認されている。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子・炭化物を含む暗黒褐色土が主体に堆積し、南壁に向かい

明るい色調となる。

く炉〉長径0.5m,短径0.4mの石囲埋尭炉で、床面からの掘り込みは23cmを計る。北側を除く

三方向に細長い礫を廻らし、その問に口縁部と胴下半部を欠失する深鉢形土器が密接して埋設

されている。北側の炉石は、炉床の被熱硬化面が他に比べて北に広がっていることからみて、

当初から設置されていなかった可能性がある。

〈柱穴〉大小・深浅さまざまなものが検出されており、住居の重複により判然としないが、そ

の内2本が主柱穴と思われる。

〈時期〉炉体土器及び覆土からの出土遺物より、加曽利E式期第Ⅱ段階の住居址であろう。

39号住居址(第38～40図面 第25図版)

〈位置〉調査区北西の(1・2,9～11)区に位置し、38・40・57号住居址と重複する。

〈形状〉住居址のほとんどが他の住居址に切られてぃるため、規模は推定によるものである。

長径4.5m,短径4.Omのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込みは15cmと浅い。壁面は明瞭で、

床面はほぼ平坦であるが不明瞭となっている。周溝は北壁部と西壁の一部が確認され、おそら
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く全周していたものと考えられる。

〈炉〉長径0.6m1短径0.5mの地床炉で、床面からの掘り込みは2cmときわめて浅い。

〈柱穴〉住居の重複により判然としないが、主柱穴は4本と思われる。その内3本は床面から

の深度が60cin前後と深いが、他の1本は30cmと浅い。

〈時期〉重複関係からみて、加曽利E式期第Ⅱ段階より古い住居址と考えられる。

57号住居址(第38～40図面 第25図版)

く位置〉調査区北西の(1・2,10・11)区に位置し、西側の一部は調査区域外に広がり、南側
は38・39号住居址と重複する。

〈形状〉規模は推定によるものであるが、径4.6mの円形を呈し、確認面からの掘り込みは25cm

を計る。床面は平坦で堅く踏み固められている。壁面は比較的明瞭で、周溝は廻っていない。

〈覆土〉中央部には焼土粒子を多く含む黒褐色土～暗茶褐色土が堆積し、周縁部には茶褐色土
や暗黄褐色土が堆積している。

〈炉〉長径0.5m,短径0.4mの石囲炉で、床面からの掘り込みは10cmを計る。周縁部には2個

の礫が残存しているが、他の部分にも石が設置されていたと思われる。

〈柱穴〉奥壁部を頂点とする5本柱で、床面からの深度は40～60cmを計る。

〈時期〉出土遺物より加曽利E式期第V段階の住居址であろう。

41号住居址(第41～43図面 第26図版)

〈位置〉調査区北東寄りの(5～7,10・11)区に位置し、42・60号住居址と重複する。

〈形3阪〉住居址のほとんどが60号住居址と重複するため、規模は推定によるものである。長径

5,5m1短径4.6mの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。床面はほぼ平坦で、

炉を中心とした部分は堅く踏み固められ硬化したローム面となっているが、周縁部は軟弱であ
る。壁面は不明瞭で、周溝は廻っていない。

〈炉〉周縁部に礫を配した長径0.9m,短径0.7mの石囲炉で、床面からの掘り込みは8cmを計
る。北側と東側は抜き取られており、抜き取り痕が看取できた。

〈柱穴〉60号住居址との重複のため判然としないが、主柱穴は5本ではないかと思われる。

〈時期〉出土土器は加曽利E式期第Ⅴ段階のものが主体で、該期の住居址と考えられる。

60号住居址(第41～43図面 第26図版)

〈位置〉調査区北東寄りの(5・6,10・且)区に位置する。住居址のほとんどが41号住居址と
重複し、周溝の一部が60号土塘と重複している。

〈形状〉長径5.2m,短径4.6mの楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。壁面は
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明瞭で、壁下に幅20～30cm,深さ15～25cmの周溝が廻っている。床面は41号住居址と同レベル

で、全体に堅緻である。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子・炭化物を含む暗茶褐色土が主体に堆積する。

〈炉〉炉の1/3程度は撹乱を受けているため不明であるが、長径0.9mほどの地床炉で、床面か

らの掘り込みは20cmを計る。

〈柱穴〉41号住居址との重複で判然としないが、深度70～80cmの6本柱と思われる。主柱穴と

想定した柱穴以外にも、深度が60cmを超えるものがあり、41号住居址も含めて建て替えの可能

性がある。

〈時期〉炉址覆土及び住居址覆土からの出土遺物より、勝坂Ⅲ式期の住居址と考えられる。

46号住居址(第44図面 第27図版)

〈位置〉調査区東南よりの(10～12,2・3)区に位置する。

〈形じ阪〉長径4.4m,短径4.2mの円形を呈し、確認面からの掘り込みは25cmを計る。壁面は一

部明瞭であるが、大半は判然としない。周溝は廻っていない。

〈覆土〉中央部ではローム粒子・スコリア粒子・焼土粒子・炭化物を含む茶黒褐色土が堆

積し、壁に近づくにつれ明るい色調となる。

〈炉〉径0.5mのほぼ円形を呈する地床炉で、床面からの掘り込みは10cmを計る。

〈柱穴〉4本柱と思われる。

〈時期〉出土遺物は加曽利E式期のものが目立つが、詳細な時期は小片のため決められない。

47号住居址(第44図面 第27図版)

〈位置〉調査区東側の(12・13,4・5)区に位置する。住居址の東側半分は調査区域外に広が

り、西側の48号住居址・北側の50号住居址と重複する。

〈炒汰〉規模は推定によるものであるが、径4.Om1確認面からの掘り込みは25cmを計る。壁

は不明瞭で、床面は堅緻でない。周溝は確認できなかった。

く炉〉発掘区内では検出されなかった。

〈柱穴〉住居址の東側半分が調査区域外に及ぶため、主柱穴の配置などについては明らかでな

い。

〈時期〉出土遺物は大半が小片で量も少ないが、加曽利E式期後半のものが目立ち、該期の住

居址と思われる。

56号住居址(第45図面 第28図版)

〈位置〉調査区北側の(2・3,12・13)区に位置し、北側半分は調査区域外に広がっている。
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〈形状〉規模は推定によるものであるが、長径4.4mの楕円形を呈すると思われる。確認面か

らの掘り込みは18cmを計る。床面はほぼ平坦であるが堅緻ではない。周溝は廻っていない。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色土が堆積する。

〈炉〉住居址の西よりに位置し、土器の口縁部・胴部を用いた埋尭炉である。長径0.5m1短

径0.4m1床面からの掘り込みは13cmを計る。

〈柱穴〉3本検出されたがいずれも浅い。

〈時期〉炉体土器以外の出土遺物は少ないが、炉体土器からみて加曽利E式期第Ⅳ段階の住居

址であろう。

58号住居址(第45図面 第29図版)

〈位置〉調査区北側の(5,12)区に位置し、北側半分は調査区域外に広がっている。

〈形j阪〉規模は推定によるものであるが、長径2.6m程度の小型の住居址で、確認面からの掘

り込みもlOcm前後と浅く、壁面は明瞭でない。床面はほぼ平坦であるが比較的軟弱で、周溝は

廻っていない。

〈柱穴〉1本のみの検出である。

〈時期〉出土遺物はほとんどなく、時期は不明である。

59号住居址(第45図面 第29図版)

〈位置〉調査区北東隅の(6・7,11・12)区に位置し、東側1/2以上は調査区域外に広がってい
る。

〈形j阪〉規模は推定によるものであるが、径4.lm,確認面からの掘り込みは20cmを計る。壁

面は不明瞭で、南壁下の一部に幅25cm1深さ10cm程の周溝が確認された。

〈炉〉発掘区内では検出されなかった。

〈柱穴〉床面からの深度が60～70cmを計るものが4本検出された。ローム質土で充填されてい

るものもあり、建て替えの可能性もある。

く時期〉出土遺物は少量だが加曽利E式期第Ⅱ段階の破片がやや多く、該期の住居址の可能性
がある。

61号住居址(第46・47図面 第30図版)

〈位置〉調査区東側の(8～10,8～10)区に位置し、東側半分は調査区域外に広がっている。

〈炒阪〉規模は推定によるものであるが、長径6.3mの楕円形を呈すると思われる。確認面か

らの掘り込みは35cmを計り、壁下に周溝が廻る。

〈覆土〉ローム粒子・スコリア粒子を含む暗茶褐色土が主体に堆積する。床面の広い範囲に焼
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土粒子・炭化物粒子が認められ、床面のローム層も被熟している。更に、柱穴中に大型の炭化

材が認められる点から、焼失住居の可能性がある。

〈炉〉長径1.3m1短径1.Omを呈する石囲炉で、床面からの掘り込みは22cmを計る。石皿・磨

石・大型の礫などを炉縁に廻らせている。

〈埋亮〉南壁下に口縁部・胴下半部を火災により欠失した土器が埋設されている。

〈柱穴〉住居址の東側半分が調査区域外に及ぶと同時に、小穴も不規則に点在しているため、

主柱穴の配置については明らかでない。

〈時期〉出土遺物からみて加曽利E式期第Ⅴ段階の住居址であろう。

3.土塘

52号土塘(第48図面 第31図版)

〈位置〉調査区南寄りの(9・10,1・2)区に位置する。

〈炒阪〉長径2.Om1短径1.7mのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込みは28cmを計る。断面

形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

く時期〉土塘北壁部から、床面よりやや浮いた状態で倒立した加曽利E式期第Ⅱ段階の完形土

器が出土しており、該期の土塘と考えられる。

53号土塘(第48図面 第31図版)

く位置〉調査区中央南側の(7・8,2)区に位置し、南側に2個の小穴が重複する。

〈形j阪〉長径1.5m,短径1.1mの楕円形を呈する。確認面からの掘り込みは40cmを計り、断面

形は鍋底状を呈する。

〈時期〉土塘覆土中より加曽利E式期第Ⅴ段階の土器片がまとまって出土しており、該期の土

壇と思われる。

54号土壌(第48図面 第31図版)

〈位置〉調査区中央南側の(7,1)区に位置する。

〈炒阪〉長径1.5m1短径1.1mの不整楕円形を呈し、確認面からの掘り込みは20cmを計る。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子を少量含む暗茶褐色土が主体に堆積する。

〈時期〉土塘北東隅から、加曽利E式期第V段階の土器が全周の1/2を押し潰された状態で出

土しており、該期の土塘と思われる。また、この土器は土塘墓における被覆土器とも考えられ

る。

55号土墳(第48図面 第31図版)
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く位置〉調査区南西隅の(一1・1,?1)区に位置する。南側は調査区域外の道路に広がり、北側

の25号住居址とは重複関係にある。

〈形状〉1/2程度しか確認できなかったため規模・形状は定かではないが、径1.3～1.5m程の楕

円形を呈すると思われる。

〈時期〉土塘北西隅から、全周の1/2が現存する勝坂Ⅲ式期の土器が正位の状態で出土してお

り、該期の土塘と考えられる。

56号土塘(第48図面 第31図版)

〈位置〉調査区南西隅の(5,」)区に位置する。南側は調査区域外の道路に広がり、西側の

52号住居址とは重複関係にある。

〈形状〉1/2程度しか確認できなかったため規模・形状は定かではないが、長径1. 8m,短径0.9

m程の楕円形を呈すると思われる。確認面からの掘り込みは28cmを計る。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子を少量含む暗茶褐色土が主体に堆積する。

〈時期〉床面よりやや浮いた状態で、加曽利E式期後半の浅鉢形土器と有孔鍔付土器の大型破

片が出土しており、該期の土塘であろう。

57号土壌(第48図面 第31図版)

〈位置〉調査区中央やや南西の(4,4・5)区に位置し、30号住居址と重複する。

〈形状〉長径1.8m1短径0.9mの隅丸長方形を呈し、確認面からの掘り込みは38cmを計る。

〈覆土〉細かいローム粒子・スコリア粒子を少量含む暗茶褐色土が主体に堆積し、下層に行く

につれロームブロックを含み明るい色調となる。

〈時期〉土壇内からは遺物がほとんど出土しておらず、時期は不明である。

58号土塘(第49図面 第31図版)

〈位置〉調査区北西寄りの(1・2,8)区に位置する。

〈形状〉径1.4m程の円形を呈し、確認面からの掘り込みは100cmを計る。北側に径1.Om1深

さ40cm程の土塘が重複している。

〈覆土〉大きく上下2層に分けられ、上層は細かいローム粒子・スコリア粒子を少量含む暗茶

褐色土が堆積し、下層はローム質土層である。

〈時期〉南側の土塘からは、加曽利E式期の土器片が少量出土しただけで、時期の決定は困難

である。北側の土塘からも出土遺物がほとんど無く時期は不明であるが、南側の土壇より新し

い。
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59号土塘(第49図面 第31図版)

〈位置〉調査区北寄りの(4,且)区に位置する。

〈形状〉長径1.2m1短径1.Omのほぼ円形を呈し、確認面からの掘り込みは60cmを計る。

〈覆土〉上部には暗茶褐色土が堆積し、中央部に暗黒褐色土、壁際にはローム質土や茶褐色土

が堆積している。

〈時期〉土塘内からは遺物がほとんど出土しておらず、時期は不明である。

60号土塘(第49図面 第32図版)

〈位置〉調査区北寄りの(5,10)区に位置し、60号住居址と重複する。

〈形状〉上面長2.5m1上面幅0.5m1底面幅0.2mの陥穴状土塘で、確認面からの掘り込みは

90cmを計る。

〈覆土〉細かいローム粒子やスコリア粒子を含む茶褐色土で、間にロームブロックを主体とし

た層をはさむ。

〈時期〉土塘内からは遺物が出土せず時期は明らかではないが、60号住居址に切られているこ

とから勝坂Ⅲ式期より古い段階の土塘と考えられる。
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Ⅴ 出土遺物

今回の調査による出土遺物には、縄文時代の土器・石器・土製品などがある。総量はコンテ

ナ325箱と多く、そのほとんどが縄文時代の土器・石器などで、それらの遺物の多くは住居

址や土塘から出土している。

遺物の記述はすべて一覧表によったが、分類の項目については以下の基準にのっとり表記し

た。なお、分類不可能な項目については一で表す。

縄文土器の分類

Ⅰ早期

Ⅱ 中期初頭

Ⅲ 中期前半 勝坂式土器

文様・施文手法 A.ト詳 角押文

B.Ⅱ群 抽象文

C.Ⅲ群 パネル文

D.Ⅳ群 パネル文崩れ

E.Ⅴ群 楕円横帯文

F.Ⅵ群 顔面把手

G.Ⅶ群 円筒土器

H.Ⅷ群 大型把手・櫛形文

阿玉台式土器

加曽利E式土器

Ⅳ 中期前半

V 中期後半

時期 a.第Ⅰ・Ⅱ様式

b.第Ⅲ・Ⅳ様式

c.第Ⅴ・Ⅵ様式

時期 a.Ⅰ段階

b.Ⅱ段階

c.Ⅲ段階

d.Ⅳ段階

e.連弧文

f.Ⅴ段階

g.Ⅵ段階

h.Ⅶ段階

Ⅵ 中期後半 曽利式土器

文様・施文方法 A.口縁部が無文か1～4個の

把手又は縦方向の文様

B.口縁部を条線や隆線で装飾

時期 a.Ia・Ib段階

b.Ⅱa・Ⅱb段階

c.Ⅲ段階
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C.口縁部に文様帯のあるもの

D.口縁部文様帯が消失

Ⅶ その他の中期

Ⅷ後 期

d.Ⅳ段階

e.Ⅴ段階

縄文石器の分類

打製石斧

形状 Ⅰ 短冊型

Ⅱ 短冊型

Ⅲ ラ}j同型

Ⅳ挨型

Ⅴ その他

刃の種類 A.円刃

B.直刃

C.偏刃

D.尖刃

基部側縁に袂り込みをもつ

打製石斧素材剥片を含む

a.両凸刃

b.両平刃

c.片平刃

d.片凸刃

e.弱凸強凸片刃

f.弱凸強平片刃

g.弱平強平片刃

h.弱平強凸片刃

i.凸凹片刃

j.長平短平片刃

遺存度 1.完形

2.刃部付近欠

3.基部付近欠

4.刃部・基部付近欠

5.胴部付近欠

6.刃部付近斜位欠

磨製石斧

形状 Ⅰ 乳棒状

Ⅱ 定角式

Ⅲ 小型

*刃の種類・遺存度は打製石斧に準ずる

石 做

側縁 I 両側縁が心もち外側に向かって弧を描き尖頭部を形成する

Ⅱ 両側縁が若干内側(個体)に向かって弧を描き尖頭部を形成する

Ⅲ 両側縁が若干開き気味に直線状を成し、それをつなぐ形で刃縁も直線状を呈する

基縁 a.器体に向かってやや内彎し、脚部が若干認められる

b.器体に向かって内彎し、脚部が明確に作出される

c.器体に向かってやや尖角状に扶入し、脚部が若干認められる

d.器体に向かって尖角状に袂人し、脚部が若干認められる
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e.外側に向かって心持ち弧を描き、舌部を形成する

f.器体に向かって若干弧を描き、舌部を形成する

破損部位 1.完形

2,基先欠

3、基部欠

4.脚部欠

磨石・叩き石

形状 I 平面形態が楕円形もしくは長円形を

呈する

Ⅱ 細長の柱状を呈する

Ⅲ 全面が磨滅し、球形あるいは卵形を

呈する

Ⅳ 上記以外

ピエス・エスキーユ

形状 Ⅰ 上下両縁が先細り、長幅比2対1の紡錘形を呈する

Ⅱ 上下両縁が先細るか、直線状で三角形を呈する

Ⅲ 上下両縁ともに直線状で、四辺形を呈する

Ⅳ 上下両縁が先細り、Ⅰ類に比較し幅のある紡錘形を呈する

a.磨面のみを有する

b,敲打痕を併せもつもの

a.磨面のみを有する

b,上下端あるいは側縁の一部に

敲打痕をもつもの

石皿

形状 Ⅰ 片面あるいは両面に磨減による凹みを有するもの

Ⅱ 磨面を有する扁平礫

Ⅲ 上記以外の形態で磨面をもつ大型礫

入ケンプ

形状 I 棒状礫使用

Ⅱ 扁平礫使用

A.礫の周縁部に全く加工の

ないもの

B.礫の周縁部片側に打痕・

加工のあるもの

C.礫の周縁部両側に打痕・

加工のあるもの

a.敲打痕

b.剥離痕

c6打痕と剥離痕

石 錐

形状 Ⅰ 棒状をなすもの 一一一一丁 A.両端の尖るもの
B,一端のみ尖るもの

“=:二″]A.頭部全面に調整が施されたもの
B.頭部が素材剥片の形状を留めるもの
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Ⅲ 摘み状の頭部をもち

錐部の短かいもの
];[==ニ:;二。。

Ⅳ 錐部が太くなり頭部

との区分のないもの
]

A.両面又は片面全体に調整が施されたもの

B.錐部の両側縁に調整が施されたもの

V 棒状または長三角形の剥片の先端に微弱な調整を加えたもの

石 槍

形状 Ⅰ 木葉形

Ⅱ 有茎

A.周辺調整

B.両面調整

C.片面調整

石 匙

形状 Ⅰ 横型 A.精製-ra.左右非対称 身部 Tl.三角形

2.長方形

3.楕円形

b6左右対称 身部 T1.扁平二等辺三角形

2.四角形

3.凸レンズ形

4、扇状形

B.粗製

H 縦型 TA6精製-'ra.彎曲鎌形

b.鈍角鎌形

c.厚鎌形

B.粗製

掻器

形状 I 先刃 ゴA.狭基 器形が基部側に狭くなるもの

Ⅱ
ヒ

B.広基 器形が基ff口貝IJに広くなるもの

C,柄基 柄のあるもの

Ⅱ 円形 ゴA.片面調整

Ⅱ
ト

B.縁部調整

C.片面・縁部調整

削 器

形状 ]:[ニ a.直線刃

b.凸刃

c.凹刃

Ⅱ 横型
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以上のように出土遺物について分類を行った。分類するにあたり、土器は縄文土器の6期区

分を使用し、さらに各々の期に該当する型式名を明記した。中でも、最も多く出土している勝

坂式土器については縄文土器大観2「勝坂式土器様式」を、加曽利E式土器については神奈川

考古10「東京・埼玉のおける縄文中期の編年試案」を用いている。また、復元実測可能な土器

については「新地平編年」を用いた。

石器については各々の器種に分け、恋ケ窪遺跡調査報告Ⅰ～Ⅳ、考古論集「石斧論1一横斧

から縦斧へ?」、石器入門事典、縄文文化の研究7を参考に、形状・刃の種類などにつき分類

記述した。
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第4表 出土土器集計表

- 一

-32-

\
深 抹“ 形 土 器

浅鉢
形

土器

不

明

-

叫

早期

中期

初頭

勝坂 阿

下

「1

加曽利E

曽利 後期
Ⅰ 「「 Ⅰ 「ト「「「ト

25写゜住 2 138 「109 19 6 17 2 29 3 3 640 968

26号住 17 236 336 40 12 13 15 95 5 5 7 2116 2897

27写イ+ 23 332 691 50 3 17 18 15 172 5 12 2 31 3756 5127

28号住 3 73 14 7 6 7 13 121 3 25 1 5 838 1116

29号住 6 153 273 19 1 15 21 12 38 1 18 21 1509 2087

30ひ住 2 65 130 8 9 4 45 2 且 684 960

32号住 7 493

62

299 75 1 13 8 11 90 1 4 3 33 2176 3214

33号住 1 51 8 1 30 44 27 652 24 4l 6 11 1180 2138

34号住 1 158 322 15 2 54 60 43 956 8 36 3 66 4741 6465

35号件 20 106 279 13 2 8 14 2 51 1 8 1155 1659

36号住 56 80 6 2 11 30 24 368 1 10 16 1465 2069

37号住 9 l且 190 9 5 12 4 43 1 6 645 1035

38号fi 6 23 18 6 1 1 1 2 85 143

39狡住 9 16 11 2 4 1 111 154

40号住 43 150 8 9 54 13 2 8 4 20 728 1039

41・60号住 45 170 17 6 133 79 3 78 2 22 19 1408 1982

42号住 77 203 15 2 4 22 22 つ 7 834 1191

45シナ住 13 28 5 l 3 6 7 154 223

46号住 11 83 46 20 2 5 19 55 7 4 3 4 443 702

47B住 且 且 4 1 13 5 114 1 11 1 489 661

48号住 22 218 272 23 23 2 80 4 1 15 2 7 1917 2586

49号住 2 29 185 291 55 8 10 4 55 9 7 且 1066 1732

50冒゛住 4 108 73 12 7 7 6 154 5 4 3 643 1026

51け住 1 27 346 813 60 10 17 20 163 3 96 2925 4481

52号住 10 107 113 18 3 2 1 15 2 3 2 530 806

53号住 50 43 7 2 7 52 3 6 2 1 359 532

5〈1 シ[; 住 8 28 1 5 2 5 1 4 111 165

55号住 21 71 3 3 3 15 2 294 412

56号住 3 4 4 4 1 11 1 7 2 60 97

57号仕 48 146 10 11 190 68 2 38 2 15 6 1338 1874

58冒′住 1 1 1 16 19

59号住 2 16 2 6 1 2 1 1 1 165 197

61写"住 62 72 10 20 25 17 269 6 12 7 1214 1714

62号住 13 6 5 1 27 52

52号上 1 1

53号十. 1 4 5

54 シじ 卜 1 1

5 5 シ已{゜ 十. 2 2

56号土 1 1 2

57号土 2 1 7 10

58号土 1 2 6 21 30 l
 59号土 I

叫一・
レ I■■■  1 2 T」

 60号上 ■ レ ■■■■  I 川
遺構外I 24 548 1356 1661 44 273■ 53 2021 1126 1911 “]691 69 34I 16599 209川

 合 計」 3

L
234 4007 卜709 7161 104 926■ 605 テ1 4935 282■ 1 5511 91 巨・引 52452 7日



第5表 出土石器集計表
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種別

打製

石斧

磨

製

石

斧

打
製

石
斧

素
材

石

倣

石

槍

掻

器

石

匙
石

錐

楔

形

石

器

石

皿

磨

石

ス

タ

ン

プ

形

石

器

叩

石

砥

石

=
一

石

石

錘
冫子

子

小

計
石

核
剥

片

掻

器

ナ

イ

フ

形

石

器

―

一

計

▼下
25号住 11 24 1 1 1 4 2 44 65 109

26号住 24 72 4 3 1 3 2 7 1 117 236 353
27号住 36 104 1 3 8 2 3 16 13 186 362 548
28号住 2 12 1 1 1 1 1 10 16 45 1 95 141

29号住 17 52 2 5 1 1 7 4 1 90 117 207

30号住 6 26 1 1 1 1 36 97 133

32号住 18 100 1 7 3 7 25 22 183 1 235 419

33号住 9 55 1 3 2 1 25 23 1 5 125 247 372

34号住 31 98 2 2 11 2 1 28 19 2 2 198 387 585

35号住 8 23 3 1 7 3 45 58 103

36号住 7 48 1 1 1 13 8 1 80 59 139

37号住 4 32 2 1 2 8 2 51 25 76

38号住 4 8 2 14 19 33

39号住 10 15 3 1 1 1 31 34 65

40号住 6 68 5 1 2 5 6 1 94 96 190

41・60号住 14 58 1 1 8 6 3 1 92 136 228

42号住 2 14 1 1 1 1 2 2 3 2 29 45 74

45号住 3 4 2 1 2 12 20 32

46号住 8 20 1 1 2 1 10 2 3 48 1 88 137

47号住 2 3 1 2 1 1 2 3 1 1 17 1 43 61

48号住 9 42 1 1 1 l 12 3 1 71 157 228

49号住 14 47 1 2 2 1 16 2 7 l 2 1 96 2 169 267

50号住 3 24 3 2 7 8 1 1 49 141 190

51号住 43 103 1 l2 5 2 8 10 2l 3 208 1 249 458

52号住 3 16 1 1 3 4 28 81 109

53号住 5 25 1 1 1 6 2 1 42 33 75

54号住 3 2 1 1 4 1 12 12 24

55号住 6 12 2 2 1 1 24 1 19 44

56号住 2 1 」」D1レ[■」
: 57号1l]9 21「 川山 ■1 1 自 [ 11“3 ■71]8 巨 211“ 1 1 1 1- 工Ⅰ囲「口口目
] 58号往 1ト1 レ川 「“1 ― [ I ] ]一1 「 レ1 - ] 1 101 1 1「

 1

1 0l
 59号住 I 31 レ■I レ ] [ 1 11 2  1] 一■1 『“6I ]21「 叩1 8I
トリ号住 119 [一31 「「11 9  1 自 [川18 I211]3  11 - 1-1 1 8311 レ3911] 『.[3221
 62号色 1口1 「3
 1

川  1 目 [II ] 11 1 叩1 - ] 1 71 111[一 … 22 1
 52号士 l叩 レ川 レ ] [ 1  1 レ『レ OI 日「 レ -OI
{ 53号土 1「 「川  1 自 [ 1自 ; 11  1 自 1 1珈1 01 12l1- 1 1 21
] 54号土 1ト … 1 レ ― 1 I 『 レ  11 - j 1 O1 1 1トー…1 0l
 55号害 Iレ レ I レ ] レ レ レ『レ oi j 1「一叩 -OI
1 56号王 1叫 「 1  1 「1 1h I 11 レ1 - 1 11 [11 1 11- ト 川
] 57号土 1ト … 1『レ V 1 I 1 レ 1 レj - ] 1 「11日 1 1 ] …1 11
 58号土 I 11 口 レ川  1 レ レ  1『] 1■ 2I「 レ「 レ12I
{ 59号土 1 2: 「一1 「.川  1 ■1 1 1 ] 1  1; - { 1ド 31 111 1 『:1 41
 60号害 I… 叩



第6表 土製品・石製品集計表
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土製
円板

土錘 土偶 耳栓
ミニチュ

ア土器
器台 石棒 合計

25号住 1 1

26号住 4 1 5

27号住 7 2 9

28号住 l 1 2

29号住 2 1 3

32号住 4 3 7

33号住 4 1 1 6

34号住 2 2 3 1 8

35号住 2 2

37号住 1 1 2

40号住 l 1 2

4l・60号住 1 l

42号住 1 1

45号住 1 1

46号住 l 1 2

47号住 2 1 1 4

49号住 1 1

50号住 1 1 2

51号住 1 1 1 1 4

53号住 1 1

55号住 1 1

57号住 1 1

59号住 1 1

61号住 2 1 1 1 5

遺構外 15 1 2 2 3 23

合計 53 2 l0 4 13 11 2 95



第7表 出土土器一覧表

1

-35-

25号住居址

図面

図版

出土位置

- 口径
器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

50-1

33

フク土

((20.4))
(8、4) 深鉢口縁部

口縁部に渦巻状の小突起を付し、頚部は
隆帝による楕円区画がなされ、区画内に
は竹管による縦位の集合沈線が施され
る。

8a

50-2

33

フク土
((17.6))
(16.8)

口縁部
深鉢

胴部

半截竹管の平行沈線文がなされ、沈線7こ
よる波状文・三叉文が施される。地文は
RL縄文の横位施文。 7b

図面・図版 出土位遣 残存高

cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

503・- フク土 8.1 深鉢口縁部
刻目をもつ渦巻状突起と“不突起、隆帯で
縦区画、沈線、爪形文、円文

ⅢDb

504・- フク土 3.5 深鉢口縁部
波状沈線文、横位“めRL“縄文“- “一

ⅢBb

505・- フク土 4.1 深鉢口縁部
爪形文をもつ隆帯

Ⅲ-b

506・- 小穴 4.6 深鉢 胴部
沈線区画、沈線、三角押文、爪形文、刻
目文 ⅢCb

50-7・- フク土 5.9 深鉢 胴部
“隆帝で楕円区画J集合注線 一“-- "

ⅢEb

508・- フク土 4.5 深鉢 胴部
隆帯で楕円区両、爪形叉、キャタピラ
文、三角押文、刺突による波状文 ⅢAb

50-9・- フク土 4.5 深鉢 胴部
半隆起線で区画、斜・縦位沈線

ⅢCb

5010・- フク土 4.9 深鉢 胴部
隆帯・キャタピラ文I二角押文で檜円文
様 ⅢBb

5011・- フク土 6.4 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画、集合}東線 一

ⅢEb

5012・- フク土 5.3 深鉢 胴部
横位NL縄文、隆帯・キーVタピラ文モ
角区画、蛇行沈線 ⅢAb

50l3・- フク土 9.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピグ文、ギ截仔管の刺突(こ
よる波状文 ⅢBb

5014・- フク土 6.3 深鉢胴部
隆帝、キギ“タピラ文“J半截竹管洞突文

ⅢBb

5015・- フク土 6.1
深鉢

頚部・胴部
隆帯7爪形文丁半截竹ぎの刺突文“-

ⅢAb

51-1・- フク土 7.1 深鉢胴下部
隆帯で楕円区画、爪形f1波状沈線

ⅢEb

51-2・- フク土 7.1 深鉢 胴部
隆帯、平行沈線、爪形文、波状沈線、円
形貼付文 ⅢDb

51-3・- フク土 6.2 深鉢 胴部
刻目をもつ貼付隆帝、半隆起線文

ⅢCb

51-4・- フク土 5.9 深鉢 胴部
隆帯・キャタピラ文で重三角区画、波状
沈線 ⅢAb

51-5・- フク土 6.1 深鉢 胴部
平行注線、爪形文、半『竹暦刺突文一

ⅢCb

51-6・- 床上 5.1 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画集合沈線、ペン先状工具
による刺突文 IflEb

51-7・- フク土 2.1 深鉢口縁部
角押文

ⅢAa

5ト8・- フク土 3.2 深鉢 胴部
角押文、隆帯

ⅢAa

5ト9・- フク土 5.4 深鉢 胴部
刻自"Tもつ隆帯で楕円区画、集合沈線

ⅢEc



第8表 出土土器一覧表

1

一36-

図而・図版 出上位置 残了j2高

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

5ト10・- フク土 5.3 深鉢胴上部
刻自文・交互刺突文をもつ小突起、三叉
文

ⅢHc

5ト11・- フク土 6.7 深鉢ヒI縁部
半隆起線、爪形文

Ⅲ-C

5112・- フク土 7.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線、三叉文、爪形文

ⅢGc

51」3・- フク土 6.1 深鉢胴下部
半隆起線で区画、集合沈線

ⅢCc

51」4・- フク上 5.3 深鉢 胴部
沈線、爪形文、半截竹管刺突文

Ⅲ-C

5115・- フク土 4、9 深鉢 胴部 斜位沈線、平行沈線で楕ト」文様、貼付文
ⅢDc

26号住居址

図面

図版

出土,イゞl一置

口径

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

52」

33

炉 (20.5)
11.0

胴部

深鉢

底部

隆帯による楕円区画を2段に割り付け、
各々45度ずつずらした4単位構成。区画
内には集合沈線を施す。

8b

炉体土器

522

33

リ戸

((44.8))

(13.O)
「1縁部

浅鉢

胴部

沈線により小円モチーフを4単位jhし、

その間を長円形モチーフでつなぐ。

炉体土器

523

33

炉 (24.O)
頻部

深鉢

胴部

頚部は貼付による円形隆帝を有す。地文
はL縄文の斜位施文。 8b

炉体土器

524

34

炉 (22.ll) 深鉢 胴部

文様は3単位2段で構成Sフ11わらび手
状の連続する意匠を表出し、蓮華文や沈
線による三叉文・渦巻文を施す。

1 8b

炉体土器

531

33

フク+

16.8

29.6

8.8

[1縁部

深鉢 胴部

底部

口縁部は透孔を持つ把手を1箇所付す。

胴部は爪形文をもつ隆帯で楕円区画を表

出し、区画内に集合沈線を施す。文様は

推定で4単位2段構成。
8b

532

35

1フク+

23.2

(30.8)
口縁部

深鉢

胴部

楕円と逆三角形・台形の区画を配した帯
状の文様を施す。胴下半はRL縄文の横
位施文。 8b

533

35

フク土

((21.2))

(14.8)
「1縁部

深鉢

頚部

把手付ぎ小突起1対をもつ4単位構成
で、突起より隆帯を垂下し中位区画す
る。 8b

534

35

フク土

((15.6))

(9.8)
川縁部

深鉢

胴部

口縁部から連続刺突文、波状の刺突文、

矢羽状刺突文、キャタピラ文の順に施

し、その下にはRL縄文が横位に施文さ
れ波状沈線が施される。

8b



第9表 出土土器一覧表

一胡一

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 1 備考

535

フク土

((16.8))
(12.O)

口縁部
深鉢

胴部

大きく湾曲する四重の沈線を“連続して描
き、キャタピラ文や沈線を施す。

8b

536

35

フク土 (9.2) 深鉢 胴部

刻目をもつ貼付隆帯で区画を作出し、区
画内に集合沈線を施す。

8b

537

35

フク土

15.0

18,8

8.O

口縁部

深鉢 胴部

底部

頚部屈曲部は有節沈線がめぐる。地文は
RLの縄文を異方向に施文。

8b

538

35

フク土 (13,2)

((9.6))

胴部
深鉢

底部

RL縄文の斜位施文。

8b

539

35

フク土 (12,8) 深鉢 胴部

爪形文をもつ貼付隆帯に王“ネ渦巻文を施
す。

8b

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

53」O・- フク土 4,3 深鉢口縁部
隆帯、三角押文

ⅢAa

5311・- フク土 4.3 深鉢口縁部
隆帯、三角押文

ⅢAa

5312・- フク土 3.6 深鉢口縁部
キャタピラ文、角押文、三角押文

ⅢAa

53-13・- フク土 3.2 深鉢口縁部
隆帯で重三角区画、キャタピラ文、三角
押文

ⅢAa

541・- フク土 4.3 深鉢口縁部
隆帯で重三角区画、キャタピラ文、三角
押文

ⅢAa

542・- フク土 5.7 深鉢 胴部
三角押文で渦巻文、角押文

ⅢBa

543・- フク土 4.4 深鉢胴下部
隆帯・三角押文で楕円区画文

ⅢAa

54-4・- フク土 3.0 深鉢 胴部
隆帯、摘み状突起、大・小の三角押文

ⅢAa

54-5・- フク土 3.9 深鉢 胴部
爪形文、三角押文

ⅢAa

546・- フク土 4.7 深鉢口縁部
沈線で渦巻文、三叉文、刻目をもつ険帯

Ⅲ-C

547・- フク土 5.2 深鉢口縁部
集合沈線、三角押文、円文、沈線

ⅢGb

548・- フク土 4.1 深鉢口縁部
隆帯で区画、キャタピラ文、波状沈線、
横位のRL縄文

ⅢAb

549・- フク土 4.2 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、集合沈線、刻目文、半
截竹管による刺突文

ⅢCb

5410・- フク土 4.3 深鉢 胴部
半隆起線、爪形文、波状沈線

ⅢCb

54且・- フク土 3.8 深鉢 胴部
隆帯、半隆起線で区画、集合沈線

ⅢCb

5412・- フク土 3.9 深鉢 胴部
ヘラ状工具刺突による波状文、三角押文

ⅢAb



第10表 出土土器一覧表

-

-38-

図而・図版 出土位箔 残存高

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

5413・- フク土 7.O 深鉢 胴部
キャ7ピラ文、波状沈“線

ⅢAb

5414・- フク上 7.3 深鉢 胴部
沈線で楕円区画ご爪形文、交互刺突文、
刻目をもつ隆帯

ⅢEb

5415・- フク土 6.5 深鉢 胴部
半隆起線で[7画、集合沈線ミ矢羽根状刺
突文をもつ隆帯

ⅢCb

5416・- フク土 4,1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢDc

54」7・- フク土 8.9 深鉢 胴部
半隆起線で幾何学文様、爪形文、半截竹
管刺突文

ⅢCb

5418・- フク土 8,6 深鉢 胴部
半隆起線で楕円区画、集合沈線、交互刺
突文、爪形文、沈線

ⅢEb

5419・- フクニL 8.9 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、爪形
文

ⅢEb

5420・- フク上 8.3 深鉢 胴部
隆帯、爪形文をもつ隆帯、集合沈線

ⅢDc

54-21・- フク土 7.3 深鉢口縁部
i尤壽泉 "“ “

ⅢGc

54-22・- フク土 10.O 深鉢山縁部
沈線 ・

ⅢGc

5423・- フク土 4.6 深鉢口縁部
沈線、爪形文

Ⅲ-C

5424・- フク土 4.O 深鉢 胴部
隆帯で渦巻文、矢羽根31犬刺突文、爪文

ⅢGc

551・- フク土 13.2 深鉢 胴部
平行沈線 -

Ⅲ-C

552・- フク土 5.6 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、集合沈線-“

ⅢDc

553・- フク土 4.9 深鉢 胴部
頁『目をもっ薩一帯、沈線 一

Ⅲ-C

554・- フク土 3.1 深鉢 胴部
爪形文}もつ隆帯、沈線、爪形文

Ⅲ-C

)9-)・- フク土 5.4 深鉢 胴部
隆帯、文亙刺突文、縦・斜位のRL縄文

ⅢGc

556・- フク+ 4.2 深鉢 胴部
矢5]5fu状刺突文をもつ隆帯 "

ⅢDc

55-7・- フク土 5.O 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、竺"自押文

ⅢAb

558・- フク土 6.1 深鉢 胴部
刻目をもろ“隆帯で楕Pg-[K画、沈線、爪形
文 - -

ⅢEc

559・- フク土 6.8 深鉢 胴部
刻目をも一ろ隆帯で晶円区画、沈線 

ⅢEc

55」0・- フク土 5.1 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線

ⅢDc

5511・- フク土 6.9 深鉢胴上部
刻目をもつ隆帯、沈線、爪形文、三叉文

ⅢHc

5512・- 床上 8.2 深鉢 胴部
刻目をもろ隆帯で区“画、沈線、半截竹管
刺突文、爪形文、集合沈線 ⅢEc

55」3・- フク土 7.7 深鉢 胴部
刻目をもら隆帯、沈線、縦位のRL縄文

ⅢEc

5514・- フク土 且.1 深鉢 胴部
隆帯と粘土紐め貼付によ1風車文ご一沈線

ⅢGc

5515・- フク上 10.9 深鉢胴下部
集合沈線“

ⅢHc

5516・- フク土 6.0 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文をもつ隆帝

ⅢDc



第11表 出土土器一覧表

一39-

27号住居址

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

56」

36

炉

33.4

(18.8)
口縁部

深鉢

頚部

粘土紐の貼付による突起と渦巻文でミミ
ズク状の意匠を表出し、口唇部に沿って
刻目文がめぐる。

9b

炉体土器

562

36

小穴 (26.4)

((9.0))
深鉢 胴部

交互刺突文をもつ貼付隆帯でX字状の文

様を作出し、三叉文・角押文を施す。胴

部下半部はRL縄文の斜位施文。 9b

563

36

フク土

((14,8))
(12.8) 深鉢口縁部

交互刺突文を付した屈曲と直線の貼付隆
帯。

9b

564

36

フク土 (45.6)
頚部

深鉢

胴部

わらび手状の平行沈線によって区画さ
れ、区画内に集合沈線を描く。器体を縦
断するように爪形文をもつ隆帯が連鎖状
に垂下し、文様帯下端は開放される。

8a

56-5

36

フク土

((31.2))
(5.7) 浅鉢口縁部

隆帯によるW字状・逆U字状弧線をモ
チーフとし、隆帯間に沈線による三叉
文・刺突文を施す。 9b

56-6

36

フク土 (9.4) 深鉢 頚部

交互隆帯によって頚部と胴部を二分す
る。

9b

56-7

36

フク土 (10.4)
頚部

深鉢

胴部

隆帝と透孔によるミミズク把手を有す
る。地文はRの撚糸文。

9b

568

36

フク土

((24.O))
26,6

((8.0))

口縁部
深鉢

胴部

波頂部に楕円文を施す。胴部は沈線間が
磨消された2本一組の懸垂文が垂下す
る。地文はRL縄文の横位施文。 12a

569

36

フク土

((且.4))

(l2.2)
口縁部

深鉢

胴部

4単位構成の波状口縁で、波頂下に渦巻
文と懸垂文を施す。口縁に沿って3本の
沈線を施す。地文はRL縄文。 llc

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

571・- フク土 6.2 深鉢口縁部
角押文、角押文で波状文

ⅢAa

572・- 小穴 3.9 深鉢口縁部
隆帯、三角押文、竹管の押引きで波状文

ⅢAa

573・- フク土 3.6 深鉢胴上部
隆帯、キャタピラ文、三角押文

ⅢAa

57-4・- 小穴 4.1 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、竹管の押引きで波
状文

ⅢAa



第12表 出土土器一覧表

- 一

40一

目1面・図版 出十位置 残イ]“.j,′,・」

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

575・- フク土 3.5 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線、三角押文、
円文

ⅢAb

576・- フクl゛ 1 5.1 深鉢「1縁部
爪形文と半截竹管刺突文の組合せ、沈線

Ⅲ-b

57-7・- フク土 5.6 深鉢胴上部
隆帯、沈線、交互刺突文、刻目文、縄
文、矢羽根状刺突文

ⅢCb

578・- フクl′- 4,1 深鉢ト1縁部
沈線 “ー

ⅢGc

579・- フク+. 3.4 深鉢川縁部
沈線、渦巻文、爪形文

ⅢHc

5710・- フクL゛- 11.5 深鉢1▽]縁部
沈線、交互刺突をもつ隆帯、渦巻沈線文
をもつ小突起

ⅢGc'

5711・- フク土 8.6 深林Ⅱ縁部
棒状二[具による沈線、押圧状の太い刻目
をもつ隆帯

Ⅲ-C

5712・- フク土 6.9 深林[l縁部
口唇部に交互刺突をもつ隆帯を貼付、沈
線、縦位のRL縄文

ⅢHc

57」3・- フク土 6.5 深鉢]二1縁部
交7R刺突・刻1]をもつ隆帯で渦巻文

ⅢHc

5714・-

1 -
フク上 8.0 深鉢ヒI縁部

刻目文をもつ隆帯、棒状王具による沈
線・刺突文

ⅢGc

5715・- 床」一 7.8 深鉢ヒI縁部
沈線をもつ隆帯を貼付した小突起

ⅢHc

57」6・- フク土 6.6 深鉢「I縁部
沈線、固形刺突文 “ 一

ⅢGc

5717・- フク+ 4,8 深鉢L田禄部
隆帯を貼付し、その間をなでつけ

ⅢHc

5718・- フク上 5.3 深鉢「]縁部
竹管状工具.によるメ(い沈線

ⅢGc

57」9・- フク土 8.2 深鉢「[]縁部
沈線、刻F1文

ⅢDc

572(}・- フク+. 5、7 深鉢L]縁部
沈線で渦巻文、貼付隆帝

Ⅲ-C

581・- フク+ 6.3 深鉢 胴部
沈線、半截竹管押圧文、斜位のRLL縄
文

ⅢGc

582・- フク土 6.2 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯そ17“両一

ⅢGc

583・- フク土 5.9 深鉢 胴部
沈線、交五刺突文、円形刺突文

ⅢGc 585と同一

584・- フク土 3.8 深鉢 胴部
沈線をもつ太いば帯、沈線、Ⅰ7の撚糸文

沈線、交瓦刺突文、三角J11[文、刻[」文、
Lの撚糸文

Ⅲ-C

585・- フク上 7.5 深鉢 胴部 ⅢGc 583と同一

586・- フク上 6.6 深鉢 胴部
矢羽根状刺突・刻目を“τ巧隆帯、集合沈
線 -

ⅢCb

587・- フク上 5.5 深ヱ本 l]回部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢDc

588・- フク土 4.1 深井 胴部
爪形文をもつ隆帯、Lの撚糸文

Ⅲ-C

589・- フク+ 8.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、交互刺突をもつ隆帯、一“゛
沈線 . -

ⅢGc

5810・- フク土

・jア『

8.5 深鉢 胴部
沈線で渦暴文、隆弔了縦位のRL縄“文

ⅢGc

58且・- 7.1 深鉢 胴部
D泉、刻目文、爪形文

mGc

5812・- フク土 9.9 深鉢 胴部
沈線、刻日文、矢羽根状刺突をもつ隆帯

IGc

5813・- フク+ 8.8 深鉢 胴部
隆帯〒゛楕円区揃=集I1線

ⅢEc

5814・- フク士. 8、4 深鉢胴l′.部
iわ陳、刻日・矢羽根状刺突文をもつ隆帯

ⅢDc



第13表 出土土器一覧表

-4l-

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

58」5・- フク土 7.8 深鉢胴下部
縦位一:斜位沈線、刻目文をもろ隆帯

ⅢDc

5816・- フク土 6.2 深鉢 胴部
隆T)ヤタピラ文、EA押文、波状沈
線

Ⅳ

28号住居址

図而

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

591

37

フク土

12.4

24.7

6.6

口縁部

深鉢 胴部

底部

平行沈線で三よる三角形をモチーフとし、
区画内にヘラ状工具による蓮華文と玉抱
き三叉文を施す。胴下半部はRL縄文。 7b

59-2

37

フク土

((21.2))

(9.6) 深鉢口縁部

-やや崩れたミミズ列IK“ゐ把手を有し、貼
付隆帯に沿って連続刺突文を施す。

7b

59-3

37

フク土

12.O

(9.4)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は内側に向かって貼“打される。胴
部は部分的に縦位の条線を施す。

594

37

フク土

31.2

(20.0)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は沈線Thi巻文と楕円区画による
文様を8単位描く。胴部は沈線による2
本一組の懸垂文を16単位施す。地文は
RLR縄文の縦位施文。

12b

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

595・- フク上 4.6 深鉢口縁部
口唇部に爪形文、半隆起線文、交互刺突
文、刻目文

ⅢCb

596・37 フク土 4.9 深鉢口縁部
隆帯、沈線、爪形文、三叉文

ⅢAb

597・37 フク土 5.5 深鉢口縁部
工隆起線文、爪形文、刻自文7半截竹管
刺突文

ⅢCb

598・37 フク土 5.8 深鉢口縁部
刻目文を“もつ隆帯、縄文、キャタピラー“
文、波状沈線

ⅢAb

599・- フク土 5,6 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文J]角押文

ⅢAb

5910・- フク土 5,O 深鉢 胴部
キャ"7Pラ文、半截竹管刺突文、半隆起
線

ⅢCb

5911・- フク土 4.8 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

59」2・37 フク土 6.1 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線、集合沈線

Ⅲ-C

5913・- フク上 2.7 深鉢口縁部
沈線J竹管による刺突文 ““-

Ⅷ 称名寺

59」4・- フク土 3.3 深鉢口縁部
条線

Vf

59l5・- フク土 4.6 深鉢口縁部
沈線、条線

Vf

5916・37 フク土 4.5 深鉢口縁部
縄文、隆帯による渦巻文

Vf

59」7・37 フク土 5,2 深鉢口縁部
口唇否じに沈線、隆帯、沈線で綾杉文

Ⅵ
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図面・図版 出上位置 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

5918・37 フク土 6.2 深鉢口縁部
隆帝で区画、条線一““

Vf

5919・- フク土 7.2 深鉢口縁部
隆帯、沈線、縄文一“-“-“

Vf

5920・37 フク土 6.5 深鉢11縁部
渦巻文、区画内縄文

Vf

5921・- フク士. 8.2 深鉢 胴部
3本単位の沈線で文様

Vf

5922・- フク土 6.1 深鉢 胴部
条線で流水文

Vf

5923・- フク上 5.8 深鉢 胴部
条線、沈線の間を磨消し

Vf

29号住居址

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

601

38

フクニ七

((14.8))
(14.2)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は配帯による楕円区画が4単位な
され、区画内に集合沈線を施す。頚部の

屈曲部は連鎖状の貼付隆帯、胴部屈曲部
には矢羽根状刺突をもつ隆帯が施され

る。

8b

602

38

フク土

((23,6))

(9,4)
l縁部

深鉢

胴部

口唇部}ごば滝体装飾と考えられる隆帝を
有し、その下に1個の刻み目をもつ把手
を付す。胴部はR撚糸文の縦位施文。 8b

603

38

フク土 (13.6) 深鉢 胴部

RL縄文を蜜に転がす。

604

38

フク土

((27.6))
(9.2)

口縁部
深鉢

頚部

交互刺突と刻目をもつ貼付隆帯による渦
巻文で文様が描かれ、そこからつながっ
て頚部をめぐる。文様の内側には四角形
が施される。

605

38

フク+一

((22.O))
(12,6)

口縁部
深鉢

胴部

刻“自をもつ隆帯で頚部工胴部を区画し、
四角形の区画を作出する。

606

38

フク土 (13.6)
((10.4))

胴部

深鉢

底部

胴部に縦位の集合沈線を施し、底部との

間に1本の沈線がめぐる。

607

39

床上 (32.4)
11.6

頚部

深鉢 胴部

底部

口縁部“:餉下半部は無文≧爪形文をもつ“
隆帯で人体文状の幾何学文を4単位構成
で描き、その間に沈線による三叉文・三
角文・円文などを施す。

8b

608

38

フク上

((23.4))

(21.2)
口縁部

深鉢

胴部

口唇部に爪形文がめぐる。胴部は渦巻文
及びその変形で4単位に区画し、沈線に
より区分した中に集合沈線・玉叉文など
を施す。

8b
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図面・図版 出土位漬 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

611・- フク土 5.7 深鉢口縁部
爪形文C三角押文で波状文“-

ⅢAa

61-2・- フク土 6.1 深鉢 胴部
隆帯、角押文

ⅢAa

61-3・- フク土 5.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、竹管状工具押引文、三
角押文で波状文

ⅢAa

61-4・- フク土 4.1 深鉢 胴部
隆帯、半截竹管押引文、円形竹管押引文

ⅢAa

61-5・- フク土 3.9 深鉢 胴部
三角押文による波状文

ⅢAa

61-6・- フク土 7.1 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、沈線、半截竹管刺突文、
爪形文

ⅢAb

61-7・- フク土 7.3 深鉢口縁部
隆帯モ重三角区画、キ卒}ピラ文、三叉文

ⅢAb

61-8・- フク土 2.8 深鉢口縁部
キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

61-9・- フク土 3.2 深鉢口縁部
キャタピラ文、縄文、ヘラ状工具刺突文

ⅢAb

6ト10・- フク土 3.6 深鉢口縁部
キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

61-11・- フク土 3.1 深鉢口縁部
交互刺突文、爪形文

ⅢGc

61-12・- フク土 9.1 深鉢口縁部
爪形文をもつ隆帯で楕円区画、沈線、文亙
刺突文、刻目文

ⅢEb

61-13・- フク土 4.3 深鉢 胴部
隆帯、半隆起線、爪形文、竹管刺突による
波状文、半截竹管刺突文

ⅢCb

61-14・- フク土 3.5 深鉢 胴部
半隆起線、爪形文、半截竹管刺突文

ⅢCb

6ト15・- フク土 3.7 深鉢 胴部
半截竹管刺突文、爪形文

Ⅲ-b

6F16・- フク土 4.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、竹管状工具押引による
波状文

ⅢAb

61-17・- フク土 4.2 深鉢 胴部
半隆起線で区画、爪形文、半截竹管刺突文

ⅢCb

6ト18・- フク土 5.6 深鉢 胴部
半隆起線で区画、沈線、爪形文、半截竹管
刺突文

ⅢCb

61-19・- 床上 5.7 深鉢 胴部
隆帯・爪形文・波状沈線で毛虫状文

ⅢBb

61-20・- フク土 4.8 深鉢 胴部
隆帯、爪形文、波状沈線

ⅢAb

61-21・- フク土 4.7 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、キャタピラ文、竹管によ
る連続刺突文

ⅢBb

61-22・- フク土 5.7 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線、刻目文

ⅢBb

61-23・- フク土 5.2 深鉢 胴部
険箒、キャタピラ文“--

ⅢAb

61-24・- 炉 4.4 深鉢 胴部
刻目をもつ渦巻状突起、縄文

ⅢBb

61-25・- フク土 4.6 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

61-26・- フク土 7.7 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯・半隆起線で区画、蓮華文、
キャタピラ文、波状沈線

ⅢCb

61-27・- フク土 6.5 深鉢頚部
刻目をもつ隆帯で区画、沈線、爪形文

ⅢEb

61-28・- フク土 4.3 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、半隆起線、蓮華文、爪
形文

ⅢCb

621・- フク土 6.2 深鉢口縁部
斜位のRL縄文、円形磨消文

ⅢFc

62-2・- フク土 5.4 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、爪形文

ⅢEc 632・3と同一
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図而・図版 出土位ib′ 残存高

Clll

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

62-3・- フク土 4.6 深鉢口縁部
沈線、三叉文、刻目文、交互車頂文

ⅢGc

624・- フク土 4.7 深鉢Ⅱ縁部
沈線

III-c

625・- 床上 5.2 深鉢「1縁部
沈線丁櫛歯状文

ⅢGc

626・- フク土 3.9 深鉢「1縁部
隆帯、交互刺突文、沈線

Ⅲ-C

627・- フク土 15.5 深鉢l縁部
矢羽根状刺突文をもつ隆帯、沈線、交互

刺突文、爪形文、櫛状王具の刺突文
ⅢGc

628・- フク+ 8.5 深林「l縁部
隆帯による渦巻文、刻目をもつI鰭帯、沈
線

ⅢHc

629・- フク土 8.6 深鉢「1縁部
刻日をもつ隆帯、沈線で区jil]]、半截竹管

押引文、交互刺突文、Hl形押[『(文
ⅢEc

6210・- フク+ 9.6 深鉢ヒ1縁部
1」唇部に刻目をもつ隆帝、RL縄文の斜
位施文

Ⅲ-C

62」1・- 床上 6.7 深鉢 把手
刻目をもつ隆帝、沈線、交互刺突文、三
叉文、集合沈線

ⅢHc

62」2・- フク上 10.6 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、1,撚糸文

Ⅲ-C

6213・- フク土 9.7 深鉢 胴部
此線のある小突起、沈線、刻目文、口包
き三叉文、RL縄文の縦位施文

ⅢGc

621・1・- フク上 7.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、集合
沈線、Rの撚糸文

ⅢEc

62」5・- フク+. 7.6 深鉢 胴部
沈線、爪形文、刻目文、ペン先状王具に
よる刺突文

Ⅲ-C

6216・- フク土 5.8 深鉢 胴部
刻]」をもつ隆帝で楕1川X画、沈線、集合
i尤線

IEc

63」・- フク+ 6.2 深鉢 胴部
刻Ⅱをもつ隆帯、沈線、土抱き三叉文

IGc

632・- 床上 5.4 深鉢 頻部
刻1」をもつ隆帝、沈線

ⅢEc
622・633と

同一

63-3・- フク土 4.5 深鉢 頚部
押圧状の太い刻「Iをもつ隆帯

IEc
622・632と

同一

634・-

635・-

フク土 4.2 深鉢 胴部
隆帯、沈線、爪形文

IEc 636と同一

フク土 3.8 深鉢「I縁部
沈線、矢羽根状刺突文、交Ei-i1i11突文、横
fi>',のRLL縄文

Ⅲ-C

636・- フク+ 6.3 深鉢 胴部
沈線、爪形文、交互刺突文

ⅢEc 634と同一

637・- フク上 5.1 深鉢 胴部
隆帯、沈線、三角押文、或叉文

ⅢAc

63-8・- フク土 /1.8 深鉢 胴部
沈線、交互刺突文

ⅢDc

639・- フク+ 5.0 深鉢 胴部
三叉文、爪形文、沈線

川Dc

63」0・- フク土 4,9 深鉢 胴部
隆;iii:、沈線、刻目文、集合沈線、半截竹
管刺突文 ⅢCc

63」1・- フク上 6.6 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文をもつ隆帯、沈線、円形
刺突文 ⅢGc

6312・- フク土 5.0 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文をもつ隆帯、沈線、爪形
文 ⅢGc

63」3・- フク土 5.7 深鉢 胴部
沈線、刻[]文

ⅢEc

6314・- フク土 2.7 深鉢 胴部
竹管の刺突による鎖状隆帯、爪形文

Ⅲ-C

6315・- フク土 5.8 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、十隆起線、Rの撚糸
文 ⅢCc

63」6・- フク土 6.6 深林[1縁部
爪形文・交瓦刺突文をもつ隆帯、斜位の
RLL縄文 ⅢHc



第17表 出土土器一覧表

1

-45-

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

63-17・- フク土 3.1 深鉢 頚部
刻目文・矢羽根状刺突文をもつ隆帯、沈
線三叉文 ⅢCc

63-18・- フク土 6.7 深鉢 胴部
沈線による渦巻文、刻目文J“ペン先状ミ
ヘラ状工具による刺突文

「“ --

ⅢGc

63-19・- 床上 5.3 深鉢 胴部
刻目文をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

63-20・- フク土 6.7 深鉢 胴部
沈線・刻目をもつ隆帯、集合沈線

ⅢGc

63-21・- 炉 7.6 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、交互刺突文 "

ⅢGc

63-22・- フク土 12.9 深鉢 胴部
沈線、交互刺突文、櫛状工其による刺突
文、棒状工具による刻目をもつ隆帯 ⅢGc

6323・- フク土 7.7 深鉢 頚部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、縄文 「

ⅢEc

6324・- 床上 4.6 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、縦G-(7)LR縄文

Ⅲ-C

30号住居址

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

641

40

床上
((24.O))
41.4

10.2

口縁部

深鉢 胴部
底部

矢羽根状刺突文と刺突文をもつ貼付隆帯
で三角形に区画し、沈線による三叉文・
渦巻文を描く。 9b

64-2

40

フク土

((32.0))
(13.O)

口縁部
深鉢

頚部

細い貼付隆帯による曲線的な意匠を描
く。

9b

64-3

40

床上
((44.0))
(12.O)

口縁部
浅鉢

胴部

無文。内外面ともに丁寧な磨き。

64-4

40

炉 (25.2) 深鉢 胴部

全面にLRの縄文が施されている。胴部
に貼付隆帯による懸垂文が対で一組2本
が付されている。 炉体土器

64-5

40

フク土 (7.0)

 9.0

胴部

深鉢

底部

R撚糸文。

図面・図版 出土位雪 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

64-6・- フク土 5.6 深鉢 胴部
隆帯、三角押文、三角押文による波状文

ⅢAa

64-7゜- 1フク土 4.3 深鉢 胴部
爪形文、三角押文

ⅢAa

64-8・- フク土 4.2 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、三角押文、縄文

ⅢBb

64-9・- フク土 : 4.7 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、半隆起線、爪形文、沈
線 ⅢCb

6410・- 床上 4.6- 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb
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46

図面・図版 出土位置 残件高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

64」1・- フクト 5.4 深鉢 胴部
半隆起線、爪形文、交互刺突文

ⅢCb

6412・- フク土 4.1 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、爪形文、波状沈線

ⅢCb

6413・- フク土 3.7 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線

ⅢAb

64」4・- フク+. 3.2 深鉢 胴部
沈線、蓮華文

ⅢCb

6415・- フク土 7.1 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文

ⅢAb

6416・- フク土 6.7 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、キャ
タピラ文、三角押文

ⅢEb

6417・- フク上 4.7 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、三角押文

ⅢAb

6418・- フク+ 4,3 深鉢 胴部
゛目隆起線、爪形文、蓮華文

ⅢCb

651・- フク+ 6.6 深鉢ヒI縁部
無文

Ⅲ-C

652・- フク土 4,5 深鉢「]縁部
沈線

ⅢGc

653・- フク土 2,9 深鉢「1縁部
沈線、三叉文

ⅢGc

65]・- フク+一 6.6 深鉢]」縁部
刻目をもつ隆帯

ⅢGc

655・- フク土 5,4 深鉢口縁部
沈線、交互刺突文、縦位のRL縄文

ⅢGc

656・- フク上 4.7 深鉢[1縁部
沈線、横位のRL縄文

ⅢHc

65-7・- フク+ 3.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、三角
押文

ⅢEc

658・- フク土 3.7 深鉢 胴部
沈線・半截竹管の押圧痕をもつ隆帯で区“-“
画

ⅢCc

659・- フク上 3、7 深鉢 胴部
隆帝、有節平行線文、集合沈線の地文上

に沈線・三角押文
Ⅲ-C

6510・- j未十. ).l 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯

Ⅲ-C

6511・- フク上 5,0 深鉢 胴部
沈線、刻目をもつ隆帯、三角押文

ⅢEc

6512・- フク土 5.2 深鉢 桐部
隆帝、沈線、三角押文

Ⅲ-C

6513・- 小穴 4.O 深鉢 胴部
沈線、集合)f線

ⅢDc

6514・- フク+ 6.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

6515・- フクL゛- 5.7 深鉢 胴部
沈線

ⅢDc

6516・- フク上 5.2 深鉢 胴部
半隆起線、矢羽根状刺奏文、半截竹管押
圧痕、三叉文、沈線

ⅢGc

6517・- フク土 3,9 深鉢 胴部
刻自をもつ隆帯、沈線 “

ⅢDc

6518・- フク土 8.8 深鉢 胴部
隆帯、交互刺突による波状隆帯、縦位ゐ-
RL縄文

ⅢGc

6519・40 フク土 8.4 深鉢 胴部
斜位のRL縄文、沈線J交互・欠羽根状
刺突文をもつ隆帯

ⅢGc

6520・ニ フク土 8.1 深鉢 胴部
沈線、刻目をもつ隆帯、斜位のRL縄文

ⅢGc

6521・- フク+ 9.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線、集合沈線

ⅢDc

6522・- フク土 4,7 浅鉢川縁部
半截竹管背面による角押文2条

Ⅲ C
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32号住居址

筒面

暖阻
出土位置

自径
器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

66-1

41

土塘
23.2

37.9

13.2

口縁部
深鉢 胴部

底部

口唇部に一対の眼鏡状把手を配す。口縁
部は隆帯と沈線が平行にめぐり、隆帯に
よる二角区画文を施す。胴部は貼付隆帯
によるJ字状の懸垂文が垂下し、RLの
縄文が斜位に施文される。

8a

66-2

42

床上

19.2

30.7

9.6

口縁部
深鉢 胴部

底部

白唇部に“右孔の大形突起と直下に把手をもつ小
形突起を付し、2個一組の小突起を一対配す。
口縁部は重三角区画文内に爪形文・三叉文を施
す。胴部は垂下する隆帯により2単位に区分
し、胴下半部には楕円区画が施される。

8a

663

1 43

フク土 (21.3)
8.6

胴部
深鉢

底部

両脇に連続刺突文をもつ貼付隆帯で三
角・四角形に区画する。区画内にはやや
蛇行する沈線が垂下する。 8b

664

43

床上
26.8

(27.6)
口縁部

深鉢
胴部

白縁部ぽ三角区画の崩瓦で、区画内に集
合沈線と爪形文を施す。頚部は縦位の沈
線。胴部は2単位に区画し、爪形文と波
状沈線を沿わせる。

8a

671

44

フク土

((24.8))
37.9

((12.0))

口縁部
深鉢 胴部

底部

1個の有孔把手を付し、口縁部は8単位
の楕円区画を施す。胴部には3段の楕円
区画が施され、区画内には集合沈線を充
填する。

8a

67-2

44

床上
((21.2))

30.4

((9.6))

口縁部
深鉢 胴部

底部

縦位の沈線と円文で4単位区画し、区画
内はさらにX字状に区画される。胴下半
部はLR縄文の縦位施文。 8a

67-3

44

フク土

13.6

((25.O))
((9,2))

口縁部
深鉢 胴部

底部

口縁に沿って隆帯を付し、そこから隆帯
が垂下する。文様は8単位。

67-4

42

フク土 (15.8) 深鉢 胴部

頚部を隆帯によって区画し、胴部に爪形
文をもつ短い隆帯を縦位に付す。

675

42

フク土

((12.8))
(7.2) 深鉢口縁部

口縁部は沈線と刻目をもつ隆帯により区
画される。区画内には3～4本を一組と
した沈線を縦位・斜位に施し、その間に
三叉文が施される。地文はLR縄文の横
位施文。

8b

676

43

フク土

12.0

(14.8)
10.2

胴部
深鉢

底部

刻目をもつ貼付隆帯によって、四角・三
角・楕円の区画を施し、内側に集合沈線
と列点を充填する。

67-7

 42

床上
((45.2))
(20.2) 深鉢口縁部

貼付-[よる波訣口縁の波頂部に沿って半
截竹管の押引を施す。

阿玉台Ⅲ



第20表 出土土器一覧表

ー

48

「割面

図版

出上位箔

1二1j呈

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

678

43

床上 (21.4)

((16.2))

胴部

深鉢

底部

爪形を付した屈曲する隆帝によって区画

し、区画内に縦位の沈線を施す。

681

43

フク土 (14.5)

((11.8))
深鉢

底部

爪形文と交互刺突τをもつ貼付隆帯で曲
線と渦巻文を描き、内側に集合沈線を施

す。 8b

68-2

l13

フク1゜. (14.0) 深鉢 胴部

隆帯による楕円区画に沿って連続刺fr]
と波状沈線を施す。 1

8a

小穴 (10.0) 深鉢 頚部

刻ヒ1をもつ貼付隆帯による楕円区画を作1

出し、区画内に集合沈線を施す。

8b

683

43

684

43

フク+ (9.4) 深鉢 頚部

貼↑;F隆帯による四角・楕円区画の内側に
集合沈線・連続刺突・波状沈線を施す。

685

44

フク+

32,0

44.6

8,8

口縁部

深鉢 胴部

底部

l縁部に横位の隆帝を付す。地文はRL

縄文を横位施文。

686

44

フク土

13.2

(15.0)
「I縁部

深鉢

胴部

RL縄文の横位施文。

68-7

44

フク+

10.8

(15.0)
1」縁部

深鉢

胴部

R縄文の斜位施文。

688

43

フク上

11.2

 (8.1)
「1縁部

深鉢

胴部

口縁部に爪形文をもつ隆帯と無文の隆帯

がめぐる。地文はRL縄文を横位施文。

8a

1689

45

直フク上  (7.O)
7.l1

胴部

深鉢

底部

『『縄文の横位施文。 一" 一““-“--

6810

1 45

フク上 (12.4)

((9.6))

胴部

深鉢

庭部

RL縄文の斜位施文。

16811
フク土 (4.7)

/l.8

胴部

深鉢

底部

RL縄文の横位施文。上器を逆さにして
底部近くから上部へと施す。
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図面

図版

出土位置

口径
器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

68」2

44

フク土

14.4

(11.5)
口縁部

深鉢 1

胴部

櫛状の集合沈線を縦位に施文。 -

68」3

45

フク土.

1 “-

((41.6))
. (8.6) 1

11縁部
浅鉢

胴部

貼付隆帯"L沿っで押引文・波状沈線\沈
線を施す。

6814

フク土

((50.0))
(12.4)

口縁部
浅鉢

胴部

無文。内外面ともに丁寧な暦き。口縁に"
紐状のもので擦れた痕跡あり。

68l5

1フク土 1(8.6) 浅鉢 胴部

無文。 一一 一

6816

床十.
((31.6))
1 (8.2)

口縁部
浅鉢

胴部

無文。自碌部折>:+j:-1。 “--

図而・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

69-1・- フク土 4.3 深鉢胴上部 刻目をもう円形炎起、隆帯Iキャタピラ
文角押文 ⅢAa

69-2・- フク土 4.2 深鉢 胴部
横位のRL縄文J三角押文

ⅢAa

693・- 土塘 9.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピ}文、三角オ『文 -

ⅢAa

69-4・- フク土 10.5

1 1

深鉢1」縁部
刻目をもつ隆帝で区画、キャタピラ文;
半截竹管刺突文、沈線 ⅢAb

69-5・- フク土 1 7,6 深鉢口縁部 ポ叉葦謂淫宝a嵩/゛1111゛4 ⅢAb

1 69-6・- フク土 5.1 深鉢口縁部
隆帯、爪形文、沈線、半截仔管刺突文

1mAb

69-7・- フク土 5.4 深鉢口縁部 爪彩文、′科位の縄文、='M-9ピラ文、沈
線障消 一 ⅢBb

69-8・- フク土 5.7 深鉢口縁部
地文の爪形文に交互刺突に!る波状隆
帯、半隆起線、刻目文 ⅢCb

69-9・- フク土 3.2 深鉢口縁部
半隆起線、爪形文 -

ⅢCb

6910・- フク土 3.8 深鉢口縁部
横位のRL縄文、刻目をもつ波状隆帯 「 

ⅢBb

69」1・- 1フク土 3.0
1 小形深鉢
口縁部

口唇部に爪形文
Ⅲ b

69」2・- フク土 4.5 浅鉢口縁部
キャタピラ文

1 b 6914と同一

69]3・- .フク土 4.7 深鉢口縁部
縄文の地文、隆帯、キャタピ)文、半截
竹管刺突文、波状沈線 ⅢBb

69」4・- フク土 7.8 浅鉢口縁部
隆帯、キャ“タピラ文

Ⅲ b 69」2と同一

6915・- フク土 6.5 深鉢胴下部
半隆起線、沈線、爪形文 -

ⅢCb

 69」6・- フク土 6,7 深鉢胴下部
平行沈線ゼ区画、集合沈線-

ⅢDb
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図面・図版 出土位置 残右“高

cm

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

6917・- フク土 8.2 深鉢 胴部
隆帯、有節平行線文、ペン先状工具刺突

文
ⅢAb 7015と同一

6918・- フク土 8.4 深鉢 胴部
隆帝、半隆起線、蓮華文

ⅢCb

6919・- フク土 7.0 深鉢 胴部
有節平行線文をもつ隆帝、平行沈線、

キャタピラ文、波状沈線
ⅢAb

70-1・- フク土 5.2 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝で楕円匡両:沈線、波状
沈線、爪形文

ⅢEb

702・- フクト 4.6 深鉢 胴部
半隆起線、爪形文、沈線、ヘラ状工具刺

突文
ⅢCb

703・- フク上 4.6 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、隆帯、キャタピラ文

ⅢBb 7010と同一

70-4・- フク土 5.3 深鉢 胴部
隆帯、半隆起線、蓮華文

ⅢCb

70-5・- フク土 6.9 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、刻M'tもつ隆帝、沈
線、キャタピラ文、波状沈線

ⅢBb 7042と同一

70-6・- フク土 5.8 深鉢 胴部
横位のRL縄文、刻目をもつ隆帝、キャ

タピラ文、竹管状工具押引による波状文
ⅢBb

707・- フク土 5.4 深鉢 胴部
圧藺:-"“ギ苺一タピラ文、波状沈線 一

ⅢBb

70-8・- フク土 5.1 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、爪形文、刺突文

ⅢCb

709・- フク土 6.6 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帝、沈線 一“““一“

Ⅲ-b

70」O・- フク土 7.1 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、隆帯、キャタピラ文、一
三角押文

ⅢBb 703と同一

70」1・- フク土 6,3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文 一一““

ⅢAb

70」2・- フク土 7.2 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、刻目をもつ隆帯、沈

線、キャタピラ文、波状沈線
ⅢBb 705と同一

7013・- 上塘 6.9 深鉢 胴部
刻自をもつ隆帯、半隆起線、蓮華文

ⅢCb

7014・- フク土 8.3 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、爪形文

Ⅲ-b

7015・- フク土 11.0 深鉢 胴部
隆帯、有節平行沈線、沈線

ⅢAb 6917と同一

7016・- フク土 8.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、集合沈線

ⅢAb

7017・- フク上 12.2 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯で区画、沈線、集合沈

線
ⅢEb

7018・- フク土 9.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、キャタピラ文、波状沈

線
ⅢAb

71-1・- フク土 5.4 深鉢口縁部
沈線をもつ円形突起、三叉文、沈線、条

線をもつ隆帯
ⅢDc

7ト2・- フク土 7.5 深鉢口縁部
縦位のLR縄文、三角押文、沈線

ⅢGc

7ト3・- フク土 8.9 深鉢口縁部
爪形文をもつ隆帯で区画、沈線、交互刺

突文、集合沈線、押引文をもつ貼付隆帯
ⅢEc

71-4・- フク土 5.7 深鉢口縁部
口唇部が棒状工具押圧により連鎖状に形
成

Ⅲ-C

71-5・- フク土 5.2 深鉢口縁部
キャタピラ文、玉角押文

ⅢAa

71-6・- フク土 4.5 深鉢 胴部
隆帯、半截竹管押引文

ⅢAb

71-7・- 床上 3.8 深鉢 胴部
平行沈線、矢羽根状刺突文、爪形文、沈
線

ⅢGc

71-8・- フク土 6.4 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、集合沈線

ⅢEc

7ト9・- フク土 5.5 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文・刻目文をもつ隆帝、集

合沈線
ⅢEc
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図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

71-10・- フク土 6.5 深鉢 胴部
半隆起線、矢I」根状刺突文、刻自文

ⅢCc

71-11・- フク土 7.7 深鉢 胴部
刻目ヰもつ隆帯で区画丁沈線J一菓合沈礫一

ⅢGc

71-12・- フク土 6.7 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で区画、沈線、ペン先状
工具刺突文 ⅢEc

7ト13・- 床上 6.9 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、半隆起線、沈線

ⅢGc

71」4・- フク土 6.5 深鉢口縁部
刻目をもつひだ状の口唇部、隆帯、キャ
タピラ文、竹管状工具刺突による波状文 Ⅳ

71」5・- フク土 5.6 深鉢口縁部
隆帯で楕円区画、2条め角押文 

Ⅳ

7ト16・- フク土 5.1 深鉢口縁部
口唇部に刻目、隆帯、角押文

Ⅳ

7117・- 土塘 5.5 深鉢 胴部
隆帯、沈線

Ⅳ

7118・- フク土 5.6 深鉢 胴部
爪形文

Ⅳ

7119・- フク土 4.8 深鉢 胴部
隆帯で区画、爪形文

Ⅳ

7120・- フク土 9.3 深鉢 胴部
刻目をもつば帯、爪形文

Ⅳ

7ト21・- フク土 7.5 深鉢 胴部
隆帯▽キャジーピラ文J“死線、条原

Ⅳ

7122・- フク土 5.7 深鉢胴上部
隆帯、波状沈線 一“- 一“-

Ⅳ

35号住居址

ほ面

図版

出土位置

口径一
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

72-1

45

炉
((12.O))

(21.9)

((6.4))

口縁部

深鉢 胴部

底部

文様は把手より垂下した刻目をもつ山字
状隆帯によって2単位に区画される。区
画内は半隆起線によって文様を描き、内
側に押引文などが施される。胴下半部は
RL縄文の横位施文。

9b

72-2

46

フク土

((12,4))
19.4

7.6

口縁部
深鉢 胴部

底部

耳状の把手を1個もしくは一対有す。そ
の下Iこ2単位に分け斜行隆帯と連結する
円文を描く。区画内には三叉文などが施
される。

9b

72-3

45

床上
((33.2))

(20.1)
口縁部

深鉢

胴部

貼付隆帯によりわらび手状の文様を描
く。隆帯上に交互刺突文・刻目文、隆帯
間に二叉文・三角押文などを施す。 9b

72-4

45

床上
((19.6))
(17.6)

口縁部
深鉢

胴部

刻目をもつ隆帯と平行if線("二よる縦位“区
画がなされ、区画内には三叉文・沈線・
刻日文を施す。 9a

725

45

フク土 (17.2) 深鉢 胴部

刻目をもつ貼付隆帯で月庁上半部と下半部
を区画、胴下半部にはRの撚糸文を施
す。
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図面

Ⅱ版

出土位IS

1」径

器高

底径cnl

器形の種

り卜部位
文様構成 分類 備考

726

46

フク上

20.8

(14.4) 深鉢]I縁部

貼付隆帯による曲線とifffl゛文を描き、
対の蛇体状突起を有す。

9b

727

45

フク土 (14,0)
頚部

深鉢

月同部

頚部に刻11ををもつ隆帯を処らせ、そこ

から矢羽状刺突をもつ隆帯が垂下する。

地文はRL縄文。 9b

72-8

45

フク1

((18.8))

(8.O)
lI縁部

深鉢

胞11部

顆部にめぐる細い沈線の上に交互刺突文

を施す。

729

46

フク土 (29.2)

((9.0))

深鉢 用1倍じ

川縁部に2禾の隆帯がめぐり、隆帯脇に
交瓦刺突文を施す。口縁と胴部を画する
部分にも2本の隆帯がめぐる。地文はR
I7縄文。

9b

図而・凹服 L]I1二上A立ドコ′ 残件高

cnl

悴形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

73」・- フク土 5.6 把手
欠羽根状刺突文をもつ隆帯、沈線

ⅢCb

732・- フク土 3,3 深林「1縁部
半截竹管による押引文、波状沈線

ⅢAb

733・- フク土 3.8 深鉢 胴部
1゛・゛″6.1“1゛1““

ⅢAb

734・- フク土 3.1 深林 胴部
刻目をもつ隆帯、蓮華文、爪形文

ⅢAb

735・- フク土 3.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、交万刺突文、円

形刺突文
Iucb

736・- フク上 7.0 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画、沈線、集合沈線、三角

押文
ⅢEb

737・- フク+ 6.2 深鉢 桐部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

738・- フク土 5.7 深鉢 胴部
隆帝、半截竹管による押引文、沈線

ⅢAb

739・- フク土 4、0 深鉢 胴部
平行沈線、沈線、爪形文

ⅢCb

7310・- が 9.0 深鉢 胴部
十隆起線、蓮華文、t'l形刺突文、集合沈
線

ⅢCb

7311・- フク+ 6,6 深鉢「I縁部
・無文

1 Ⅲ-c

73」2・- フク土 5.5 深鉢「j縁部
刻IIをもづ渦巻状隆帯、沈線

Ⅲ-C

7313・- 床上 6.3 深鉢「I縁部
沈線、集合沈線

ⅢGc

7314・- 1フク+ 4.5 深鉢「1縁部
無文

Ⅲ-C

73」5・- フク土 5.7 深林「1縁部
沈線、縦位のRL縄文

Ⅲ-C

7316・- フク七 4.2 深鉢川縁部
沈線、爪形文、\叉文

ⅢGc

7317・- フク土 3.6 深鉢1l縁部
刻目文、沈線

ⅢGc

73」8・- フク土 /l.5 深鉢 胴部
沈線で渦巻文、刻L」文、集合沈線、刻

]1・沈線文をもつ隆帯
ⅢGc
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図而・図版 出土位渭 残存高

1 cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

7319・- フク土 4.7 深鉢 頚部
沈線、ヘラ状工具刺突文 "

Ⅲ-C

7320・- フク土 4.7 深鉢 胴部
爪形文をも“つ隆帯、沈線

Ⅲ-C

7321・- フク土 4.4 深鉢 胴部
沈線、集合沈線 “ “-

ⅢGc

7322・- フク土 4.8 深鉢 胴部
沈線J交互刺突文、縦位のL撚糸文 “-

ⅢGc

7323・- フク土 8.7 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、沈線、集合
沈線 ⅢEc

7324・- 床上 8.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線

ⅢDc

7325・- フク土 7.6 深鉢 胴部
矢羽根状・交互刺突をもつ隆帯、沈線J
集合沈線 ⅢGc

741・- フク土 4.3 深鉢 胴部
刻目をもら隆帯、沈線、半截竹管手肋主文

ⅢGc

742・- フク上 3.6 深鉢 胴部
沈線、矢羽根状刺突文、交互刺突文J
叉文

ⅢCc 743と同一

743・- フク土 4.3 深鉢 胴部
隆帯、矢羽根状刺突文、沈線 "-

ⅢCc 742と同一

744・- フク土 3.7 深鉢 胴部
ヘラ状工兵の刺突をもつ楕円形貼4t-0

Ⅲ-C

74-5・- フク土 5.6 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、平行沈線、集合沈線一

ⅢGc

746・- フク土 5.0 深鉢胴下部
斜位のRL縄文、沈線

ⅢGc

74-7・- フク土 5.3 深鉢 胴部 斜位のRL縄文、矢羽根状刺突をもつ隆
帯、沈線 ⅢGc

748・- 1ク土 4.2 深鉢 胴部
刻目をもら“隆帯、沈線、玉抱き二文文

ⅢDc

749・- フク土 4.3 深鉢胴上部
棒状工具による刻目をもつ波状隆帯J沈
線 Ⅲ-C

7410・- フク土 5.0 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

7411・- フク土 5.2 深鉢 胴部
沈線、押ギ状の刻目をもつ隆帯J一爪形文

ⅢGc

7412・- フク土 5.6 深鉢 胴部
沈線で渦巻文

ⅢGc

74」3・- フク土 6.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯;“沈線、半截竹管押圧
文、斜位の縄文 ⅢGc

7414・- フク土 7.3 深鉢 胴部
沈線、刻目文、三叉一文

ⅢGc

74」5・- 床上 6.1 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、棒状工具押圧文

ⅢGc

7416・- フク土 5.6 深鉢 胴部
刻目をもつ小突起、沈線(“-“刻目文 “-

ⅢGc

74l7・- フク土 4.7 深鉢胴上部
刻目をもつ円形文、交互刺突文、沈線、
三叉文、刻目文

ⅢHc

7418・- フク土 7.2 深鉢 胴部
沈線

Ⅲ-C

7419・- フク土 7.5 深鉢胴上部
刻目をもつ小突起、刺突をもつ隆帝、沈
線で渦巻文、平行沈線 ⅢHc

7420・- フク土 10.5
口縁部
把手

刻目をもつ円形把手、交互刺突をもつ隆
帯、沈線、爪形文

ⅢHc

7421・- フク土 7.4 深鉢 胴部
円形刺突・刻目をもつ隆帯、沈線

Ⅲ-C

7422・- フク土 5.2 深鉢 胴部
交互刺突をもつ隆帯、沈線、櫛状工具に
よる刺突

ⅢGc

7423・- 床上 6.3 深鉢口縁部
2条の角押文

Ⅳ
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図面・図版 出十位慣 残右高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

7424・- フク土 5.4 深鉢 頻部
三角押文、2条の波状沈線

Ⅳ

7425・- フク土 4.8 深鉢1二I縁部
口唇部に沈線・竹管工具刺突文

Ⅲ-C

7426・- フク土 2.8 浅鉢川縁部
[1ぎ蔀n2頁の爪形文

Ⅲ C

37号住居址

1ス1面“

図版

出土位置

叩径

器高

庭径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

751

47

床上

((32,0))

(24.6)

叫縁部

深鉢

胴部

口縁部の突起より隆帯が垂下する。胴部

には貼付隆帯、沈線による三叉文・交互
刺突文が施される。 9b

75-2

47

床上

((21、2))

27.4

9.4

L1縁部

深鉢 胴部

底部

地文はR縄文。胴下半部に意図的な穿

孔。

753

フク+

((41.2))

56.2

9.8

「I縁部

深鉢 胴部

底部

Ⅱ縁部は貼付隆帯と沈線による楕円区画と渦巻
文を施す。胴部は隆帯による2本一組の懸垂文

で4単位に区画し、区画内には蛇行隆帯が垂下

する。地文はRL縄文で、口縁部は横位、胴部
は縦位に施文する。

10c

754

47

フク+ (23.6)

8.4

胴部

深鉢

底部

刻目をもつ隆帯による波状文を描き、波
頂には渦巻文を施す。

9b

レ1面・図版 出上1立置 残 ・11j“二 1i″1・」

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

75-5・- フク上 4.6 浅鉢1」縁部
大・小の王截行誉押引文

Ⅲ a

75-6・- フク土 4.2 深鉢[I縁部
刻目文をもつ口唇部、角押文

ⅢAa

757・- フク土 4.8 深鉢Ⅱ縁部
隆帯、三角押文、キャタピラ文、ペン先

状工具刺突による波状文
ⅢAa

758・- フク土 6.0 深鉢L]縁部
゛1′・隆起線で区画、&ラ状工具刺突文、三
叉文、沈線

ⅢCb

759・- フク土 4.9 深鉢[4縁部
隆帯、半截竹管押引文、波状沈線

ⅢAb

75l0・- フク土 4.O 深鉢ヒ1縁部
刻目をもつ口唇部、半隆起線で区画、爪

形文、波状沈線
ⅢCb

75」1・- フク土 3.2 深鉢L1縁部
円形刺突文、角押文

ⅢAb

7512・- フク土 2.7 深鉢口縁部
縄文、円形刺突文

ⅢBb

761・- フク土 4.7 深鉢 胴部
隆帯、半截竹管押引文

ⅢAb

762・- フク+ 4.9 深鉢 胴部
隆帯、三角押文、爪形文

ⅢAb

763・- フク+ 4.0 深鉢 胴部
半隆起線で区画、爪形文、沈線

ⅢCb

764・- フク土 3.3 深鉢 胴部
沈線、波状沈線

Ⅲ-b
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図而・図版 出土位置 残存高

-cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

765・- フク土 3.2 深鉢 胴部
横位ゐRL縄文、角押文、波状沈線一

ⅢAb

766・- フク土 4.9 深鉢 胴部
13目をもつ隆帯J-キャタピラ文、波状}尤
線 - -

ⅢAb

767・- フク土 4.6 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯一、半隆起線 “

ⅢCb

768・- フク土 4.1 深鉢 胴部
隆帯ざキャタピーラ文、波状沈線 -

ⅢAb

769・47 フク土 3.8 深鉢 胴部
沈線、半截竹管押圧痕

ⅢDb

7610・- フク土 6.7 深鉢 頚部
隆帝、キャタピラ文J“沈線、波状沈線

ⅢAb

7611・- フク土 5.1 深鉢 胴部
キャタピラ文、角押文、波状沈線

ⅢAb

7612・- フク土 5.9 深鉢 胴部
刻目番もつ隆帯一・半隆起線で区画、集合
沈線 ⅢCb

76」3・47 フク土 5.0 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、半隆起線、一沈線

ⅢDb

7614・- フク土 15.3 把手
刻"自をもつ1奮帯、沈線、′交互刺突云三
叉文、円形文 ⅢHc

76」5・- フク土 5.7 深鉢口縁部
隆帯、沈線、d]犬粘土の貼付 -

Ⅵ 曽利

7616・47 フク土 2.5 深鉢口縁部
口唇部(鎖状隆帯め貼付 -

Ⅲ-C

7617・47 フク土 3.6 深鉢口縁部
沈線 ““-

ⅢFc

76」8・- フク土 3.3 深鉢 胴部
隆帯、沈線 一一 “- ““-

Ⅲ-C

7619・- フク土 7.5 深鉢 胴部
隆帯、半隆起緘刻目文 一“- “

ⅢCc

7620・- フク土 3.9 浅鉢口縁部
却川文、沈線 

Ⅲ C

7621・47 フク土 6.1 深鉢 胴部
刻Bをもつば帯、沈線;一爪形文

ⅢGc

7622・- フク土 5.2 深鉢胴上部
撚糸文、その王1こ隆帯の貼付 "-

Ⅲ-C

7623・- フク土 7.5 深鉢 胴部
半截竹管刺突文 -

ⅢGc

7624・- フク土 7.1 深鉢 胴部
刻目をもつB帯、沈線“-

ⅢDc

7625・- フク土 5.2 深鉢 胴部
沈線一 一 一 一

ⅢGc

77」・- フク土 4.3 深鉢 胴部
沈線・刻目をもつ隆帯、円形祠突文、集
合沈線 ⅢDc

772・- フク土 4.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で区画、沈線、棒状工具
押圧痕文 ⅢEc

773・- フク土 5.1 深鉢 胴部
交互刺突をもつ隆帯で区画、沈線

ⅢEc

774・- フク土 3.3 深鉢 胴部
半截竹管押圧痕文 "

Ⅲ-C

775・- フク土 7.3 深鉢 胴部
斜交叉する沈線、円形刺炎文をもつ“隆帯

Vf

776・- フク土 5.8 深鉢 胴部
隆帯と沈線で区徊、斜行}尤線 一一

Vf

77-7・- フク土 5.2 深鉢口縁部
隆帯、2条の連続刺突文

Ⅳ

778・- フク土 3.2 深鉢 胴部
隆帯、爪形文

Ⅳ

779・- フク土 4.0 深鉢 胴部
隆帯、押引文

Ⅳ
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臼面・目版 出十,f立萌 残合一高

cnl

搾形の種

別・部位
文様横成 分類 備考

77」0・- フク+ 3.0 深鉢 胴部
爪形文

Ⅳ

7711・- フク土 2.8 深鉢 刷部
隆帯、沈線

Ⅳ

53号住居址

図而・図版 出十位置 残イJ“イ,]う

cnl

器形の種

別・部イj'f
文様構成 分類 備考

7712・- フク+ 4.8 深鉢口縁部
隆帝、竹管状工具による押引・刺突文

ⅢAb

7713・- フク土 4.O 深鉢 胴部
ラ(羽根状刺突文をもつ隆帯、沈線、縄

文、爪形文、蓮華文、交豆刺突文
ⅢCb

77l4・- フク土 3.2 深鉢 胴部
隆帯、爪形文

ⅢAb

7715・- フク+ 4.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

7716・- フク+ 5.O 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線、縄文、波状
沈線

ⅢAb

7717・- フク土 4.4 深鉢 胴部
半隆起線、三叉文、刻目文

ⅢCb

7718・- フク+ 4.3 深鉢 胴部
゛ト隆起線、交互刺突文、沈線

ⅢCb

7719・- フク+ 4,1 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、竺角押文

ⅢAb

7720・- フク+ 4.0 深鉢 胴部
角押文

ⅢAb

7721・- フク+ 5.2 深鉢 胴部
半隆起線、キャタピラ文、半截竹管刺突
文

1 ⅢCb

7722.- フク土 4,8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線J爪形文、半截竹
管刺突文

ⅢGc

7723・- フク上 5,1 深鉢 胴部
隆帯、キャタ"ビ“ラ文、半截竹管刺突に1
る波状文、波状沈線

ⅢAb

77-24・- フク土 4.5 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、連続三角押文、刻

日文
ⅢAb

7725・- フク上

フク上

6.4 深鉢 刷部
半隆起線、沈線、集合沈線、波状沈線、
キャタピラ文

ⅢCb

7726・- 6.3 深鉢 胴部
半隆起線、蓮華文

1 ⅢCb

7727・- フク+ 3.9 深鉢「]縁部
隆帯、沈線

Ⅲ-C

7728・- フク」一 4.4 深鉢[{縁部
貼付状の蛇行隆帯 "一" ー

Ⅲ-C

7729・- フク土 3.9 深井 胴部
隆帯、2条の角押文、竹管状工具による

押引き文
Ⅳ

7730・- フク上 3.2 深鉢 胴部 「1l行沈線文様 一 Ⅴ -

40号住居址

図而

図版

,lP1土位置

口径
器＾

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類

781

48

1 -

フク土

((29.2))

(10.4) 深鉢]」縁部

屈曲する隆帯に爪形文を付し、半截竹管

による連続刺突文・集合沈線を施す。

8b



第29表出土土器一覧表

l

l

l
:

1
l

l

一S1-

図而

図j坂

出土位置

口径

 器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

782

48

フク土

((52.0))
(8.2) 浅鉢口縁部

刻1」をもつ隆帯で渦巻文を作出し、隙間
に三叉文を施す。

8b

783

48

フク土 (21.1)

((16.O))
深鉢 胴部

貼付による蛇行隆帯が垂下する:一地文は
R撚糸文。

「

10a

784

48

フク土 1(10.2) 深鉢 胴部

シ本一組の隆帯と蛇行皓帯力咬互に垂下
する。地文はR撚糸文。

785

48

フク土 (8.O) 深鉢 胴部

3本一組の沈線と蛇行沈線が交互に垂下
する。地文はRL縄文の縦位施文。

図而・図版 出土位遣 残存高

cn1

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

786・- フク土 4,2 深鉢口縁部
口唇部に集合沈線、隆帯、一三角押文ヤ渦
巻文 ⅢAb

787・- フク土 4.7 深鉢口縁部
沈線、三叉文

Ⅲ-b

78-8・- フク土 4.7 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、縦位ゐLR縄文

ⅢCb

78-9・- フク土 5.2 深鉢口縁部
じ

三叉文、沈線、爪形文
ⅢCb

78-10・- フク土 4.2 深鉢口縁部
爪形文をもつ隆帯、沈線、′竹管状王具刺
突文 ⅢCb

78-11・- 小穴 3.0 深鉢 胴部
隆帝、キャタピラ文、沈線、半截竹管刺
突文 ⅢAb

78」2・- フク土 3.5 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線

ⅢEb

78-13・- 小穴 5.l 深鉢 胴部
沈線

1ⅢCb

78-14・- フク土 6.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、平行沈線、蓮華文

ⅢCb

78-15・- フク土 4.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

IAb

7816・- フク土 4.8 深鉢 胴部
沈線、爪形文

ⅢDb

7847・- フク上 6.3 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、棒状工具押圧痕文、
角押文、沈線 ⅢAb

7818・- フク土 6.5 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線

ⅢAb

7819・- フク土 449 深鉢 胴部
隆帯J沈線、爪形文、文互刺突文

ⅢCb

79-1・- フク土 8.3 深鉢口縁部
沈線、交互刺突文

ⅢGc

792・- フク上 6,2 深鉢Ⅱ縁部
刻目をもつ隆帯、沈線

Ⅲ-C

79-3・- フク土 5.9 深鉢口縁部
沈線、Lの撚糸文

ⅢGc

ド

79-4・- フク土 5.5 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線、集合沈線

IuGc



第30表出土土器一覧表

I

-58-

図而・図版 出土位洒 残右高

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

795・- フク土 4.3 深鉢 胴部
Rの撚糸文、刻目をもつ隆帯、沈凪一

Ⅲ-C

796・- フク土 3.0 深鉢 胴部
沈線、刻目文

ⅢGc

797・- 小穴 3.9 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、爪形文 -

ⅢGc

798・- フク土 6.9 深鉢 頚部
Z四K主具刺突文をもつ隆帯、沈線

ⅢDc

799・- フク土 6.5 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画、沈線、集fif線

ⅢEc

7910・- 小穴 6.3 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

79」1・- フク上 4.7 深鉢 胴部
ヘラ状工具刺突文・太い刻目をもつ隆

帯、沈線、爪形文
Ⅲ-C

7912・- フク土 6.2 深鉢 頚部
爪形文をもつ隆帯、沈線、三叉文

ⅢDc

7913・- フク+ 4.6 深鉢 胴部
沈線・交互刺突文をもつ隆帝、沈線

ⅢGc

7944・- フク+ 4.5 深鉢[I縁部
沈線

ⅢGc

7915・- フク上 7.7 深鉢 胴部
沈線・半截竹管の押圧刺突文をもつ隆起
部、爪形文をもつ隆帯、沈線、集合沈線

ⅢGc

79」6・- フク上 7.9 深鉢 胴部
沈線、Lの撚糸文

ⅢGc

79l7・- フク上 6.9 深鉢 胴部
ヘラ状工具刺突文をもつ隆帯、沈線

Ⅲ-C

7918・- フク土 6.8 深鉢訓縁部
磨消しで楕円文様

Ⅴ
し-

7919・- フク土 5.5 浅鉢川縁部
沈線

Ⅲ C
[“

42号住居址

目而

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

801

48

炉

((51.2))

21.0

10,6

口縁部

浅鉢 胴部

底部

波状口縁の波頂部に径4cm程度の穴を開

ける。

炉体土器

802

48

フク+

((26.0))
(16.4)

1]縁部

深鉢

胴部

貼付隆帝上に爪形文と交互刺突文を付

し、玉抱き三叉文を施す。

9b

803

48

フク+

((2944))

(15.1)
口縁部

深鉢

頚部

口縁部は隆帯による三角区画を作出し、
区画内には集合沈線・刻目文・爪形文な
どを施す。 8b

804

48

フク土

((23.6))

((33.0))

((10.2))

口縁部

深鉢

胴部

口縁に1個の突起が残存し、突起から隆

帝が垂下する。胴部は隆帝で区画し、区

画内に集合沈線を施す。 9b
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第31表出土土器一覧表

ー59-

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

805

48

フク土

((33.2))
20.O

15.2

口縁部

浅鉢 胴部

底部

隆帝による楕円区画を作出し、隆帯に

沿って押引文を施し、区画内に波状沈線
を描く。胴部と区画する隆帯上に指頭圧
痕を施す。

8b

図面・図版 出土位恒 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

806・- フク土 3.4 深鉢口縁部
爪形文

Ⅲ-b

807・- フク土 4.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、半截竹管刺突文

ⅢAb

808・- フク土 5.6 深鉢 胴部
爪形文をも巧隆帯・半隆起線で区画、集“
合沈線

ⅢCb

809・- 床上 4.8 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、半隆起線、沈線

ⅢCb

8010・- フク土 5.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、爪形文、円形刺
突文

ⅢCb

8011・- フク土 6.1 深鉢 胴部
半1'&R線で区画J““集合沈線 "-

ⅢCb

8012・- フク土 6.5 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

81」・- フク土 13.1 深鉢口縁部
沈線、刻自をもつ隆帯で渦巻文 “

ⅢGc

8ト2・- フク土 6.9 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、沈線、刺突文

ⅢGc

8ト3・- フク土 4.1 深鉢口縁部
交互刺突をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

814・- フク土 3.6 深鉢 胴部
“隆帯、縄文、ヘラ状工具刺突文

ⅢDc

8ト5・- フク土 4,6 深鉢 胴部
及"ラ状工具刺突一により形成された鎖状隆
帯- -

ⅢGc

8ト6・- フク土 4.7 深鉢 胴部
矢ゴ」根状刺突を“-もつ隆帯、交互刺突文、
沈線

ⅢDc

8ト7・- フク土 6.2 深鉢 胴部
沈線で渦巻文 - "-

ⅢGc

8ト8・- フク土 5.0 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文をもつ隆帯、集合沈線

ⅢCc

8ト9・- フク土 5.7 深鉢 胴部
隆帯で区画i合沈線、横位のRL縄文

ⅢEc

8110・- フク土 5.4 深鉢 胴部
隆帯、キギタピラ文、波扶沈線 “

ⅢAb

81]1・- フク土 6.4 深鉢 胴部
矢羽根状・交互刺突をもつ隆帯、爪形文
をもつ隆帯、沈線

ⅢDc

8ト12・- フク土 4.6 深鉢 胴部
縄文をもつ隆帯;縦位RL縄文

Ⅲ-C

81」3・- フク土 5.3 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

8114・- フク土 6.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で区画、集合沈線

ⅢGc

8ト15・- フク土 6.6 深鉢 胴部
隆帯、沈線、刻目文 "““

ⅢDc

8ト16・- フク土 5.9 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、斜位のRL縄文

Ⅲ-C

8117・- フク土 8.4 深鉢 胴部
刻σをもつ隆帯、′貼付隆帯によろ“H井三文、竹管
状工具押圧痕文、沈線、交互刺突文 ⅢGc

8ト18・- フク土 7.O 深鉢口縁部
沈線、集合沈線“ -

Ⅳ

8ト19・- フク土 5.9 深鉢口縁部
三角押文で文様 “-

Ⅳ



第32表出土土器一覧表
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-60-

図面・図版 ]L[[七位箭 't';Ii“二 ]・こ・,

cnl

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

8ト20・- フク七 7,2 浅鉢[▽1縁部
享“}“タビーヂ文:波"状沈線

Ⅲ b

8ト21・- フク+ 7.4 i曳林「1縁部
隆帝ば上る橋状把手、棒状土具押圧痕

Ⅲ C

45号住居址

目l而

図版

出上イゞC閾

lm]径

器高

底径clll

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

821

49

フク十

((34.8))

(20.6)

1」縁部

深鉢

胴部

゛Iζ截竹管による平行沈線でパネル文を表
出する。地文はRLの縄文で、「田家部は

横位、胴部は斜位に施文する。 7a

図而・図版 出十位置 残仔高

cnl

詩形の種

IJり ・ 音藺守
文様構成 分類 備考

822・- フク+ 4.1 深鉢ト1縁部
隆帯、キャタピラ文、玉角押文、竹管状
」〕兵刺突文

ⅢAa

823・- 小穴 5.6 深鉢 胴部
縄文、キャタピラ文、三角押文で波状文

ⅢBa

824・- フク上 5.7 深林 胴部
隆帝、キャタピラ文、三角押文

IUAa

825・- 小穴 5.2 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、角押文、三角押文
で波状文

ⅢAa

826・- フク+ 6.6 深鉢 胴部
2条単位の角押文

ⅢAa

827・49 フク上 6.0 深鉢 胴部
隆帝、角押文、三角押文で波状文

ⅢAa

828・- 小穴  5.O 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、角抑文、刺突文

ⅢAa

829・49 フク土 4.7 深杯「1縁部
三角押文、三角押文で波状文

: ⅢAa

82」0・- フク土 4.4 深鉢「1縁部
隆帯、キャタピラ文、圧角抑文

ⅢAb

8211・l19 床才二 2.5 深鉢[1縁部
I(そ帝、キャタピラ文、三角抑文

ⅢAb

8212・- フク土 3.1 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、二三角押文

ⅢAb

8213・- 小穴 3.4 深鉢 胴部
縄文、隆帯、キャタピラ文、三角押文で
波状文

ⅢBb

8214・49 フク上 4.3 深鉢 胴部
半截竹管押引文、波状沈線

ⅢAb

82」5・49 フク土 1 4,1 深鉢 胴部
刻I」をもつ隆帯、爪形文、波状沈線

ⅢAb

8216・- 小穴 3.7 深鉢 胴部
隆帝、半截竹管押引文(中史に沈線)、集
合沈線

ⅢAb

8217・- フク土 6.6 深鉢 胴部
沈線で文様、交互刺突文、ヘラ状王其刺

突文
 III-b

82」8・- フク土 5、5 深鉢 胴部
隆帯、円形突起、キャタピラ文

ⅢAb

82」9・- フク土 4、7 深鉢 胴部 隆帯、キャタピラ文、三角押文、波状沈
線

ⅢAb

8220・- フク上 5.9 深鉢口縁部
叫唇部に刻目、隆帯で楕円区画、′ト截竹
管刺突文

Ⅳ

8221・- 小穴 8.5 深鉢 胴部
隆帝、爪形文、波状沈線

Ⅳ



第33表出土土器一覧表
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48号住居址

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

831

49

床上

((30.8))

(19.2)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は無文。頚部上端は連続刺突をも

つ隆帝がめぐる。隆帯により、頚部は楕
円、胴部は三角形に区画し、それぞれの
区画内に縦位の集合沈線を施す。

8b

83-2

49

フク土 (14.0)
口縁部

深鉢

胴部

頚部上端を爪形文をもつ隆帯で区画し、
その下に平行沈線による区画・交互刺突
文を施す。 8b

833

49

床上
((13.6))

(5.9) 深鉢口縁部

隆帯のS字状文・渦巻文による区画を作

出し、沈線による三叉文・爪形文などを
施す。 8b

834

49

フク土

((14.0))
18.2

4.6

口縁部

深鉢 胴部

底部

隆帯による区画を作出し、区画内に竹管

による縦位の集合沈線を施す。

8b

835

49

床上

l3.2

14.2

5.4

口縁部

深鉢 胴部

底部

地文はLR縄文の斜位施文。

836

49

フク土

((33.6))

(11.6) 深鉢口縁部

2本一組の波状沈線がめぐり、波頂下に
はS字状文が垂下する。地文はRL縄
文。

837

49

フク土

((39.6))
(16.2)

口縁部
浅鉢

胴部

口縁に浅い沈線をめぐらせ、胴部には縦
位の条線を施す。

図面・図版 出土位恒 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

83-8・- フク土 4.5 深鉢口縁部
三角押文をもつ隆帯、2条の角押文

ⅢAa

839・- フク土 5.O 深鉢口縁部
隆帯、キャタピラ文、三角押文、角押文

ⅢAa

8310・- フク土 4.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、三角押文、三角押
文で波状文

ⅢAa

83-11・- 1フク土 4,8 深鉢 胴部
隆帯、角押文、三角押文で波状文

ⅢAa

8312・- フク土 5.5 深鉢 胴部
沈線で斜格子

Vf

83」3・- フク土 5.4 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、半截竹管押引文、爪形
文

ⅢAb

83」4・- フク土 6,1 深鉢口縁部
縦位のLR縄文、キャタピラ文、波状沈
線

ⅢBb

83-15・- フク土 5,6 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、沈線

Ⅲ-C

83-16・- フク土 4.2 深鉢口縁部
横位のLR縄文をもつ隆帝、縄文、沈
線、波状沈線

Ⅲ-C



第34表出土土器一覧表
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図面・図版 出十イCク゛置 残ろ=高

cn1

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

841・- 床上 10.5 深鉢口縁部
隆帝、刻“B“をもつ隆帯で円形文、キ“や“}
ピラ文、三角押文、波状沈線

ⅢAb

842・- フク+、 4.9 深鉢11縁部
口唇部“(二刻目をもつ隆帯で突起部ご“一半隆
起線をもつ太い隆帝、蓮華文

ⅢCb

843・- フク土 4.5 深鉢 胴部
爪形文・竹管状工具刺突文をもつ隆帯で楕円区
画、交互刺突文、爪形文、沈線 ⅢEb

844・- フク土 4.0 深鉢 胴部
縄文、隆帯、キャタピラ文;角押文で波
状文

ⅢBb

845・- フク土 4.1 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画、集合沈線

ⅢEb

846・- フク+ 3.4 深鉢 胴部
半隆起線、交互刺突文 一"一“-

ⅢCb

847・- フク土 4.9 深鉢 胴部
半隆起線、矢羽根状刺突文、沈線、爪形
文、交互刺突による波状円形文

ⅢCb

848・- フク土 4.7 深林 胴部
半隆起線、爪形文、集合沈線

nlcb

849・- フク土 4.6 深鉢 胴部
沈線、半隆起線、矢羽根状刺突文、爪形

文波状沈線
ⅢCb

8410・- フク+ 3.8 深鉢 胴部
沈線、蓮華文

ⅢCb

84且・- フク土 7.5 深鉢 胴部
隆帝、爪形文、波“状沈線 一

ⅢAb

84」2・- 床十 6.5 深鉢 胴部
三角押文、角押文で波状文、集介沈線

: ⅢAb

84」3・- フク土 5.4 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線、沈線、
集合沈線

ⅢAb

84」4・- フク上 10,6 深鉢 胴部
刻日をもつ隆帯、半隆起線、沈線、集合
沈線

1 ⅢCb

8415・- フク土 9.4 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線、交互刺突文、
集合沈線

1 ⅢCb

8416・- フク上 7.0 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

8417・- フク土 9.2 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、半隆起線、刻目文:
沈線、矢羽根状刺突文

ⅢCb

84」8・- フク+ 9.O 深鉢 把手
隆帝、キャタピラ文、波状沈線、沈線

Ⅳ

8419・- フク土 4.7 深鉢口縁部
縄文をもつ隆帯、縄文、有節平行線文

Ⅳ

49号什居址

図mi

図版

出土位置

[I径

器高

底径Cロ1

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

85」

50

が

((27.2))

(27./l)
訓縁部

深鉢

胴部

刻目文をもつ隆帝によるX字状文“と渦巻
文の組み合わせで文様を描く。その間に
三叉文・円文・蓮華文などを施す。

8b

炉体土器

852

51

炉 (22.0) 深鉢 胴部

刻目をもつ隆帯“セ4単位に区画し、渦巻
文や円文を描く。その間に縦位の沈線・
三叉文を施す。

8b

炉体土器

86」

50

フク+

10.6

12.6

6,0

[I縁部

深鉢 胴部
底部

口縁部は2本の沈線がめぐり、その上下
に爪形文を描く。胴上部に爪形をもつ波
状の貼付隆帯を付し、その両脇に蓮華
文・爪形文を施す。胴中部はLR縄文の
縦位施文。

8b
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阿面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

862

50

フク土

((20.4))
(9.8)

口縁部
深鉢

頚部

口縁に小突起を作出。その下には連鎖状
隆帯が垂下し、平行沈線・刻目文・三叉
文などを施す。胴部はLR縄文の縦位施
文。

9a

86-3

50

フク土

((17.2))
(10.O)

口縁部
深鉢

胴部

わらび手状の砧付隆帯に爪形文を施ず二
胴部には押引文・爪形文が施される。

9a

86-4

51

フク土
((29.4))

(20.0)
口縁部

深鉢

胴部

口縁は波状を呈す。隆帯による渦巻文を
横位に連結して文様を作出し、隆帯上に
爪形文・刻目文を施す。 9a

865

51

フク土

12.6

24.8

6.8

口縁部
深鉢 胴部

底部

地文はR縄文の斜位施文。

866

52

フク土 (18.4)
12.0

胴部
深鉢

底部

Lの撚系を地文ど一し、貼付障帯による蛇
行文と直線文を垂下させる。

10a

867

52

フク土

((43.6))
15.8

((13.8))

口縁部
浅鉢

胴部

口縁に沿って隆帯による渦巻文を施す。

86-8

50

フク土

((47,6))
(10.2)

口縁部
浅鉢

胴部

無文。波状口縁。

86-9

52

フク土

((35.6))
(5.2) 浅鉢口縁部

口縁部は沈線に!る楕丙区画を描き、′内
側に縦位の集合沈線を施す。

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

86-10・- フク土 4.0 深鉢 胴部
縦・斜位の半隆起線文

Ⅱ 五領ケ台

86-11・- フク土 3.3 深鉢 胴部
斜位の半隆起線文

Ⅱ 五領ケ台

86-12・- フク土 4.6 深鉢口縁部
三角押文

ⅢAa

86-13・- フク土 3.9 深鉢口縁部
キャタピラ文、三角押文

ⅢAa

86-14・- フク土 5.2 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、角押文

ⅢAa

86l5・- フク土 4.2 深鉢 胴部
隆帯、三角押文、キャタピラ文

ⅢAa

87-1・- フク土 6.l 深鉢口縁部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

87-2・- フク土 4.4 深鉢 把手
刻目をもつ隆帝、三角押文、沈線、三叉
文 ⅢAb
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図面・Pズ1版 出十.位置 残存高

cn]

器形の種

シJj・部位
文様描成 分類 備考

873・- フク+ 2.9 深鉢「I縁部
縦位のLR縄文、キャタピラ文、波状沈

線
ⅢBb

874・- フク上 5.2 深鉢胴下部
沈線、刻日文、交互刺突文

mcb

875・- フク+ 5.5 深鉢 胴部
波状隆帯

Ⅲ-C

ⅢAb876・- フク七 5.6 深鉢 胴部
羊行沈線、三角押文、半截/「/J管刺突文-

877・- フク土 4.5 深鉢 胴部
隆帯、一▼不“タピラ文、波状沈線、三角押
文

ⅢAb

878・- フク上 6、9 深鉢 胴部
1i帯で楕円区画、キャタピラ文半截竹
管刺突文

ⅢEb

879・- 床十. 6.8 深鉢 胴部
隆帝、キャタピラ文、角押文

ⅢAb

8710・- フク+ 5.9 深井 胴部
半隆起線、蓮華文

ⅢCb

8711・- 床上 6.0 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、キャタピラ文、波状沈
線

ⅢBb

8712・- フク土 6.9 深鉢 桐部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

87」3・- ・1〕1 5.7 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線 一“

ⅢAb

フク+ 4,5 深林 胴部
半隆起線、集合沈線

ⅢCb8714・-

87」5・- フク七 7.0 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯J沈線、爪形文、集合沈
線

ⅢGc

8716・- フク+ 5,8 深林胴下部
隆帯で楕円区画、キャタピラ文、波状沈

線
ⅢAb

8717・- フク+ 6.3 深鉢 胴部
半隆起線で区画、矢羽根状刺突文、爪形

文、交互刺突文、集合沈線
ⅢCb

8718・- フク土 7,6 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、三角押文

斜位のRL縄文

ⅢBb

8719・- フク+ 3.3 器合

8720・- フク上 4.0 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、斜位のRLL縄

文
ⅢEc

8721・- フク上 3.8 深鉢 胴部
隆帯、沈線、三叉文

IDc

88」・- フク+ 5.6 深鉢 胴部
半截竹管による押引文、三角押文、沈線

刻目をもつ隆帯、沈線、竹管による押引

文

ⅢAb

882・- フク上 4.5 深鉢 桐部 ⅢAb

883・- フク七 3.6 深鉢 胴部
半隆起線、爪形文、集合沈線、沈線 -

ⅢCb

884・- 小穴 つ.9 深鉢 胴部
隆帯、沈線、竹管による連続押引文

ⅢEb

885・- フク土 6.3 深林 胴部
隆帯、横位のRL縄文 璽

ⅢGc

886・- フク上 6.2 深鉢 胴部
横位のRL縄文、磨消し

Ⅲ-C

88-7・- 1フク土 6.3 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線、集合沈線

ⅢEc

888・- フク上 5.6 深外 胴部
刻目をもつ隆帯、半隆起線、沈線、交互
刺突文

ⅢCb

88」0と同一889・- フク+ 7.9 深鉢 l旧部
刻[Iをもつ隆帝、沈線、平行沈線、三叉
文

ⅢDc

8810・- フク+ 7、5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢDc 889と同一
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図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

88-11・- フク土 6.9 ,深鉢 胴部
隆帯▽キャタビラ文、刻目文、三叉文

ⅢAb

88-12・- フク土 5.2 深鉢 胴部
平行沈線、三文文、刻日文 ““-

ⅢGb

88-13・- フク土 1 9.l 深鉢 胴部
刻 tもつ隆帯:沈線、三叉丈、l1川文

ⅢGc

88」4・- フク土 7.6 深鉢胴上部
刻自lもつ隆帯、]尤線、集合沈線

ⅢEc

88-15・- フク土  7.4 深鉢 胴部
刻σをもつ隆帯、沈線、刻目文一“-“

ⅢGc

88-16・- フク土 8.8 深鉢胴上部
刻5I沈線をもつ隆帯で楕円区画、乗“合沈線、
沈線、三叉文、刻目文、Lの撚糸文 ⅢEc

8817・- 「フク土 14.9 白遍鉢胴Y部 半r 線、集合沈線、縦位のLN縄文
ⅢGc

8818・- フク土 8.7 深鉢 胴部
刻目・棒状工具押庄醋をもつ隆帯で区
画、沈線、集合沈線

ⅢEc

8819・- フク上 5.7 浅鉢口縁部
無文 "- “ -

Ⅲ-C

50号住居址

図而

図版
出土位置

口径
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

891

52

フク土

16.8

(10.2)

リ-

口縁部
深鉢

胴部

波頂下に隆帯による三角形を貼付し4単
位に区画、区画内には縦位の集合沈線・
蓮華文などを施す。地文はRL縄文の横
位施文。

9a

89-2

52

フク土 (9.O) 深鉢 胴部

刻目をもつ貼付隆帯を弧状に配し、中心
に玉抱き三叉文を描く。地文はR縄文の
斜位施文。 9a

89-3

52

フク土 (15.4) 深鉢 胴部

地文はLR縄文。

89-4

52

フク土 (18.1)
((10.8))

胴部
深鉢

底部

地文はLR縄文。

図面・図版 出土位渭 残存高

cnl

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

89-5・- フク土 7.6 深鉢口縁部
刻目"をもつ渦巻状隆帯、一キャタピラ文、
波状沈線- -

ⅢBb

89-6・- フク土 7.1 深鉢口縁部
刻[1・交フr刺9Aをもつ隆イ1゜?で区"両一、沈線、集介沈線、
爪形丈、竹管状L只刺突文、縄文

 1■

ⅢEb

89-7・- フク土 5.6 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、横位のRL縄文

Ⅲ-b

89-8・- フク土 3.2 深鉢口縁部
隆帯、大・小の角押文、波状沈線

1 -

ⅢAb

89-9・- フク土 3,3 深鉢口縁部
半隆起線、交互刺突、集合沈線、口唇部
に沈線

ⅢCb

8910・- フク土 4.4 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、櫛歯状工兵刺突
文 Ⅲ-b
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図而・図版 出上位置 残存高

cm

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

8911・- フク土 5.8 深鉢 胴部
隆帯;条線“J矢羽根状刺突文をもつ隆
帯、斜位の縄文、沈線

ⅢCb

8912・- フク上 5.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線で渦巻文

ⅢEb

89」3・- フク+ 5.4 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線、爪『又丁菓合沈
線

ⅢCb

89」4・- フク土 4.8 深鉢 胴部
1'Nf, 奮%文一;“刻目文、ヘラ状工具刺突
による波状文

Ⅲ-b

8915・- フク+. 6.7 深鉢 胴部
隆帯で区画、耳状隆帝、キャタピラ文、

沈線、波状沈線
ⅢAb

8916・- フク土 8.2 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画、集合沈線、横位のRL

縄文、沈線
ⅢEb

8917・- フク+ 6.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、蓮華文

ⅢCb

8918・- フク土 6、8 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、爪形文をもづ隆帯“、′刻
目文

ⅢCb

8919・- フク土 7.2 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線

ⅢDc

8920・- フク上 3.5 浅鉢
大形ヘラ状工具による連鎖状隆帯、裏面に沈

線、大・小の円形刺突文、刻目文 Ⅲ C

51号住居址

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

901

53

フク土

19.4

(30.4)
l縁部

深鉢

胴部

胴部は把手を"含む縦位め楕川IZ画によっ
て2分区画され、さらに隆帯によるX字

状と斜行渦巻文の2単位に分けられる。

区画内は沈線による三叉文や渦巻文が充

填される。

9a

902

54

フク上

20.O

(24.0)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は環5-'fNf-m対を有す。胴上部は
隆帯と沈線による楕円区画を施し、区画
内に玉抱き三叉文・横S字状文などが描
かれる。胴下半部はL縄文の斜位施文。

9a

903

54

フク上

((15.4))

(19.8)
口縁部

深鉢

胴部

文様は半隆起線で描かれ、爪形文・交互
刺突文を付す。4単位構成で、区画内に
斜行の半隆起線・隆帝・三叉文を施す。
胴下半部はRL縄文の斜位施文。

9a

904

53

炉 (1846) 深鉢 胴部

蛇行の隆帯に連続刺突文と刻自文tイ丁一一
す。中央には円形区画を施し内側に縦位

の集合沈線を描く。
9a

炉体土器

911

52

床上

((24.6))

(14,4)
口縁部

深鉢

頚部

口縁は蛇体状突起を有し、頚部は爪形文

をもつ隆帯による楕円区画が施される。

9a

9a

9ト2

52

フク土

((25.2))
(13.1)

口縁部
深鉢

頚部

口縁部ぼ無文。頚部は刻目をもつ隆帯に
よる楕円区画がなされ、区画内には斜位
の集合沈線を施す。
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図而

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

913

52

炉

((16.O))

(10.4)
口縁部

深鉢

胴部

胴部は刻目をもつ隆帯による三角形状の

区画を作出し、区画内は平行沈線・刻目

文・押引文を施す。 9a

9ト4

54

フク土

((31.4))
(20.4)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は隆帝と沈線によって文様を表出
する。胴部は沈線に挟まれた横位の隆帯
を有し、上部隆帯間には隆帯による楕円
区画を施す。全ての隆帯上には半截竹管
による刻目が施される。

9a

915

55

フク土

((27.6))
(19.0)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は刻目をもつ隆帯で渦巻文を描
く。胴部は刻目をもつ隆帯で三角形の区
画を表出し、区画内に集合沈線を施す。 8b～9a

9ト6

55

床上

((24.6))

(22.O)
口縁部

深鉢

胴部

口縁は波状を呈し、縦位の平行沈線と刻

目文を施す。胴部は隆帯で崩れた三角形

状に区画し、区画内には刻目文・三叉文

が施される。胴下半部はRL縄文の縦位

施文。

8b

917

55

フク土

((18.O))
(14.8)

口縁部
深鉢

頚部

刻目の施されたミミズク状の把手を有
す。

9a

9ト8

55

フク土 (30.0)
12.0

胴部

深鉢

底部

頚部は交互刺突をもつ隆帯、胴下半部は

刻目をもつ隆帯をめぐらせ、その間に渦

巻状の隆帯を描く。隆帯間には竹管によ

る押引文・三叉文・蓮華文などを施す。
9a

9ト9

55

フク土

13,0

23.6

((7.4))

口縁部

深鉢 胴部
底部

頚部と胴上部に刻目をもつ隆帯をめぐら
せ、隆帯間に楕円区画・三角区画を作出
し、区画内に集合沈線・三叉文などを施
す。地文はL縄文の斜位施文。

9a

91」O

55

床上 (16.4)

6.8

胴部

深鉢

底部

胴部に縦位の波状沈線に挟まれた5本一

組の押引文を施し、その両側に波状沈線

が垂下する。胴下部には刻目文をもつ隆
帯がめぐる。

9a

921

55

床上 (25.8) 深鉢 胴部

頚部は刻目文をもつ隆帯による楕区画内
を作出し、区画内に縦位の集合沈線を施

す。胴部は櫛歯状工具による縦位の条線
が施される。

9a

922

55

フク土 (12.6) 深鉢胴上部

頚部は刻目をもつ隆帯がめぐる。胴部は
沈線によるやや崩れた区画がなされ、区
画内には押引文を施す。

923

55

炉 (10,0) 深鉢 胴部

竹管による爪形文をもつ隆帯による楕円

区画を表出し、区画内に縦位・斜位の集

合沈線・波状沈線を施す。

924

55

フク土 (8.0) 深鉢 胴部

頚部は矢羽状刺突をもつ貼付隆帯がめぐ
る。胴上部にX字状の貼付隆帯を付し、
指頭圧痕を施す。
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図面

1ズI版

出十ホ7置

口径

器高

底径CⅡ1

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

925

56

床十一 (21.2) 深林 胴部

頚部は横位、胴部には逆Ⅴ字状の貼付隆

帯の両脇に半截竹管の刺突文を沿わせ、

その外側に波状沈線を施す。

926

56

フク土 (19,2) 深鉢 胴部

竹管による爪形文をもつ隆帯で楕]]1区画
を作出。地文はRL縄文の縦位施文。

92-7

56

フク土 (24.O)

10.8

胴部

深鉢

庭部

頚部に刻目文。胴下半部に隆帯による楕
円区画を作出し、内側に斜位の集合沈線

を施す。胴中央部はR縄文の斜位施文。

928

56

フク]゛

((14.O))

(11,4)
「1縁部

深鉢

月同部

地文はRL縄文の異方向施文。

929

56

フク+.

((10,0))
12.2

((5.4))

L]縁部

深鉢

川11]部

地文はRL縄文の縦位施文。

9210

56

フクI゛- (12.0) 深鉢 胴部

地文はRL縄文の異方向施文。

92」1

56

フク+ (19.O) 深鉢 胴部

地文はR縄文の斜位h也文。

92」2

56

フク+ (2018)
((12.0))

深外
底部

地文はR縄文の斜位施文。

92」3

56

フク上 (16,O)

((且.6))
深鉢 胴部

地文はR縄文の斜位施文。

93」

57

フク]゛

((45.6))

(17.0)
「I縁部

浅鉢

胴部

貼付隆“帯による渦巻状突起を有す。隆帯“
で区画を表出し、その内側に刻目文を沿
わせ、さらに横位の波状沈線を施す。

932

57

フクl゛

((44、4))

(19.8)
]]縁部

浅鉢

貼付隆帝による円形・楕ト」形の文様を}jfn
す。

933

57

フク十一

((34.4))

13.2

((12,0))

[]縁部

浅鉢

胴部

貼付隆帯による長楕円の区画を作出し、
区画内に三角押文を沿わせる。
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図面

図版

出土位置
口径 “
1高 
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

93-4

56

床上
((46.2))

(7.4) 浅鉢口縁部

貼付隆帯による円文を施す。

93-5

57

フク土

49.O

(12.8)
口縁部

浅鉢

胴部

無文。

93-6

56

.フク土
((28.8))

1(13.8)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は太い沈線で楕円区画を作出す
る。地文はLRLの縄文で、区画内は縦
位、胴部は横位に施文する。 12a

93-7

57

フク土 (22.6) 深鉢 胴部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文と
蛇行沈線が垂下する。地文はLR縄文の
横位施文。

938

56

フク土 (12.O) 深鉢 胴部

雑な綾杉文と横位の沈線を施す。地文は
R縄文。

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考 :

94-1・- フク土 4,6 深鉢口縁部
隆帯、′キャタピラ文、ぜ角押文、指頭状
圧痕- -

ⅢAa

94-2・- フク土 4.9 深鉢口縁部
隆帯ミ“円形刺突文、三角押文 “-“

ⅢAa

94-3・- フク土 4.8 深鉢 胴部
4条の三角押文

ⅢAa

94-4・- フク土 3,2 深鉢 胴部
隆帯、半截竹管押引文、山型の粘土を貼
付

ⅢAa

94-5・- フク土 6.2 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、キャタピラ文、角押文

ⅢAa

94-6・- フク土 5.7 深鉢 胴部
隆帝、三角押文、キャダピラ文"-

ⅢBa

94-7・- フク土 5,8 深鉢 胴部
蓮華文、沈線

ⅢCa

94-8・- フク土 5.1 深鉢 胴部
隆帯、キャタビラ文、三角押文

ⅢAa

94-9・- フク土 6.2 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、集合}正線、交互刺突
文、刻目文

ⅢGb

94-10・- フク土 6,6 深鉢 胴部
半隆起線、沈線

ⅢCb

9411・- フク土 7,1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線J一竹管棒状工具に
よる押引文

 ⅢAb

94-12.13・- フク土 10.8 深鉢 把手
隆帯、沈線、刻目文、同形刺突文、交互
刺突文 ⅢHb

:9414・- :フク土 4.5 深鉢口縁部
隆帯、半隆起線文、沈線

ⅢCb

9415・- フク土 3.9 深鉢口縁部
半隆起線文、竹管刺突文

ⅢCb

9416・- フク土 5.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線、波状沈線

ⅢBb

9417・- フク土 4.6 深鉢 胴部
沈線、刻日文、半截竹管刺突文

ⅢDb



第42表出土土器一覧表

-

-70-

図而・図版 出十,位置 残存高

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

9418・- フク上 5.4 深鉢胴下部
半隆起線、集合沈線、爪形文、波状沈線

ⅢCb

9419・- フク+ 5,1 深鉢口縁部
横位のRL縄文、刻目をもつ蛇行隆帯、

沈線、爪形文
ⅢGc

9420・- フク+ 5.0 深鉢目縁部
刻目をもつ隆帯、集合沈線、矢羽根状刺

突文、刻目文
ⅢGc

9421・- フク+ 4.2 深鉢「]縁部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

9422・- 床1". 6.1 深鉢ト1縁部
口唇部に円形刺突をもつ突起、交71.刺

突・刻目をもつ隆帯
ⅢDc

9423・- フク土 4.9 深鉢引縁部
鍔状の隆帯、刻目文

Ⅲ-C

9424・- フク+ 6.4 深鉢口縁部
沈線で渦巻文、爪形文、交t5刺突文、集

合沈線
ⅢGc

951・- フク土 9.9 深鉢「l縁部
刻目をもつ隆帯、沈線、集合沈線

ⅢGc

952・- フク土 7.5 深鉢口縁部
横に刻目・上に星形文様をもつ太い隆

帯、沈線、竹管刺突文、刻目文
ⅢHc

953・- フク土 6.3 深鉢]二I縁部
「丁」唇部に刻目をもつ隆帝・ラッパ状突

起、沈線、横位のRL縄文
Ⅲ-C

954・- フク上 6.2 深鉢l二]縁部
沈線、横位のRL縄文

Ⅲ-C

955・- フク7ト 6.0 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で渦巻文

ⅢGc

956・- 川elm 7.O 深鉢胴下部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、集合沈線、

刻目文、交互刺突文、斜位の縄文
ⅢEc

95-7・- フク上 8.8 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帝、沈線、刻目文、三叉
文

ⅢGc

95-8・- フク上 5.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯で楕円区画、集合沈線、

竹管状工具による押引文
ⅢEc

959・- フク土 6.3 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状“沈線

ⅢAb

9510・- フク土 5.1 深鉢 胴部
沈線、刻目文 -

ⅢGc

9511・- フク土 5.0 深鉢胴下部
角押文

ⅢAb

9512・- 1λく寸:. 11.5 深鉢 胴部
刻日をもつ隆帯、沈線、集合沈線、爪形
文

ⅢEc
962“・964と
同一

9513・- フク+ 11.1 深鉢 胴部
沈線、刻目文、三叉文 一

ⅢGc

9514・- フク上 10.7 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

9515・- 床十一 9.2 深鉢 胴部
爪形文・刻目をもつ隆帯、交互刺突によ
りなる蛇行隆帯、沈線

ⅢDc

96」・- フク上 5.8 深鉢 胴部
矢羽根状刺突文をもつ隆帝、沈線、集合
沈線

ⅢGc

962・- 床]・- 6.5 深鉢 胴部
刻目をもろば帝で楕円区画、沈線、集合

浅婢 -
ⅢEc

9512・964

と同-

963・- 炉 7.7 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帝、沈線、集合沈線

ⅢGc

96-4・- 床上 10.9 深鉢 胴部
刻1をもつ隆帯、沈線、爪形文““

ⅢEc
95」2・962

と同-

96-5・- 床上 10.l1 深鉢 胴部
爪形文・刻目をもつ隆帯、耳状隆帯、沈
線、太い集合沈線、RL縄文

ⅢEc

966・- フク土 8、3
深鉢

胴・庭部

矢]イ根状刺突文をもつ隆帯、沈線
ⅢHc

96-7・- フク土 5.8 深鉢「I縁部
隆帯、キャタピラ文J-彼状沈線

Ⅳ

96-8・- フク土 5.5 深鉢口縁部
竹管状工具.による押引文

Ⅳ
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図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

969・- フク土 3.6 深鉢口縁部
隆帯、1条の角押文、裏面にも角押文

Ⅳ

96-10・- フク土 3.7 深鉢口縁部
隆帯、爪形文J沈線--

Ⅳ

9611・- フク土 4.2 深鉢口縁部
隆帯で楕円区画、2条の角押文

Ⅳ

96-12・- フク土 4.6 深鉢 把手
刻目をもつ隆帯、2条の角押文

Ⅳ

96-13・- フク土 5.4 深鉢 胴部
連続指頭圧痕文

Ⅳ

96-14・- フク土 6.3 深鉢 胴部
隆帯、冊管状工具117Q2条の押引文

Ⅳ

9615・- フク土 5.5 深鉢 胴部
つまみにより形成されk隆帯、指頭ギ喰

Ⅳ

96」6・- フク土 5.7 深鉢 胴部
連続指頭圧痕文、沈線

Ⅳ

9617・- フク土 3.1 深鉢 胴部 [沈線、貝殻月垢祿文
Ⅰ 田戸下層式

96」8・- フク土 9.9 浅鉢口縁部
隆帯

Ⅲ C

52号住居址

図面

図版
出土位置

口径
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

97-l

58

フク土 (21.8) 深鉢 胴部

胴上部に2段の押引文を施す。地文はR
L縄文の横位施文。

7b

97-2

58

フク土

((18.O))
(9.O)

口縁部
浅鉢

胴音じ

コ字状の貼付隆帯を付す。

図而・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

97-3・58 フク土 5.2 深鉢口縁部
縦位のRL縄文、沈線

Ⅲ-b

97-4・- フク土 5.8 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、%華文、波状if線

mcb

97-5・- フク土 4,0 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文

ⅢAb

97-6・- フク土 3.9 深鉢 胴部
横位のRL縄文、沈線、竹管による押引
文 Ⅲ-b

97-7・- フク土 6.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピヂ文、波状沈線

ⅢAb

97-8・- フク土 6.5 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線文様

ⅢAb

97-9・- フク土 4.9 深鉢 胴部
隆帯、大・小のキャタピラ文

ⅢAb

97-10・- フク土 4.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆斎、半隆起線、爪形文、半
截竹管刺突文 ⅢCb

97」1・- フク土 5.6 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線 

ⅢAb

9712・58 フク土 4.5 深鉢口縁部
矢」j根状刺突をもつ隆帯、沈線、′渦巻文

ⅢGc
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器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

9713・- フク土 8.7 深鉢「I縁部
半隆起線、沈線

ⅢGc

9714・- フク土 5.5 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、集合沈線

ⅢGc

97」5・- フク上 5.4 深鉢 胴部
沈線、交互刺突文、刻目文

ⅢGc

9716・- フク土 5.5 深鉢 胴部
縦・横位のRL縄文、半隆起線、爪形文

ⅢCb

97」7・- フク土 5.6 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、刻目文

ⅢCb

9718・- フク+ 8.3 深鉢 胴部
刻目・交互刺突をもつ隆帯、半隆起線、

交互刺突文、爪形文
ⅢCb

9719・- フク上 7.0 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線、爪形文、半截竹
管刺突文、集合沈線

ⅢGc

9720・- フク」二. 5,2 深鉢 胴部
沈線文様

Ⅳ

54号什居址

図面

図版

出土('41'.置

1 L1径
 器畠
底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

981

58

フク土

((26.O))
(8.4) 深鉢口縁部

口縁部に眼鏡状把手を付し、隆帝による

渦巻文で文様を作出する。 大木式系

貼付文

982

58

フク+ (14.2)

((8,8))
深鉢 胴部

胴部にめぐる貼付による連鎖状隆帯に

沿って刻目を施し、雑な毛虫状の抽象文

を表出する。

図面・図版 出上位置 残存高

cm

益形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

983・58 フク土 3.6 深鉢 胴部
縄文、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

984・58 フクニヒ 3.8 深林 胴部
隆帯、撚糸文、半截竹管刺突文

Ⅲ-C

98-5・58 フク土 4.3 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

986・- フク土 6,2 深鉢 胴部
隆帯、沈線、爪形文;波状沈線

1 InGc

987・- 床上 9.5 深林 胴部
隆帯、キャタピラ文、沈線

ⅢAb

988・- フク+ 6.O 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、三叉文、爪形文

ⅢGc

989・58 フク+ 3.2 深鉢 胴部
斜位のRL縄文、押圧状の太い刻目をも
つ隆帯

ⅢGc

62号住居址

Iヌ1面・Iズl版 出上位揮 残存高

cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

98」0・- フク+ 6.2 深鉢訓縁部
隆帝、キャタピラ文、三角押文で波状文

ⅢAb

9811・- フク土 4.8 深鉢 胴部
刻[I・交互刺突をもつ隆帯、半隆起線

ⅢCb

9812・- フク土 6.0 深鉢 胴部
隆帝、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb



第45表出土土器一覧表

ー

l

l
l
1

Il
I

-]3-

図面・図版 出土位霞 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類

98」3・- フク土 且.4 深鉢 胴部
墜

矢羽根状刺突をもつ隆帯、半隆起線J刻
目文、交互刺突文、集合沈線

ⅢCb

98-14・- フク土 6.6 深鉢胴上部
爪形文をもつ隆帯、沈線、集合死線

ⅢEc

98-15・- フク土 1 5.3 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

98-16・- フク土 5.4 深鉢 胴部
隆帯、沈線、竹管状工具による再形刺突
文

ⅢCc

55号住居址

図面

図版
出土位置

口径
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

99」

58

フク土

((12.0))
19.8

6.O

口縁部
深鉢 胴部

底部

白糸4布無文。胴上部は刻目をもつ隆帯で
渦巻文を描き、その間に三叉文を施す。
胴部下半部はR縄文の斜位施文。  9b

99-2

58

フク土 1 (l9.4)
8.O

胴部
深鉢

底部

頚部に交互刺一突文をもつ貼付隆帝がめぐ
る。胴上部はRL縄文を縦位に施文。

9b

- ..

993

5S

フク土 (10.9) 深鉢 胴部

頚部に交互刺突と矢羽根状b交互刺突を
もつ隆帯がめぐる。胴部はRL縄文の縦
位施文。

「

9b

99-4

58

フク土

((23.2))

 (6.8) 浅鉢口縁部

大ぎ“く外側に張り出した隆帯F1印刻状
の沈線による渦巻文を施す。

図而・図版 出土位置 残存高

cnl

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

99-5・- フク土 5.7 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、波状沈線

ⅢAb

99-6・58 フク土 5.2 深鉢 胴部
隆帯、半截竹管押引文、波状沈線

ⅢAb

997・- フク土 3.9 深鉢 胴部
隆帯、爪形文、波状沈線

1 ⅢAb

99-8・58 フク土 3.4 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、↑ク管状乍“頁1り突に
よる波状文、沈線 ⅢAb

99-9・- フク土 6.O 深鉢口縁部
沈線、交互刺突をもつ隆帯、爪形文

ⅢGc

99」0・58 フク土 7.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、竹管状工具押引文、縄
文

ⅢGc

9911・58 フク土 6.5 深鉢 胴部
沈線、集合沈線

ⅢGc

99」2・58 フク土 4.O 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、三叉文

ⅢGc

9913・- フク土 5.6 深鉢 胴部
竹管め押圧状刺突を横にもつ隆帯、注“-
線、半隆起線 ⅢDc

99」4・- フク土 6.6 深鉢 胴部
斜位のRL縄文、沈線、磨消文

ⅢGc

9945・- フク土 5.9 深鉢 胴部
棒状工具による太い沈線、三叉文

ⅢGc



第46表出土土器一覧表

I

1

一74-

33号住居址

図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1001

59

床面

40.2

(49.2)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は沈線による楕円区画がなされ、さらに

太い沈線による渦巻文で4単位に区分する。胴

部は沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が垂

下する。地文はRLの縄文で、区画内は横位、

胴部は縦位に施文。

12a

埋莞

1002

59

35.4

(19.2)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯と沈線による楕円区画

がなされ、胴部には大柄の渦巻文を施

す。地文はRL縄文の縦位施文で、一部

異方向に施文されている。

12a

埋亮

南壁に近接

1003

59

(19.0) 深鉢 胴部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が
垂下する。地文はRL縄文の縦位施文。 12a

埋亮

南壁に近接

1004

60

床而

31.8

(24.6)
口縁部

浅鉢

胴部

頚部に幅広の沈線1条がめぐる。地文は
RL縄文の縦位施文。 12a

伏亮

1005

59

床面 (9.7)

6.6

胴部

深鉢

底部

沈線間が磨涌“された2ポニー1め懸垂文W-
垂下する。地文はRL縄文の縦位施文。 12b

伏尭内出土

1006

59

フク土

((18.6))
27,0

6.O

Ⅱ縁部

深鉢 胴部

底部

口縁部は沈線による渦巻文と楕円区画を
施し、胴部は沈線による2本一組の懸垂

文と蛇行沈線が交互に垂下する。地文は

LR縄文の縦位施文。
12b

1007

60

フク上

((38.8))

(27.O)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯と沈線による渦巻文と
楕円区画を施し、胴部は沈線間が磨消さ
れた2本一組の懸垂文が垂下する。地文
はLR縄文で、区画内は横位、胴部は縦
位に施文。

12b

1008

59

フク土

23.2

(21.8)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯と沈線による渦巻文と
楕円区画を施し、胴部は沈線間が磨消さ
れた2本一組の懸垂文が垂下する。地文
はRL縄文の異方向施文。

12b

10ト1

60

フク土

((13.6))
24.8

((4.4))

Ⅱ縁部

深鉢 胴部

底部

口縁部は太い沈線による渦巻文と楕円区
画を施し、胴部は沈線間が磨消された2
本一組の懸垂文が垂下する。地文はRL
縄文で、区画内は横位、胴部は縦位に施
文。

12b

101-2

60

フク土

((16.8))
(16.O)

l縁部
深鉢

胴部

面祿部は沈線による渦巻文t'Th再区画を
施し、楕円区画内には刻目を施す。胴部
は沈線間が磨消された2本一組の懸垂文
が垂下する。地文は櫛歯状工具による縦
位の条線。

12b

10ト3

60

フク土

((18.2))
(12.8)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は沈線による渦巻文と楕円を施
し、胴部は沈線間が磨消された2本一組
の懸垂文と蛇行沈線が交互に垂下する。
地文はLR縄文で、区画内は縦位、胴部
は横位に施文。

12b



第47表出土土器一覧表

ー]S-

図面

図版
出土位置

- 口径
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

10ト4

60

フク土

((25.4))
(14,2)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は太い沈線に!Σ渦巻文T楕円区“一
画を施し、胴部は沈線間が磨消された幅
広の2本一組の懸垂文が垂下する。地文
はLR縄文を縦位、一部斜位に施文。

12b

10ト5

60

小穴
((22.O))

(7.6)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は沈線による渦巻文と楕円区画を
施し、胴部は沈線間が磨消された2本一
組の懸垂文が垂下する。地文はLR縄文
の縦位施文。

12b

10ト6

60

フク土

((20,8))
(9,4) 深鉢口縁部

口縁部は隆帯はよるミニズク状突起を付
し、沈線による楕円区画内にLR縄文を
縦位に施す。 12b

10ト7

フク土

((47.0))
(29.0)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は太い"沈線によ2渦巻文ど楕円区
画を施し、胴部は沈線間が磨消された2
本一組の懸垂文が垂下する。地文はLR
縄文で、区画内は横位、胴部は縦位に施
文。

12b

10ト8

60

フク土

((26.8))
(9.0)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は)王線によ乞楕内区画を施しJ胴
部は沈線間が磨消された2本一組の懸垂
文が垂下する。地文はLR縄文の縦位施
文。

12b

10ト9

60

フク土

((25.6))
(8,4)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は沈線“による楕“丙区画を旙し、胴
部は沈線間が磨消された2本一組の懸垂
文が垂下する。地文はLR縄文の縦位施
文。

12b

101-10

61

フク土

((36.8))
(25,O)

口縁部
深鉢

胴部

胴部に逆U字状と推測される沈線を施
し、内側にRLの縄文を縦位に施文す
る。 12b

101-11

61

フク土 (14.8) 深鉢 胴部

胴部は沈線間が磨消された2本一組の懸
垂文が垂下する。地文はRL縄文の縦位
施文。 12b

10112

61

フク土 (13.2) 深鉢 胴部

“桐部は沈線間が磨消さπた2本-Mo懸
垂文が垂下する。地文はRL縄文の縦位
施文。 12b

101-13

61

フク土 (14.2)
7.0

胴部
深鉢

底部

胴部は沈線間が磨消された2本一組の懸
垂文が垂下する。地文はRL縄文の横位
施文。 12b

101-14

61

フク土 (9.6)

7.2

胴部
深鉢

底部

沈線による一懸垂文が垂Y+'r0地文はL
R縄文の縦位施文。

12b

101-15

61

床上 (15,O)

7.4

胴部
深鉢

底部

2本一組6隆帯とそれに伴う沈線による
懸垂文が垂下する。地文はRL縄文の縦
位施文。 12b
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ー

I

ー

I

-」ら一

図而

図版

出土位置

訓径

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1021

61

フクI

((18.O))

(13.6)

「1縁部

深鉢

胴部

l縁音Ⅱ罰:E帯によむ渦巻文と縦位の沈線
を施す。胴部は沈線間が磨消された2本
一組の懸垂文が垂下し、内側に斜佇の沈

線が施される。
12b

1022

61

フク十

((24.O))

(16.8)
L1縁部

深鉢

)]1司部

隆帯による突起丁内文を付す。太い沈線
を][1縁部には縦位にh也し、胴部には雑な
綾杉文を描く。 12b

102-3

61

フクl′

21.6

(20,0)
口縁部

深鉢

胴部

「I縁部に1条の沈線"をめぐらせ、そこか
ら逆U字状と推測される沈線間が磨消さ

れた2本一組の懸垂文が垂下する。内側
には斜位の沈線を施す。

12b

1024

62

床十 (18.2) 深鉢 胴部

隆帯に!『“2"本一組の懸垂文と列点を付
した隆帯が垂下する。地文はLR縄文の

横位施文。 12b

1025

61

フク上

((16.8))
1 (7.4)

ヒI縁部
深鉢

胴部

2本一組の平行沈線が地文として施さ
れ、横位にめぐらせたl条の沈線によっ

て口縁部と胴部を分ける。「1縁部には棒
状工具による円形刺突文を2列施す。

12b

1026

フク土 (13.4)
7.6

胴部

深鉢

底部

沈線間が磨消された2本組の懸乗文が
垂下し、内側に斜位の沈線が施される。

12b

1027

62

フク土 (2016) 深鉢 胴部

貼付隆帯による直線と蛇行の懸乗文が交
互に垂Fし、内側に弧状の沈線を縦方向
に連続して施す。 12b

1028

62

フク土

((26.4))

(15.2)

「1縁部

深鉢

胴部

両脇に沈線を伴う貼付隆帯が垂下し、沈
線による綾杉文を施す。

12b

1029

フク十

((49.2))
: (31./l)

「I縁部

浅鉢

胴部

Ⅱ縁部は無文。頚部に2本の沈線をめぐ
らせて口縁部と胴部を区切る。胴部はR
L縄文。 12b

10210

62

フク+ (22.2)

8.8

胴部

浅鉢

1 底部

胴上部に貼付隆帯による渦巻文と区画を

施し、区画内にRLの縄文を縦位に施文

する。 12b

図面・図版 出十位置 残右:117,

cm

器形の種

: 別・部位
文様構成 分類 備考

1031・- フク土 7.5 深鉢「」縁部
隆帯で区画、条線、沈線、磨泊帯、斜行

条線
Vf

1032・- フク+ 6.9 深鉢l縁部
隆帯で区画、沈線、渦巻文をもつ小突
起、裏面にも渦巻文

Vf

1033・- フク土 6,O 深林川縁部
平行沈線、Lの撚糸文、貼付降帯

Xl a
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一]]ー

図面・図版 出土位慣 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1034・- 土坑 9.3 深鉢口縁部
隆帯6楕円区画文・渦巻文、横位のRL
縄文、沈線、棒状工具押圧痕文

Vf

1035・- フク土 6.7 深鉢口縁部
隆帯セ区画、Lの撚糸文、沈線、磨消帯

Vf

1036・- 床上 8.8 深鉢 胴部
縦位めRL縄文、隆帯

Vb

103-7・- フク土 5.6 深鉢 胴部
縦位“ゐRL縄文、沈線、磨消帯

Vf

1038・- フク土  9,O 深鉢 胴部
隆帯・太い沈線で渦巻文、RL縄文、隆
帯沈線、棒状工具押圧痕文

Vf

1039・- 床上 12.9 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、沈線、′磨消帯“-

Vf

103-10・- フク土 7.7 深鉢 胴部
隆帯、Lの撚糸文、沈線、磨消帯

Vf

104-1・- フク土 9.2 深鉢 胴部
隆帯・太い沈線で渦巻文、縦位のRL縄
文、隆帯、沈線、棒状工具押圧痕文

Vf

1042・- フク土 10.8 深鉢 胴部
隆帯で区画文、縦位め“RL縄文、太い沈
線 Vf

1043・- フク土 10,4 深鉢 胴部
隆帯で渦巻文・楕円区画文、縦EのRL
縄文、沈線 一

Vf

1044・- 床上 5.8 浅鉢
太い刻み目を持つ隆帯、一沈線、棒状工具
による押圧痕文

Vf

104-5・- 床上 8.7 深鉢胴上部
隆帯“- -

Vf

1046・- フク土 11.2 深鉢 胴部
沈線で区画文、Rの撚系文 一

Vf

104-7・- フク土 8.3 深鉢 胴部
2条の太い沈線 一 "“

Ⅷ 称名寺

1048・- フク土 3,4 深鉢 胴部
隆帯と太い沈線、刷毛目一 -

Ⅷ 称名寺

34号住居址

図面

図版

出土位置
口径
器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 .分類 . 備考

105-1

62

1フク土

17.6

((27,8))
((5.8))

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は貼付による粘土紐と4つの突起
からなり、沈線による渦巻文を施す。胴
部は沈線間が磨消された2本一組の懸垂
文が垂下し、Lの縄文が縦位に施文され
る。

12b

105-2

62

フク土

18.O

(13.7)
口縁部

深鉢
胴部

口縁部は隆帯による楕阿区画を施し、胴
部には2本一組の沈線が垂下する。地文
はLR縄文の縦位施文。 12b

105-3

62

床上
17,0

22.8

5,2

口縁部
深鉢 胴部

底部

口紹蕩陣よ貼付匿帯と沈線“で渦巻文と楕円
区画を施し、胴部は沈線間が磨消された
2本一組の懸垂文と蛇行沈線が交互に垂
下する。地文はLR縄文で、区画内は縦
位、胴部は横位に施文。

12b

105-4

床上
((30.2))
(13.5)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は貼付による突起を一対付し、口縁に
沿って沈線をめぐらせ、沈線による渦巻文と楕
円区画を施す。胴部は沈線間が磨消された2本
一組の懸垂文が垂下する。地文はLR縄文の縦
位施文。

12b
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図面

図版

出土位置

「]径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1055

63

フク土

((21.O))
(11.O)

l縁部
深鉢

胴部

沈線によるやや稚拙な渦巻文と楕円区画

を施す。地文はLR縄文の斜位施文。

12b

1056

63

フク+

((38,8))

(16.5)
口縁部

深鉢

胴部

口縁に沿って沈線を1条めぐらせ、貼付隆帯と

沈線による渦巻文と楕円区画を施す。胴部は沈

線間が磨消された2本一組の懸垂文と蛇行沈線

が垂下する。地文はR縄文で、口縁部は異方向

に、胴部には縦位に施される。

12b

105-7

63

フク1゛.

((22.O))

(9.6)
[I縁部

深鉢

胴部

口縁部は沈線による楕円区画が施され、
胴部は沈線間が磨消された2本一組の懸

垂文が垂下する。地文はRL縄文の縦位
施文。

12b

1058

63

フク上

((37.6))

(l9.0)
I]縁部

深鉢

胴部

口縁部は隆帯と沈線ピT1渦巻文と楕円
区画を施し、頚部には1条の沈線がめぐ
る。胴部は沈線間が磨消された2本一組
の懸垂文と蛇行沈線が垂下する。地文は

RL縄文の縦位施文。

12b

1059

フク上

((27.2))

(14.6)
l」縁部

深鉢

胴部

口縁部は沈線による槓円“『画不施され、
その下から逆U字状と推測される沈線が

垂下する。地文はRL縄文の縦位施文。 12b

10510

63

フク+ (9.4) 深鉢 胴部

沈線間が磨消され万ン本一組の懸垂文が
垂下する。地文はRL縄文の横位施文。

12b

10511

床面 (20.5)

6.8

胴部

深鉢

底部

沈線間が磨泊S-れた2本一組の懸垂文が
8単位垂下する。地文はRL縄文の縦位
施文。

12b

埋尭

10512

63

フク+ (10,8)
7.2

胴:部

深鉢

底部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が

垂下する。地文はRL縄文の縦位施文。 12b

1061

63

床上

((27.2))

(25.4)
l」縁部

深鉢

胴部

口縁から“ろながる隆帯を垂下さぜ“4単位
区画する。区画内には蛇行沈線が垂下
し、間には斜位の短沈線が施される。

12b

1062

63

床山1
((20.O))

(19,6)
Ll縁部

深鉢

胴部

頚部にめぐる隆帯から隆帯“を垂下させ4
単位に区画する。内側には斜位の沈線が
施される。

12b

埋尭

1063

63

床上 (10,3) 深鉢 胴部

頚部にめぐ百貼付隆帯から垂下する隆帯
を貼付し、その接点に円形刺突文を施

す。内側には斜位の沈線が施される。
12b

1064

63

フク+

((21.6))
(11.0)

「[1縁部

深鉢

胴部

頚部にめぐる貼付隆帯から垂下する1条帯
を貼付し、その接点に円形刺突文が施さ
れ、そこから下方に向かい同じ棒状工具
による刻目を施す。口縁部と胴部の隆帯
間には沈線が施されている。

12b
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図面

図版

出土位置
口径

器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1065

63

フク土

((17.2))
(14.3)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部に一Tつゐ小突起を持ち、口縁(ご一
沿って円形刺突を施す。胴部には2本一
組の沈線による懸垂文と貼付によるわら
び手状文が交互に配され、その間に斜行
の沈線を施す。

12b

1066

65

フク土 (9.4) 深鉢 胴部

2本一組の沈線が垂下し、その間15f線
による綾杉文を施す。

12b

1067

65

フク土 (13.1) 深鉢 胴部

-3本一組の沈線と2本二組の蛇行沈“線が
垂下し、その間に斜位の沈線を施す。

12b

1068

64

床上
28.0

(27.2)
口縁部

深鉢
胴部

頚部にめぐる貼付隆帯から4本の垂下す
る隆帯を貼付し、その接点に円形刺突文
を施す。隆帯間に貼付によるわらび手状
文を配し、その間と口縁部には斜行沈線
が施される。

12b

1069

65

フク土

((30.6))
(14.6)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は棒状工具による縦方向の沈線を
施す。頚部は貼付による蛇行隆帝がめぐ
り、そこから貼付の蛇行隆帯が垂下す
る。胴部には地文として斜行沈線が施さ
れている。

12b

107-1

65

小穴
((39,6))

32.7

7.2

口縁部
浅鉢 胴部

底部

胴上半部に隆帯と沈線による渦巻文と楕
円区画を施し、区画内にRLの縄文を横
位に施文する。 12b

1072

65

フク土

((28.4))
(l8.8)

口縁部
浅鉢

胴部

胴上半部に隆帯と沈線による渦巻文と楕
円区画を施し、区画内にLRの縄文を縦
位に施文する。 12b

1073

フク土

((38.6))
(9.7)

口縁部
浅鉢

頚部

無文。

12b

1074

65

フク土 (22.2)
頚部

浅鉢

胴部

胴上半部に隆帯と沈線による渦巻文と楕
円区画を施し、区画内にLRの縄文を縦
位に施文する。 12b

107-5

フク土
((39,2))
(15.8)

口縁部
浅鉢

胴部

無文。

12b

1076

65

フク土

((17.2))
(25.4)

口縁部
浅鉢

胴部

無文。口縁部に穿孔あり。

12b

107-7

65

炉 (10.O) 深鉢 胴部

押引きによろ一刻目を持万隆帯でキⅣ円と三
角の区画を作出し、楕円区画内に縦位の
集合沈線を施す。

8b

炉体土器
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図而・図版 出十位置 残存嵩

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1081・65 フク土 9.0 深鉢[I縁部
l唇部に沈線、隆帯で区画文、RL縄

文、沈線、棒状工具刺突文
Vf

1082・65 フク上 10.3 深鉢「I縁部
隆帯で楕円区画文、集合沈線、太い沈線

Vf

108-3・64 フク+ 13,3 深鉢Ⅱ縁部
隆帯で区画文、縦位のRL縄文、沈線、

磨消帯
Vf

1084・64 フク+

フク上

7.9 深鉢「]縁部
隆帯で楕円区画文、横位のRL縄文、沈

線
Vf

8.3 深鉢1y二]縁部
隆帯で区画文、縦位のRL縄文、沈線

Vf1085・-

1086・- フク上 5.7 深鉢 胴部
貼fdflA帯▽“7凍泉J棒状王具刺突文 Xl f 1

108-7・- フク土 5.3 深鉢 胴部
隆帯、沈線、棒状][[具刺突文

Vf

1088・・ 小穴 6.7 深林 胴部 縄文、隆帯・沈線で渦巻文
Vf

1089・- フク土 19.2 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、沈線、磨消帝

Vf

10810・64 フク土 11,6 深鉢 胴部
隆帝で区画文、刷毛状工具による綾杉

文、沈線、棒状工具刺突文
Vf

「一“

10811・- フク上 3.6 深鉢叫縁部
無文

Vf

1091・- フク上 12,2 深鉢 胴部
綾杉文、沈線;一磨消帯 "

 Vf

1092・- フク+一 且.4 深鉢 胴部
kあ“縄文、一圧操一:逆七f文J7晶“巻文、磨
消帝

Vf

1093・- フク土 9.3 深鉢 胴部
沈線・磨消帯

Vf

109l1・- フク上 5、4 深鉢 胴部
Lの撚糸文、沈線、6泪帯 “

■■■■

 Vf

109-5・- 床上 9,6 深鉢l縁部
隆帝、沈線、横位のRLR縄文

Vf 1097と同一

1096・64 フク+ 15.8 深鉢 胴部
横位のRL縄文、沈線、磨消帯

Vf

1097・- ソ未 ト゜. 11,9 深鉢 胴部
隆帯、沈腺、R[“R縄文

Vf 1095と同一

1098・64 フク土 6.5 深鉢口縁部
隆帝・沈線で区画、縦・横・斜行条線

IVCc

1099・- フク土 4,8 深鉢訓縁部
沈線丁l1川文、斜行条線、口唇部に厠干"
文

IVBc

10910・- フク土 5.O 深鉢「1縁部
斜行条線・裏側に刻目文

IVBc

10911・- フク土 3.2 深鉢川縁部
条線、裏側に条線

IVBc

10912・- フク上 2.6 深鉢1」縁部
斜行条線、口唇部に斜行条線

1 I1'Bc

36サ住居址

図而

図版

1101

66

出土位置

口径

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類

フク土 (37.4)
頚部

深鉢

胴部

文様は5単位構成で、頚部に橋状把手を
貼付し、胴部には沈線による渦巻文と蛇
行の懸垂文を描く。地文はR撚糸文の縦
位施文。

Ⅵ 1 12a～b
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図而

図版

出土位雪

口径

器高

底径cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

1102

66

フク土

((20.0))
28.6

7.6

[1縁部

深鉢 胴部

底部

口縁部は渦巻状把手を4箇所を付し、沈

線による楕円を施す。胴部は沈線間が磨
消された2本一組の懸垂文が垂下し、8
単位に区画される。地文は櫛歯状工具に
よる条線。

12a～b

1103

66

炉
((20.O))

32.4

6.4

[1縁部

深鉢 胴部

底部

自縁部は貼付隆帯と沈線による渦巻fと
楕円区画を施す。胴部は沈線間が磨消さ
れた2本一組の懸垂文が垂下し、渦巻文
が1箇所描かれる。地文はRL縄文の異
方向施文。

12a～b

1104

66

フク土

((21.2))

(15.9)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯ど沈線による円『・楕
円形の区画が施され、胴部には逆U字状
の沈線が垂下する。地文はLR縄文の縦
位施文。

12a～b

110-5

66

フク土

((30.0))
(22.3)

口縁部
深鉢

胴部

口祿部は貼付隆帯と沈線による渦頁文で区画を
作出し、区画内に斜位の沈線を施す。頚部は1
条の隆帯をめぐらせる。胴部は沈線間が磨消さ
れた2本一組の懸垂文が垂下し、その間に綾杉
文が施される。

12a～b

1106

66

フク土

((34.8))
(30.5)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は隆帯L3t線によるiffi%文と楕円
区画を作出し、区画内に縦位の沈線を施
す。胴部は沈線間が磨消された2本一組
の懸垂文が垂下し、その間に綾杉文が施
される。

12a～b

1且1

67

フク土

((45.2))
(18.8)

口縁部
浅鉢

頚部

胴上半部に隆帯と沈線によ石“渦巻文と楕
円区画を施し、区画内にRLの縄文を縦
位に施文する。 12a～b

111-2

67

フク土

((30.4))
(13.9)

口縁部
浅鉢

頚部

胴上半部に険帯と沈線によろ渦巻文と楕
円区画を施し、区画内にLRの縄文を斜
位に施文する。 12a～b

111-3

67

炉

((36.8))
(18.2)

口縁部
深鉢

胴部

口碌部は刻目を持つ貼付隆帯によ“り4単
位に区画し、区画内には2本一組の隆帯
で十字文が描かれる。地文はR撚糸文。

9C

炉体土器

11ト4

66

フク土

((25.4))
(12.6)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は隆帝と沈線による渦巻文と楕円
区画が施され、胴部は沈線間が磨消され
た3本一組の懸垂文が垂下する。地文は
RLR縄文の縦位施文。

12a～b

且ト5

67

フク土

20.6

16.5

6.4

口縁部

浅鉢 胴部

底部

口縁部に沿ってヘラ状l具による沈線勿<
2条めぐる。地文はLR縄文の斜位施
文。 12a～b

1116

67

フク土

((13.6))
20.2

5.2

口縁部

壺 胴部

底部

口縁部は無文。頚部に隆帯をめぐらせ上
下に竹管状工具による沈線を施し、一対
の把手を付す。胴部は沈線間が磨消され
た2本一組の懸垂文が垂下する。地文は
LR縄文の縦位施文。

12a～b

111-7

68

フク土 (10.4)

5.6

胴部

深鉢

底部

線間が磨消された2本一組の懸垂文“が垂
下し、その間に雑な集合沈線が斜位に施
される。
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図面

図版

出土位置

-11径

器高

底径cm

器形の種

別・部(s;j
文様構成 分類 備考

11ト8

67

炉

18,8

(13.0)
口縁部

深鉢
胴部

口縁部は貼付隆帯による4箇所の突起を
付し、渦巻文と楕円区画を施す。胴部は
内側が磨消された逆U字状の沈線が垂下
する。地文はRL縄文で、区画内は横
位、胴部は縦位に施文。

12a

11ト9

67

フク土

((47.2))

(15.0)
口縁部

深鉢

頚部

口縁部は無文。頚部は貼付隆帯に連続す
る刻日と小円孔を施す。

9a

1121

67

炉
((24.O))

(15,6)
口縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯と沈線による渦巻文と
楕円区画を施す。胴部は沈線間が磨消さ
れた2本一組の懸垂文が垂下する。地文
はRL縄文の横位施文。

12a

112-2

68

フク土

((40.8))
(15.O)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯と太い沈線による渦巻

文と楕円区画を作出し、胴部は沈線間が
磨消された2本一組の懸垂文が垂下す

る。地文はLR縄文で、区画内は縦位、

胴部は横位に施文。

12a～b

1123

68

フク土

((21.2))
(10.6)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部に沿って細い沈線を2条めぐら
せ、その下に2条の沈線による連弧文を
描く。地文はやや間の開いた櫛歯状工具
による縦位の条線。

12a～b

1124

68

フク土

((26.O))
(7.6)

口縁部

深鉢

胴部

口縁部下方に沈線を1条めぐらせ、その

下に細い櫛歯状工具による縦位の条線を
施す。 12a～b

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

1125・- フク土 5.2 深鉢口縁部
隆帯と太い沈線で渦巻文

Vf

1126・- フク土 4.4 深鉢口縁部
隆帯、太い沈線、縄文

Vf

112-7・- フク土 6.2 深鉢口縁部
条線、沈線、磨消帯

Vf

1128・- フク土 6.l 深鉢口縁部
隆帯で渦巻文・区画文、条線、沈線

Vf

1129・- フク土 7.2 深鉢口縁部
縦位のLR縄文、沈線、弧線文

Ve

11210・- フク土 5.7 深鉢口縁部
隆帯で楕円区画、斜位のRL縄文、沈
線、棒状工具刺突文

Vf

112」1・- フク土 4.9 深鉢口縁部
隆帝と太い沈線で渦巻文、縦位のLR縄
文

Vf

11242・- フク土 11.3 深鉢口縁部
隆帯モ渦巻文・区画文J沈線、磨消帯

Vf

11213・- フク土 4.6 深鉢 胴部
隆帯丁沈線、櫛歯状文“--

Vf

11214・- フク土 5,8 深鉢 胴部
沈線、磨消帯J集合沈線

Vf

11215・- フク土 4.9 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、沈線、磨消帯

Vf

11216・- フク土 5.1 深鉢 胴部
縦イΣ(7)RL縄文、沈線:“磨消帝、蛇行沈
線 一 -

Vf

112l7・- フク土 5,4 深鉢 胴部
隆帯で“区画文、縄文、沈線-

Vf



第55表出土土器一覧表

ー

1

1

1
1

:

-83-

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

11218・- フク土 5.8 深鉢 胴部
Lの撚糸文、7t線で文オ『 -

Vd～f

11219・- フク土 10.2 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、沈線、磨消帯

Vf

11220・- フク土 8.7 深鉢胴上部
隆帯で渦巻文;沈線、条線、刻目文

Vf

11221・- フク土 9.5 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、沈線、磨消帯

Vf

1131・- フク土 6.9 深鉢 胴部
縄文、沈線、磨消帯、渦巻文

Vf

1132・- フク土 6.4 深鉢 胴部
斜行条線、隆帯、沈線

Vf

1133・- フク土 7.1 深鉢 胴部
太い隆帝、沈線、条線

Vf

1134・- フク土 7.8 深鉢 胴部
条線、沈線、無文帯

Vf

1135・- フク土 6.1 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、沈線、′磨消帯

Vf

1136・- フク土 6.0 深鉢 胴部
櫛歯状文

Vf

1137・- フク土 7.O 深鉢 胴部
沈線で区画文、条線

Vf

1138・- フク土 8.5 深鉢 胴部
縦位のRLR縄文、沈線J磨消帯 

Vf

1139・- フク土 9.2 深鉢 胴部
沈線、磨消帝、縦位のRLR縄文、太い
沈線で文様

Vf

11310・- フク土 7.3 深鉢口縁部
条線、沈線、磨消帯

Vh

11311・- フク土 6.6 深鉢口縁部
条線

Vh

11312・- フク土 11.2 深鉢口縁部
条線、棒状工具による111突文 "-

IVBc

11313・- フク土 9.1 深鉢 胴部
条線、沈線

Vf

113」4・- フク土 5.2 深鉢 胴部
沈線、斜行沈線

IVBc

11315・- フク土 5.4 深鉢 胴部
条線、沈線

IVBc

113」6・- フク土 8.O 深鉢 胴部
沈線、綾杉文

IVCc

113」7・- 床上 5,7 深鉢 把手
隆帯、沈線、刻目

ⅢHc

11318・- フク土 3.0 深鉢 胴部
条線

Vh

38号住居址

図面

図版
出土位置

口径 一“-
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

114」

炉 (13.2) 深鉢 胴部

隆帯を交差させ文様を描く。地文はLの
撚糸文。

10a

1142

68

フク土

((20.0))
(25.4)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は有孔の渦巻状把手を付し、剣先文を含
む楕円区画で2単位区画。胴部は頚部の無文帯
と横位の隆帯で分けられ、縦位の隆帯で2単位
に区画される。内側には隆帯による渦巻文を施
す。地文はRL縄文の縦位施文。

10c
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目]血・図版 出土位習 残行高

cn1

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

1143・- フク土 743 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、沈線、刻目文

Ⅲ-C

1144・- フクl′、 5,1 深鉢口縁部
隆帝、撚糸文ミ沈線 ““一

Va 10a～b

1145・- フク+ 6,9 深鉢]]縁部
Lの撚糸文、隆帯、沈線

Va 10a～b

1146・68 フク土 5.9 深鉢川縁部
Lの撚糸文、隆帝・沈線で渦巻文

Vb : lOa

11ト7・68 フク+. 4.3 深鉢口縁部
Lの撚糸文、隆帝、沈線

Vb 10a

39号住居址

図面

閃版

出土位買

「l径

器高

底径CⅡ1

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1148

68

フク土 (944) 深鉢 胴部

細い隆帯を網状に貼付する。上部には棒

状王具による刺突を持つ隆帯がめぐる。

10a

図而・図版 出十位置 残存高

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1149・- フク上 5,1 深鉢 胴部
半隆起線、沈線、爪形文、竹管状工具刺
突文、波状沈線

ⅢCb

114」0・- フク土 4,9 深鉢「I縁部
Lの撚糸文、棒状王具押1工痕をもつ隆帯

10a

114」1・- フク+一 6.2 深鉢 頚部
Lの撚糸文、爪形文をもつ隆帯

Ⅲ-C

11412・- フク+ 5.5 深鉢 胴部
刻「1をもつ隆帯、集合沈線

1 ⅢEc

11413・- 床上 5,5 深鉢 胴部
隆帯、集合沈線

ⅢGc

11414・- フク+ 8.7 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線、集合沈線

Ⅲ

11/115・- フク+ 9.9 深鉢 胴部
沈線、Lの撚糸文

10a

114」6・- フク土 4.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帝、沈線、集合沈線

ⅢEc

57号住居址

図面

目]版

出土位置

一口径

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 1 分類 備考

1151

68

フク土

21.2

(16.6)
1コ縁部

深鉢

胴部

粘土紐を水“平方向に2本、その間には波
状に貼付して区画する。波頂には小突起
を付し、沈線による渦巻文を描く。地文
はLR縄文。

10b

1152

68

フク土

((27,2))

(8.2) 深鉢口縁部

貼付隆帯による渦巻文と楕円区画を作出
し、渦巻文の下には縦位の隆帯を付す。

区画内にはLの撚糸文を施文。 10b

1153

69

フク+

((26.2))
(22.2)

口縁部

深鉢

胴部

]」縁部は貼付隆帯と沈線による渦巻文と

楕円区画を施す。胴部は頚部の無文帯と

横位の沈線で分けられ、弧状の沈線がめ
ぐる。地文はLR縄文で、区画内は縦

位、胴部は横位に施文する。

lla
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図面

図版

出土位置
口住

器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類

1 I
備考

1154

69

フク土

((32.0))
(25,O)

口縁部
深鉢

胴部

白縁は貼付隆帯と沈線による渦巻文で区
画。頚部にめぐる2条の沈線から2本一
組の沈線と蛇行沈線が垂下する。地文は
RL縄文で、区画内は横位、胴部は縦位
に施文。

lla

1155

68

フク土

((27.6))
(15.8)

口縁部
深鉢

胴部

目繰部は貼付隆帯による波状の文様を描
く。胴部は垂下する隆帯と、LRの縄文
が横位に施される。 10c

1156

69

1フク土 (9.8) 深鉢 頚部

沈線による渦巻文・蛇行文を施す。地文
はLR縄文の横位施文。

10c

1157

69

フク土

((24.8))
(17,1)

口縁部
深鉢

胴部

貼付隆帯による横S字状の崩れた渦巻文
を描く。地文はLR縄文の縦位施文。

10c

1158

69

フク土 (24.O)
17.2

胴部
深鉢

底部

隆帯による2本一組の懸垂文と蛇行隆帯
が垂下する。地文はLの撚糸文。

10b

1159

69

フク土 (18.2)
((9.2))

胴部
深鉢

底部

頚部に1条の隆帯をめぐらせ、そこから
垂下する隆帯を付す。地文はLR縄文の
横位施文。 10c

115-10

69

フク土 (7,9) 浅鉢

隆帯で渦巻文と区画を描き、隆帯上に刻
目を施す。

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

116-1・- 床上 4.l 深鉢口縁部
隆帯、沈線、渦巻文-“-

Vb

1162・- フク土 4,7 深鉢口縁部
Lの撚糸文、隆帯で渦巻文 

Vb

1163・- フク土 6.O 深鉢口縁部
縄文“:“隆帯で渦巻文

Vb

116-4・- フク土 6.2 深鉢口縁部
縄文、隆帯、沈線

 Vb

1165・- フク土 5.6 深鉢口縁部
隆帯、沈線、集合沈線、一“口唇部に渦巻文

Vb

1166・- フク土 4,4 深鉢口縁部
隆帯、Lの撚糸文、沈線 “-

Vb

1167・- フク土 3.3 深鉢口縁部
隆帯、沈線、集合沈線“ "“

Vb

116-8・- フク土 6,7 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯、沈線

Vb

1169・- フク土 4.9 深鉢 胴部
縄文、隆帯、沈線

Vb

116-10・- フク土 3,7 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、隆帯

Vb

116-11・- 床上 5.9 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯

Vb
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図面・図版 出土位質 残存高

cn1

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

11612・- フク土 6.8 深鉢 頚部
隆帯、沈線、集合沈線

Vb

116」3・- フク土 4.1 深鉢胴下部
条線、隆帯

Vb

11614・- フク土 6.2 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯、沈線

Vb

11615・- フク土 8.7 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯

Vb

11616・- フク土 6.9 深鉢11縁部
沈線による渦巻文、隆帯

IVBa

116l7・69 フク土 4.O 深鉢 胴部
竹管状工具刺突文、棒状工具刺突文をも
つ円形隆帯

IVBa

11618・69 フク土 8.4 深鉢 胴部
隆帯、波状隆帯、集合沈線

IVBa

11619・- フク上 5.7 深鉢 胴部
斜行沈線、貼付粘土紐

IVBa

11620・- フク土 6.8 深鉢 胴部
条線、刻目をもつ隆帝

IVBc

41・60号住居址

図而

図版

出土位置

[」径

器高

底径cm

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1171

70

床面

((31,4))

(21.4)

川縁部

浅鉢

胴部

隆帝による渦巻文で2単位に区画。各単
位の中央にさらに小型の突起状の渦巻文
を施し、区画内に縦位の沈線を施文す

る。

lla

埋尭

1172

70

フク土

((29.4))

(24.4)
叫縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯による渦巻文と楕円区
画を施す。胴部は2本一組の隆帝と蛇行

隆帝が垂下する。地文はLの撚糸文。 10b

1173

70

フク土

((30.2))

(37.6)
口縁部

深鉢

胴部

目縁部は貼付隆帯による渦巻文と楕円区
画を施す。胴部は2本一組の隆帯と蛇行
隆帝が垂下する。地文はRL縄文の縦位
施文。

lla

117-4

70

フク+

((31.4))

(39.0)
1▽]縁部

深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帝による渦巻文と区画を
施す。頚部は無文で、下端に浅い沈線が
めぐる。地文はLの撚糸文。 10c

117-5

70

フク土

((25.6))

(13,O)
訓縁部

深鉢

頚部

口縁部は隆帯と沈線による渦巻文と区画
を施す。頚部は無文で、下端に3本の平
行沈線がめぐる。地文はRL縄文の縦位
施文。

10b

1176

70

フクI二

((46,4))

(21.6)
L1縁部

深鉢

胴部

口縁部n貼付隆帯と沈線による渦巻“rと
区画を施す。頚部は無文。胴部は3本一
組の平行沈線で渦巻文などを描く。地文
はRL縄文。

lla

1181

71

フク土

((17.6))
22.3

4.8

「I縁部

深鉢 胴部

底部

口縁部は隆帯と沈線ばよる渦巻文と楕円
区画を施し、胴部は沈線間が磨消された

2本一組の懸垂文と蛇行沈線が垂下す

る。地文はRLR縄文の縦位施文。
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図面

図版

出土位置

白“径
器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類

1182

71

フク土

((23.6))
(14.0)

口縁部
深鉢

頚部

口縁部は沈線nよる渦巻文と矛雨区画を
施す。地文はRL縄文。

1183

71

フク土 (且.2) 深鉢 胴部

3本一組6沈線が垂下する。地文はRL
縄文の横位施文。

12b

1184

71

1フク土 (7.4)
6.8

1」1
深鉢 1

底部

櫛歯状工具による粗C▽条線を施す。 -

1185

7。よ

34.8

(io.o)
口縁部

頚部

頚部にジ“本の隆帯がめく゛゛る。

1186

71

フク土
((10.O))
((16.2))
6.0

口縁部
深鉢 胴部

底部

無文

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種

別・部位 文様構成 分類 備考

1187・- フク土 5.8 深鉢 胴部
隆帯ミ“一半截竹管一“顯天注線 -

ⅢAb

1188・- フク土 3.5 深鉢胴下部
半隆起線;一刻目文、爪形叉

ⅢCb

1189・- フク土 5.2 深鉢 胴部
隆帯、角押丈丁波状沈線 

ⅢAb

1iis-io・- フク土 6,2 深鉢 胴部
隆"帯丁キャタピラ文、縄文、波]]K沈線

ⅢAb

118-11・- フク土 6.7 深鉢 胴部
隆帯、一キャタピラ文τぜ角押文で波状文

ⅢAb

118-12・- フク土 6.2 深鉢 胴部
隆帯、刻目をもつ隆帯7キャタピラ文ミ
三角押文 一

ⅢAb

118-13・- フク土 5.4 深鉢 胴部
棒状工具押圧Kをもつば帯、半截竹管押
引文、波状沈線、沈線

ⅢAb
1 "

118-14・- フク土 2.5 深鉢 胴部
半隆起線、爪形文、波妖沈線一"

ⅢCb

11815・- フク土 3.4 深鉢口縁部
半隆起線、爪形文

ⅢCb

118-16・- フク土 3.3 深鉢口縁部
刻下蚕もつ隆帯、沈線、一錐状エー具-WU突
文、爪形文

ⅢGc

118-17・- 小穴 4.O 深鉢口縁部
隆帯、沈線、竹管状工π刺突文一一

ⅢGc

且シ18゜- フク土 4.9 深鉢口縁部
有節平行線文、条線、沈線

Ⅲ-C

118-19・- フク土 6.7 深鉢口縁部
刻目をもつ隆帯、沈線、刻目文

ⅢGc

118-20・- フク土 3.4 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、集合沈線

ⅢGc

118-21・- フク土 4.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯J沈線、爪形文-

ⅢGc

11822・- フク土 4.6 深鉢 胴部
沈線、一棒状工具抑庄痕 一一一

ⅢGc
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国而・図版 ]1毘七位Ⅱ(H 残右″l'l':1

cm

器形の種

別・部位
文株構成 分類 備考

11823・- フク土 3,0 深鉢 胴部
沈線、棒状工具押圧痕

1 ⅢGc

11824・- フク上 1 3.5 深鉢 胴部
半隆起線、横位のRL縄文、刻目文

Ia-c

11825・- フク土 3.5 深鉢 l洞部 国川をもつ隆帯、縦位のRL縄文7“沈線
Ⅲ-C

11826・- フク土 3.1 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、キャタピラ文、縄文

ⅢAb

1191・- フクヒ 8,3 深鉢 胴部
隆帯、沈線で渦巻文

ⅢGc

1192・- が 7.4 深鉢 胴部
棒状王具刺突をもつ円形隆帯、隆帯、1t
線、竹管状王具刺突文

ⅢGc

1193・- フク+一  5.8 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、集合沈線、刻]」文

IIIG c

1194・- フク土 4,2 深鉢 胴部
刻[」をもつ隆帯、縦位のRL縄文

1 Ⅲ-C

1195・- 炉 4.5 深鉢 胴部
沈線、爪形文

1 Ⅲ-C

1196・- フク上 5.3 深鉢 胴部
矢羽根状刺突・刻目をもつ隆帝

ⅢDc

1197・- フク+ 6.4 深鉢 胴部
欠羽根状刺突をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

1198・- 1フク+ /1.5 深鉢 胴部
1′:隆起線、沈線、交互刺突文、刻目文

ⅢCb

1199・- フク土 8.5 深鉢 胴部
ヘラ状工具刺突をもつ隆帝、沈線、集合
沈線、棒状工具押圧痕

ⅢGc

11910・- フク+ 7.7 深鉢 胴部
爪形文をもつ隆帯、沈線、集合沈線

ⅢGc

11911・- フク上 8.2 浅鉢「I縁部
沈線、刻1」文

Ⅲ C

11912・- フク上 9.9 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯

Va

119」3・- フク上 7.5 深鉢 胴部
Lの撚系文、沈線、波状平石゛沈線

Va

119」4・- フク+一 3.3 深鉢口縁部
縄文、半隆起線で区画

Xl b

11915・- フク土 5、1 深鉢L]縁部
Lの撚糸文、″隆帯・沈線で区画

Vb

11916・- フク土 4.4 深鉢訓縁部
Lの撚糸文、隆帯・沈線でド画・渦巻文

Vb

11917・- フク上 4.2 深鉢]二I縁部
縦位のRL縄文、隆帯で区画

Vb

11918・- フク上 12,4 深鉢[」緑部
隆帯で楕円区画・渦巻文、横位のRL縄
文、沈線

Vb

11919・- フク上 7.0 深鉢L1縁部
縦位のRL縄文、沈線

Vb

1201・- フク士一 6.3 深鉢 胴部
斜位のRL縄文、沈線

Vb

1202・- フク+ 5,0 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯、沈線

Vb

120-3・- フク土 5.6 深鉢 胴部
隆帯で区画、縦位のRL縄文、沈線

Vb

1204・- 小穴 5.O 深鉢「]縁部
糸従位のLR縄文、隆帯・沈線で渦巻文

Vc

1205・- フク上 5、3 深鉢「]縁部
隆帯、沈線

Vc

1196・- フク+ 6,6 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、沈線

Vc 1207と同一

1207・- フク土 12.2 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、沈線

Vc 1206と同一



第61表出土土器一覧表
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図面・図版 出土位置 残存高

cnl

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1208・- フク土 5.9 深鉢 胴部 Lめh糸文、沈線、無文帯一"
Vc

1209・- フク土 8.6 深鉢 胴部
半隆起線、貼打蛇行隆帯

IVBa

46号住居址

図面

図版
出土位置

1」径
器高
底径cnl

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

l2ト1

71

フク土 (15.0) 深鉢 胴部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文と
わらび手状の沈線が垂下する。地文はR
L縄文の縦位施文。 12b

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1212・71 フク土 7.9 深鉢口縁部
隆帯、縄文、沈線で渦巻文

Vf

12ト3・- フク土 3.9 深鉢口縁部
縦位のRL縄文、沈線

Vf

12ト4・- フク土 7.4 深鉢口縁部
縄文、沈線で区画

Vf

12ト5・- フク土 6.4 深鉢口縁部
沈線で渦巻文

Vf

1216・71 フク上 4.4 深鉢口縁部
隆帝、縄文、沈線

Vf

121-7・- フク土 8.5 深鉢口縁部
RL縄文、沈線、磨消帯

Vf 12ト8と同一

12ト8・- フク土 9.3 深鉢 胴部
縦・横位のRL縄文、沈線J磨消帯、蛇
行沈線

 Vf 12ト7と同一

12ト9・- フク土 io.o 深鉢 胴部
隆帯、沈線、縄文

Vf

121-10・- フク土 6.7 深鉢口縁部
条線、針状工具の刺突をもつ貼付隆帯

IVBc

121-11・71 フク土 7.2 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、沈線、磨消帯

Vf

121-12・71 フク土  8.3 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、沈線、一磨消帯 -

Vf

121-13・- フク土 6.4 深鉢 胴部
太い沈線、斜行沈線

Vf

121」4・- フク土 5.O 深鉢 胴部
条線、半隆起線文 一

IVCd

121-15・- フク土 5.5 深鉢 胴部
半1起線文J“波状貼付隆帯 -

1IVBb

47号住居址

図面

図版

1出土位置
口径
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

122-1

71

:フク土

((30.4))
(14.O)

口縁部
深鉢

胴部

太い沈線による渦巻文と楕円区画を施
す。地文はLR縄文。

12b



第62表出土土器一覧表
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図而

図版

出土位置

口径

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1222

71

フク土

19.2

(13.4)
口縁部

深鉢

胴部

沈線間が磨消された逆U字状の沈線が垂
下し、内側に櫛歯状工具による条線を縦
位に施す。 12b

1223

71

フク土 (11.5)
6.O

胴部

深鉢

底部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が

垂下し、その間に雑な綾杉文を施す。

122-4

フク土 (14.9) 深鉢 胴部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が
垂下する。地文はRLR縄文の縦位施

文。

図而・図版 出土位置 残存高

cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

122-5・- フク土 5.4 深鉢口縁部
条線、沈線

Ve

1226・- フク土 3.8 深鉢 胴部
Rの撚糸文、沈線

Vd

1227・- フク土 3.6 深鉢l」縁部
沈線で横S字文

Vf 12215と同一

122-8・- フク土 5.5 深鉢口縁部
横位のRL縄文、沈線で楕円区画

Vf

1229・- フク土 7.7 深鉢目縁部
隆“帯で楕円区画・渦巻文、縄文、沈線

Vf

12240・- フク土 6.5, 深鉢口縁部
太い沈線で渦巻文

Vf

12211・- フク土 5.7 深鉢口縁部
隆帯で区画、縄文

Vf

122」2・- フク土 4.8 深鉢口縁部
隆帯・太い沈線で区画、棒状工具押圧痕

Vf

12213・- フク土 4.8 深鉢口縁部
隆帯、沈線

Vf

12214・- フク土 5.3 深鉢目縁部
沈線、磨消帯て一斜行沈線

Vf

12215・- フク土 2.9 深鉢口縁部
沈線で横S字文

Vf 1227と同一

12216・- フク土 6.4 深鉢 胴部
縦位のL縄文、沈線、磨消帯

Vf

12217・- フク土 6.4 深鉢 胴部
Lの撚糸文、沈線、磨“消帯一

Vf

12218・- フク土 6.2 深鉢 胴部
隆帯:“大い沈線で区画、斜行注原“-

Vf

12219・- フク土 5.O 深鉢 胴部
沈線、斜行沈線

Vf

12220・- フク土 5.8 深鉢 胴部
横位め'RL縄文、沈線、磨消帯"

Vf

122-21・- フク土 6.1 深鉢 胴部
縦位のLR縄文、蛇行沈線、沈線、磨消

帯
Vf

12222・- フク土 5.9 深鉢 胴部
密・粗に右巻Lの撚糸文、沈線

Vf

123l・- フク上 9、0 深鉢 胴部
隆帯で楕円区画・渦巻文、縄文、沈線

Vf

1232・- フク土 7.6
深鉢

把手・胴部

太い沈線で文様
Vf

1233・- フク土 7.4 深鉢 胴部
縄文、隆帯・太い沈線で区画

Vf llc
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図而・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1234・- フク土 5.1 深鉢 胴部 縦位めRLL縄文、沈線、磨消帯一 “-
Vf

- “-

1235・- フク土 : 6.5 深鉢 胴部
縄文、微隆起線文、磨消帯

V g

56号住居址

図面

図版
出土位置

口径
器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1236

72

炉
((34.4))
(25.6)

口縁部
深鉢

胴部

口“祿部は-3本ど-2本6沈線I=よる連弧文
が2段表出され、その下には三角文も描
かれる。胴部は沈線で縦位区画され、区
画内には斜位の沈線が施される。

12a

炉体土器

1237

72

フク土

((23.2))
(13.7)

口縁部
深鉢

胴部

貼付隆帯による突起}渦巻文が付きれ、
斜位の沈線が施される。

. llc

図面・図版 出土位置 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1238・- フク土 5.8 深鉢口縁部
斜位めLR縄文“ "-

Ⅲ-C

1 “ -

61号住居址

1 図面

.図版
出土位置

自径
器高

底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

124-1

72

フク土

((23.6))
(13.6)

口縁部
深鉢

胴部

口縁部は貼付隆帯一と沈線によ一る楕円区画
を施す。胴部は沈線間が磨消された2本
一組の懸垂文が垂下する。地文は斜位の
沈線。

12a

124-2

72

床面 (17.O) 深鉢 胴部

ハケ状工具による縦位の条線を施す。
12a

埋尭

124-3

72

フク土 (9.0) 深鉢 胴部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が
垂下する。地文はRL縄文の縦位施文。

124-4

72

床上 (且.9) 深鉢 胴部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が
垂下する。

124-5

72

床上
((30.0))
(11.6)

口縁部
深鉢

胴部

"白縁部下に浅い沈線をめぐらせ、RLの
縄文を縦位に施す。

1246

72

フク土 (10.7)
5.0

胴部
深鉢

底部

刻『を持ら懸垂隆帯を4単位施し、その
間に長U字状の隆帯を貼付する。

12a
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図而・図版 出土f立置 残存高

cm

器形の種
別・部位

文様構成 分類 備考

1247・72 フク土 4./1 深鉢口縁部
令腑消された棉文、プ(い沈線、隆帝

Vf

1248・72 フク土 4.7 深鉢川縁部
隆帝、人い沈線、LR縄文の押圧J良

Vf

124-9・- フク上 7.3 深鉢「]縁部
隆帯で区画、横位のRL縄文、沈線

Vf

12410・72 フク+ 6.2 深鉢[]縁部
1(Y帯で渦巻文、太い沈線 “

隆帯、人い沈線

Vf

V f124」1・72 フク土 6.5 深鉢[I縁部

12412・- フク上 5.5 深鉢 胴部
竹罰天主其に丁る刺突「もつ隆帯、L艮一
縄の押圧痕、沈線

Vf

124」3・72 小穴 9.1 深鉢 胴部
縄文、蛇行沈線、沈線、磨消帯

Vf

124」4・- フク上 10.3 深鉢訓縁部
沈線

Vf

125」・- 床[一 10.4 深鉢 胴部
隆帯で区画、横・恋位のRL縄え、沈
線、磨消帝

Vf

125-2・- フク」一 1 5.8 深iイ\ 胴部
縦位のR1、縄文、蛇行注線、沈線

Vf

125-3・- フク上 5.7 深鉢 胴部
隆帯で渦巻文て縄文、沈線

'll f

1254・- フク土  4.8 深鉢 胴部
縄文、虻行沈線、沈線

Vf

1255・- フク土 9.4 深鉢胴」・部
縄文、沈線、磨消帯

Vf

1256・- フク上 6.0 深鉢 胴部
縦位のL縄文、沈線、磨消帝

Vf

125-7・- フク土 4.6 深鉢 胴部
縦位のR[縄文、沈線、磨消帯

Vf

59号住店址

図而・図版 出上丁17置 残右一高

cnl

惇形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

125-8・- フク土 6.5 深鉢胴下部
横位のRL縄文、隆帯

Vb

1259・- フク上 7.9 深鉢 胴部
Lの撚糸文、隆帯

V b

土 塘

♂0
図版

出土位阪1

l」径 1
器高 1
底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

126」

73

52号十 :
33.6

46.2

8.2

1 訓縁部

深鉢 胴部

底部

[」縁部は太い沈線“i了IZ"渦巻文と楕円区
画を施し、胴部は沈線間が磨消された間
隔の広い2本一組の懸垂文力唾下する。
地文はLR縄文。

12a

1262

 73
53号土

28.9

(14.4)
訓縁部

深鉢

胴部

「1縁部は沈線による渦巻文と区画を表出

し、胴部は沈線間が磨消された2本一組

の懸垂文が垂下する。地文はRL縄文

で、口縁部は異方向に、胴部は縦位に施

文。

12a

1263

73

53号土

24,2

29.2

 7.6

「]縁部

深鉢 胴部

1 底部

口縁部は隆帯と渦巻文で区画を表出し、

胴部は沈線間が磨消された間隔の広い2
本一組の懸垂文が垂下する。地文はRL

縄文を不規則に施文。
12a
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図“面 I

図版

ドー

出土位置
口往

器高
底径cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1264

73

54号土
((40.0))
33、0

8,8

口縁部
浅鉢 胴部

底部

太0“)沈線で渦巻文と楕“内区画を表出し、
区画内には縦位の短沈線を施す。胴部は
櫛歯状工具による条線を縦位に施文す
る。

12a

1265

73

55号土

 旧

((26,4))
42.6

11,6

口縁部

深鉢 胴部
底部

交互刺突・矢羽根状刺突を持つ貼付隆帯
で渦巻文と三角区画を作出し、区画内に
は王叉文や玉抱三叉文などを充填する。 9b

126-6

73

56号土
((18,4))
(14.8)

口縁部
鉢

胴部

左右に展開する渦巻文の中央“をやそ盛り
上げる。 12a

有孔鍔付土器

126-7

73

56号土

21.6

(12,6)
口縁部

浅鉢

胴部

無文。

12a

遺構外

図面

1 図版

出土位置

口径 一-
器高

 底径cm

器形の種
別・部位

■

文様構成

「″-- “-

分類 備考

127-1

74

包含層 (11,8) 深鉢 胴部

3本一組の平行沈線と波状文で崩れた抽
象文を描き、貼付隆帯による突起を付
す。地文はRLの縄文を不規則に施文す
る。

7b～8a

127-2

74

包含層 (14.7)
11.2

(13.8)

胴部
深鉢

底部

斜行する2本一組の沈線で2条のキャタ
ピラ文を挟み、周囲に波状沈線を施す。

隆帯と沈線による直線や円形などで文様
を描き、隆帯上には部分的に爪形文を付
す。

7b～8a

深鉢 胴部

127-3

74

包含層
9a

127-4

74

包含層
((23.2))
(6.4) 深鉢口縁部

爪『文をもつ貼侍隆帯で楕円R画を表出
し、内側に押引文を施す。胴部はR縄文
の斜位施文。 8b

127-5

74

包含層
((22.4))
(且.8)

口縁部
深鉢

胴部

口縁は山形の突起から貼付隆帯が垂下
し、さらに口縁部の区画から胴部の懸垂
文に連結する。突起部と口唇部には刻目
をめぐらせ、隆帯上にも刻目を施す。

7b

127-6

74

包含層
((44.6))
(12.0) 深鉢口縁部

口縁部は2本の貼付隆帯がめぐり、その
間に2本一組の貼付隆帯による横S字状
文を施す。地文はRL縄文の斜位施文。 10b
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図面

図版

出土位置

口径

器高

底径cnl

器形の種

別・部位
文様構成 分類 備考

1277

74

包含層 (45.O)

((12、O))

胴部

深鉢

庭部

頚部は無文。胴部は太い粘土紐を貼付

し、その中央に沈線を施して2本の隆帯

を描く。地文はLの撚糸文。 10b

1278

74

包含層 (12.5)

6.8

胴部

深鉢

底部

やや間隔のIる条線を施文し、沈線によ
る渦巻文を施す。

-- -- -. 1

1 1C

127-9

74

包含層 (11,6) 1

7.6

胴:部

深鉢
底部

}D踵“間が磨消され712一本一組の懸垂文3く
垂下する。地文はRL縄文の縦位施文。

12b

12710

74

包含層 (10.7)
6.8

胴部

深鉢

底部

沈線間が磨消された2本一組の懸垂文が
垂下する。地文はLR縄文の横位施文。

12b

12711

74

包含層 (14.2) 1

8.O

胴部

底部

地文はRL縄文の縦位施文。

127」2

74

包含層

27.6

(12.0)
l縁部

浅鉢

胴部

無文。

12713

包含層

((27.0))

(20.4)

口縁部

深鉢

胴部

無文。

'12714
包含層

((20.O))

(18.6)
レ縁部

深鉢

胴部

地文はRL縄文で、全面に不規則に施
文。

図而・図版 出上位置 残右〈高

cm

器形の種
別・部位

文様構成

「“----“-

分類 備考

1281゜- 包含層 4.8 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、三角押文で波状文

nlAa

1282・- 包含層 4.7 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、縦位のLR縄文、

半截竹管刺突による波状文
1ⅢBb

1283・- 包含層 4.9 深鉢 胴部
縄文、刻目をもつ隆帯、キャタピラ文、
波状文

ⅢBb

 1284・- 包含層 4.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、縄文、半截竹管刺

突による波状文
1 ⅢBb

1285・- 包含層 7.7 深鉢「二I縁部
Lゐ“隘系文でi尤線、円形磨消文

1 Ⅲ-b

1286・- 包含層 5.5 深鉢 胴部
半寵R“線、集合沈線

ⅢCb
1287・8と同

1287・- 包含層 5.9 深鉢 胴部
半隆起線、集合沈線

ⅢCb
1286・8と同

1288・- 包含層 9.3 深鉢 胴部
半隆起線、刻目をもつ隆帯

ⅢCb
1286・7と同
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図面・図版 出土位質 残存高

cm

器形の種
別・部位 文様構成 分類 備考

1289・- 包含層 6.5 深鉢 胴部
縄文、貼付隆帯、キャタピラ文

ⅢBb

128-10・- 包含層 10.9 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、王角押文

ⅢAb

128-11・- 包含層 8.0 深鉢 胴部
平行沈線、蓮華文、集合沈線

ⅢCb

12812・- 包含層 4.9 深鉢 胴部
沈線、交互沈線、爪形文をもつ隆帯

ⅢDc

12813・- 包含層 5.4 深鉢口縁部
縦位のRL縄文

ⅢBb

128」4・- 包含層 6.3 深鉢 胴部
交互刺突・刻目をもつ隆帝、沈線、竹
管・半截竹管刺突文 ⅢDc

12815・- 表土 7.4 深鉢 胴部
刻目をもつ隆帯、沈線、集合沈線

ⅢGc

12816・- 表土 6.8 深鉢 胴部
隆帯、沈線、交互刺突をもつ隆帯

ⅢHc

12817・- 包含層 6.9 深鉢 胴部
隆帯、沈線で渦巻文

Ⅲ-C

12818・- 包含層 8.5 深鉢 胴部
隆帯、キャタピラ文、半截竹管押引文、
波状沈線 ⅢAb

128-19・- 包含層 9.5 深鉢 頚部
隆帯、沈線、刻目文

ⅢDc

12820・- 包含層 14.3 深鉢 胴部
矢羽根状刺突をもつ隆帯、沈線

ⅢGc

129」・- 包含層 4.9 深鉢口縁部
隆帯、2条の竹管状工具押引文

Ⅳ

1292・- 包含層 4.2 深鉢口縁部
口唇部に渦巻状突起、隆帯、三角押文

Ⅳ

1293・- 包含層 5.2 深鉢口縁部
刻目・貼付粘土紐をもつ隆帯、角押文、
竹管状工具刺突文 Ⅳ

1294・- 包含層 4.2 深鉢口縁部
沈線をもつ隆帝、隆帯で区画、口唇部と
区画内に2条の角押文 Ⅳ

1295・- 包含層 6.9 深鉢口縁部
隆帝で楕円区画、複数の角押文

Ⅳ

1296・- 包含層 6.O 深鉢 胴部 隆帯、摘み状突起、竹管状工具押引文
Ⅳ

1297・- 包含層 5.1 深鉢 胴部
隆帯、沈線 - -“ “-

Ⅳ

1298・- 包含層 3.9 深鉢 胴部
隆帯、沈線、爪形文 一 “-

Ⅳ

1299・- 包含層 4.5 深鉢口縁部
隆帯“そ区画・渦巻文τ[の撚糸文、it-
線、半截竹管刺突文 Va

129-10・- 包含層 4.4 深鉢口縁部
口唇部(=刻目をもつ隆帯、Lの瀾糸文、
沈線 Va

129-11・- 包含層 5.4 深鉢口縁部
横位のL撚糸文、隆帯

Va

129」2・- 包含層 5.4 深鉢口縁部
[ゐ撚糸文、隆帯 一-

Vo

129-13・- 包含層 4.2 深鉢口縁部
横位ゐL撚系文、棒釈f具め押圧痕をも
つ突起、隆帯で区画、沈線 Vo

129-14・- 包含層 5.9 深鉢 胴部
Lの撚糸文J一搏状工其挿圧痕をもつ隆帯

Vo

129-15・- 包含層 4.O 深鉢 胴部
Lの撚糸文、沈線

Va

129-16・- 包含層 4.2 深鉢 胴部
隆帯、Lゐ撚糸文ミ爪形文をもろ貼付隆
帯、沈線 Va

129-17・- 包含層 6.6 深鉢口縁部
隆帯、沈線で区画・渦巻文、集合沈線

Vb

129-18・- 包含層 7.1 深鉢口縁部
縦位めRL犀文、隆帯、沈線で区画J禍
巻文 Vb



第68表出土土器一覧表

一96-

図面・図版 出十位置 残存,Hl・1

cm

悦形の種
別・部位

文様構成 分類
■

備考

肩“位“めRL縄文、沈線で渦巻文
Vb12919・- 表土 9.O 深鉢 胴部

12920・- 包含層 6,4 深鉢 胴部
縦位のLR胤文、沈線 -

Vg

12921・- 包含1・〆( 6.O 深鉢 胴部
Lの撚糸文、貼付隆帝で文様

Vb

12922・- 包含層 3.7 深鉢「]縁部
イ面Σl““太い沈線、棒状1:具押圧痕 

Vg

1301・- 包含層 6.6

7.6

深鉢[]縁部
縄文、沈線、棒状工具押圧痕

Vg

深鉢口縁部
隆帯で区画、縦位のRL縄文、沈線

Vb1302・- 表土

130-3・- 包含層 8.5 深鉢口縁部
隆帯で渦巻文、縄文、沈線、磨消帯

Vf

Vb1304・- 包含層 8.8 深鉢l縁部
隆帯で区画、横位のRL縄文、死線で渦
巻文

1305・- 包a層 つ.l 深鉢ヒ1縁部
竹管条工具刺突文をもつ隆帝、爪形文、

縄文、沈線
Vf

1306・- 包含層 5.4 深鉢 胴部
隆帯・沈線で区画、斜行条線

Vf

1307・- 撹乱 4.l 深鉢L]縁部
縄文、一沈線〒bらび手状文

Vg

130-8・- 包合層 7.7 深鉢[I縁部
隆帯、縄文

Ⅴ g

1 -

1309・- 包含層 4.3 深鉢[I縁部
条線

I1'Bc

13010・- 包含層 3.8 深鉢 胴部 蛇行隆帯、条線
ⅣBc

13011・- 包含層 4,4. 深鉢口縁部
条線、沈線

IVCd

13012・- 包含層 4.8 深鉢 胴部
縦位のRL縄文、貼付隆帯

IVAb

13013・- 包含層 7.4 深鉢「I縁部
条線、沈線

IVCd

13014・- 包含層 6.1 深鉢 胴部
゛01“・4“11゜51

IVAb

130-15・- 包含層 1 4.6 深鉢ヒI縁部
斜格子状に貼付隆帝 「“-

ⅣBb

13016・- 包含層 7.5 深鉢 胴部 条線、隆帯、沈線
I17Cc

130」7・- 包含層 5.5 深鉢 胴部
波状貼付隆帯・条線 “

IVBc

lVCc130」8・- 包含層 8.4 深鉢 胴部
隆帯;““沈線一ご一条線

13019と同一

13019・- 包會層 6.5 深鉢 胴部
隆帯、沈線、条線

IVCc 130」8と同一
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25号住居址

図而・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

」オ1

- g

分類 備考

13ト1・75 打製石斧 床上 砂岩 (6.7) 4.4 1.6 51.5 ICa3

13ト2・75 打製石斧 フク土 安山岩 7.0 2.5 1.5 26.9 IAbl

13ト3・75 打製石斧 フク土 砂岩 (5,3) 3.O 1.3 20.6 Ⅰ--6

13ト4・75 打製石斧 フク土 粘板岩 (7.8) 4.7 0.8 32.O Ⅰ--2

131-5・75 打製石斧 床上 安山岩 (6.5) 3.3 4.8 94、8 Ⅰ--5

13ト6・75 打製石斧 フク土 砂岩 (9.7) 4.0 2.3 107.8 Ⅰ--6

1317・75 打製石斧 小穴 安山岩 8.7 4.9 2.2 116.8 ICa1

13ト8・75 打製石斧 フク土 砂岩 8.3 6.1 1.7 88.1 IAh1

1319・75 打製石斧 フク土 砂岩 10.4 4.3 1 1.l 1 72.8 ICe 1

131-10・75 打製石斧 小穴 砂岩 11.2 5.1 2.5 151.2 IAa1

131-11・75 打製石斧 フク土 粘板岩 13.4 (5.7) 1.7 128.2 1--2

13112・75 打製石斧 フク土 砂岩 12.O 4.8 1.5 115.2 IAal

13ト13・75 打製石斧 フク土 砂岩 9.2 5,5 1.5 1 95.5 IBal

1321・75 打製石斧 床上 砂岩 12.O 6.4 2.0 170.O IBi 1

1322・75 打製石斧 フク土

1 “

 安山岩 12.5 8.4 2.9 260.5 IAa1

1323・75 打製石斧 フク土 砂岩 (9.1) 7.2 2.8 186.7 IVBgl

1324・75 打製石斧

 日■

フク土 砂岩 (9.1) 6.2 1.9 118.1

 Ⅱ■

IAg3

1325・75 磨石 炉 イヒ岡石 32.6 13.1 8.6 5000.0 Ⅱb ・枦石

1326・75 磨石 フク土 砂岩 8,0 4.5 3.4 l73.4 Ⅱb

26号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質
■

長さ

■ cnl

1
1 cm

厚さ
1 cm

重量

1 g
分類 備考

133」・75 石鍬 フク土 チャート 3.2 1.6 0.6 2.0 Ⅱb1

1332・75 石城 フク土 黒曜石 2、1 1.7 0,4 1.O Ibl

1333・75 石械 フク土 黒曜石 (2、O) (0.8) 0.4 0.6 Ib2 ・ 3

1334・75 楔形石器 フク上 黒曜石 2.2 1.6 0.6 2.O Ⅲ

133-5・75 楔形石器 床上 黒曜石 2、O 1.4 0.6 1.5 Ⅳ

1336・75 剥片 フク土 黒曜石 3.1 1,8 0.7 3,O 使用痕有り

1337・75 剥片 フク土 黒曜石 2.O 4.1 0.8 4.0 二次加工有り
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1338・75 石匙 フク土 粘板岩 6.3 (6.4) 1.1 78.O IAb2

1339・75 石匙 フク土 粘板岩 10.5 3.6 1.5 51.O ⅡAb

133」0・75 石匙 フク+. 安山岩 (4.3) (5.6) (1.5) 24.O IA-

133」1・76 打製石斧 フク土 砂岩 12.3 5.O 2.O 140,O ⅡAal

133」2・76 打製石斧 フク土 砂岩 11.8 4.6 1.5 116.0 IAa3

13313・76 打製石斧 フク土 粘板岩 7.1 3.7 1.2 32.O VDi 1

133」4・76 打製石斧 床上一 砂岩 15.6 4.8 3.3 240.0 IAa 1

13315・76 打製石斧 フク土 砂岩 12.6 5.1 2.5 179,0 IAal

13316・76 打製石斧 床上
ホルン

フェルス
12.5 4.4 1.9 109.O ICg3

134」・76 打製石斧 フク土
ホルン

フェルス
8.5 5.3 1.2 64.2 IVBgl

1342・76 打製石斧 フク土 安山岩 8.7 6.8 2.1 113.O IVAgl

134-3・76 打製石斧 フク上 砂岩 10.8 3.8 1.8 90,0 ICal

1344・76 打製石斧 フク上 安山岩 1144 4.7 2.6 144.O IBc1

1345・76 打製石斧 フク土 粘板岩 12.2 5.0 1.7 102.O IDg3

1346・76 打製石斧 フク土 砂岩 11.0 4.2 1.5 96.0 IAhl

1347・76 打製石斧 床上 安山岩 10.4 8.6 1.6 133.0 IVAi 1

134-8・76 打素 フク土 砂岩 13.7 7.8 3.6 589.0 V

1349・76 打素 フク土 砂岩 12.4 4.8 2.O 123.9 Ⅴ

134」0・76 掻器 フク土 砂岩 7.3 9.0 1.7 146,7 IAa

1351・76 石皿 炉 イヒI間石 (17,1) (10.5) (6.8) 1568.O Ⅲ 炉石

27号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

- cm

重量

g

分類 備考

1352・77 石鍼 フク土 チャート 3.3 1.7 0.4 1.6 Ⅱa1

1353・77 石做 フク土 チャート 3.O 1.6 0.4 1.2 Idl

135-4・77 石週 フク土 黒曜石 (1.4) 2.0 0.4 1.O -b3

1355・77 削器 フク土 黒曜石 3.8 2.8 1.0 8.0 ICc

1356・77 掻器 フク上 粘板岩 5.4 8.0 l.2 45.O IAa

135-7・77 打製石斧 フク土 粘板岩 3.3 3.1 0.8 8.O IVBi 1

1358・77 打製石斧 フク土 砂岩 (7.8) 4.5 1.7 83.O IAa3
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1359・77 打製石斧 フク土 粘板岩 7.5 5.6 1.4 65.0 IVAdl

13510・77 打製石斧 フク土 珪質頁岩 6.1 5.9 1.5 54.0 IVAa2

135-11・77 打製石斧 フク土 粘板岩 9.6 4.5 1.9 104.0 IBal

13512・77 打製石斧 フク土 砂岩 9.8 4.2 1.1 48.0 IAa l

135」3・77 打製石斧 フク土 砂岩 7.1 5.7 1.4 59.0 IVAdl

1361・77 打製石斧 フク土 安山岩 6.5 5.6 1.5 50.0 IVBbl

1362・77 打製石斧 フク土 砂岩 8.7 3.6 1.3 46.0 IAal

1363・77 打製石斧 小穴 砂岩 9.0 5.1 1.4 71.0 ICdl

1364・77 打製石斧 フク土 砂岩 10.8 5.4 1.5 81.0 ⅡAcl

1365・77 打製石斧 フク土 安山岩 10.9 3.9 1.4 59,0 IBal

1366・77 打製石斧 土塘 安山岩 10.9 3.8 1.6 70.0 IAdl

1367・77 打製石斧 フク土 砂岩 12.2 4.9 1.4 90.0 IAa1

1368・77 打製石斧 小穴 砂岩 11.8 4.5 2.1 110.0 IAa1

1369・77 打製石斧 フク土 粘板岩 11.0 5.O 1.4 76.O ICal

13610・77 打製石斧 床上 砂岩 12.7 4.7 2.2 l28.O IAa1

136」1・77 打製石斧 フク土 砂岩 12.4 5,4 2.4 103.0 ICc1

13612・77 打製石斧 フク土 粘板岩 (11.6) 5.2 1.2 72.O IBb3

1371・77 打製石斧 フク土 安山岩 8.5 7.1 2.1 116.0 IVCcl

1372・77 打製石斧 フク土 砂岩 10.1 7.2 2.4 119.0 IVDal

1373・77 打製石斧 フク土 安山岩 13.6 7.4 2.3 215.0 ⅢAal

1374・78 打製石斧 フク土 砂岩 14.9 6.2 2,5 208.0 ⅡAel

1375・77 打製石斧 フク土 砂岩 13.9 5.4 2.0 165,0 ⅡAal

1376・78 打製石斧 フク土 砂岩 (13.5) 5.9 2.5 188.0 IAd3

1381・78 打製石斧 フク土 砂岩 (12.2) 5.1 2.8 148.0 IAd3

1382・78 打製石斧 フク土 凝灰岩 (11.4) 5.3 2.9 223.0 IAb3

1383・78 打製石斧 フク土 安山岩 (10.3) 6.5 3.2 235.0 Ⅰ--2

1384・78 磨製石斧 フク土 凝灰角礫岩 (8、O) (5.2) (3.8) 194.0 Ⅰ--5

1385・78 石匙 フク土 粘板岩 7.5 6.2 1.6 54.O IAa3

1386・78 石匙 フク土 安山岩 10.1 5.7 1.3 61.O ⅡB

1387・78 磨石 フク土 砂岩 11.2 8.6 5,O 675.O Ib
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図而・図版 種別 出十位貿] . 石質 長さ

cnl

幅

cnl

厚さ

cnl

重量

g

分類 備考

1388・78 磨石 フク土 花崗閃緑岩 10.7 7.0 4.3 460.O Ib

1389・78 剥片 フク土 安山岩 8.0 3.3 1.2 21.1 調整4i-り

13810・78 礫器 フクl゛- 砂宕 11.1 10.9 5.1 605.O

1391・78 打素 フク土 砂岩 12.0 5.6 2.8 199.O Ⅴ

1392・78 打素 フク土 砂岩 9.5 7.4 1.0 75.0 へl

1393・78 打素 フク土 硬砂岩 (449) (10.5) (3.8) 206,O V

29号住居址

目而・目版 種別 出十位置 石質 1 長さ

cm

幅

cm

厚さ 
cm

重整

g

分類 備考

1394・80 石i族 フク土 黒曜t1 1.7 1.3 0.3 0.4 Ial

139-5・80 石銑 フク土 黒曜石 1.9 2.0 0,5 1.3 Ibl

1396・80 石械 フク]゛ 頁岩 2.6 (1.6) 0.3 1.0 Ia4

1397・80 イ]遊 フク土 黒曜石 2.8 2.2 0.4 1.3 Ibl

1398・80 石匙 フク上 頁岩 2.6 5.1 0.8 6.0 IAa1

1399・80 打製石斧 フク+ 砂岩 10.8 4.3 1,3 67.4 IAd3

13910・80 打製石斧 床 ト一 る少岩 9.4 4.2 1,9 66.8 ICdl

13911・80 キ〕製石斧 フク+ 頁岩 6.9 3,1 1.3 34.4 ICbl

1401・80 打製石斧 フク土 凝質砂岩 10.2 544 3.0 210.O IAa1

1402・80 打製石斧 フク1- 砂畳 1095 4.4 1.5 78.4 IAdl

1403・80 打製石斧 小穴 粘板岩 10.5 4.5 1.0 45.2 IAcl

1404・80 打製石斧 フク土 砂岩 13.0 5,8 1.7 144,3 IAdl

1405・80 キ〕製石斧 フク土 粘板岩 12.1 4.9 2.O 139.8 ICal

1406・80 打製石斧 小穴 砂岩 12.0 4.8 1.4 102.0 IBc1

1407・80 打製石斧 フク+ 砂岩 12.O 8.2 1.7 149.O IVBcl

140-8・- 打製石斧 フク十 砂岩 (9,2) 7.2 2.7 186.8 I--4

1409・80 打製石斧 フクI 砂岩 11.9 1 6.1 川.9 1 150.6 IAdl

14010・80 打製石斧 フク上 砂署: 10.0 7.2 2,7 158.9 IVCdl

 14ト1・80 打製も斧 フク+ 粘板岩 12.4 6.7 2.7 220.O IBdl

1412・80 打製石斧 床1・ 砂岩 11.7 18.7 2.5 275.O ⅣAal

141-3・80 打製石斧 フク土 砂≠: : 12,O 7.7 2.8 215.O IVAbl
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

141-4・80 打製石斧 小穴 砂岩 (10.1) 8.5 2.2 240.0 エー-4

141-5・80 掻器 フク土 安山岩 7.8 5,9 1,O 50.9 IAa

1416・80 打製石斧 フク土 硬砂岩 15,6 6,7 2.9 465,0 1 ICal

1417・80 礫器 フク土 安山岩 8.6 7,3 4,1 210.0

142-1・80 叩き石 フク土 砂岩 16.7 5.4 4.3 1 611.0 Ⅱb

142-2・80 磨石 小穴 花崗岩 (8.5) (8.4) (5.5) : 525.O Ia

142-3・80 磨石  フク土

 ■

1 砂岩

1 --

(9.5) (8.2) (5.1) 506.0 Ib

30号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1424・81 剥片 床上 流紋岩 6.2 3.1 1.9 32.O 使用痕有り

142-5・81 剥片 床上 安山岩 5、8 2.2 0.9 11.l

142-6・81 小形礫 床上 安山岩 5,3 1.7 0.7 7.0 調整有り

1427・8l 打製石斧 フク土 砂岩 16,1 6,4 2.6 265.0 ⅡBdl

1428・81 打製石斧 フク土 安山岩 11,1 4,2 1.7 69.O Ⅰ--2

1429・81 打製石斧 フク土 珪質頁岩 8.5 4.5 1.7 64.0 IAcl

143-1・81 打製石斧 フク土 砂岩 9.8 6.7 2.4 130.0 IVBdl

1432・81 打製石斧 フク土 砂岩 (9.5) (5.5) (3.6) 228、O Ⅰ--5

143-3・81 打製石斧 フク土 千枚岩 10.6 5.5

5、0

1.8 117.O ⅡCa3

1434・81 打製石斧  フク土 砂岩 9.8 2.2 126.0 IAd1

1435・81 石匙 フク土 砂岩 (6,6) 6.1 1.6 74.0 IAa1

1436・81 スタンプ フク土 硬砂岩 6.5 7.4

3.7

5.O 336.O ⅡBc

1437・81 磨石 フク土 花崗岩 14.7 2.7 242.O Ⅱa

1438・81 磨石 フク土 砂岩 (7.2) (10.3) (3,7) 360.0 Ia

28号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

144-1・79 打製石斧 フク土 砂岩 (8.9) 3.6 1.0 39,4 Ⅰ一-6

1442・79 打製石斧 フク土 硬砂岩 (7.9) 4.4 1、6 1 74.6 1 ICa3

1443・79 打製石斧 フク土 砂岩 (8.7) 5.3 2.5 119.2 Ⅱ一-5
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同面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cnl

重量

g

分類 備考

144]・79 打製石斧 フク+ 安山岩 12.3 5.9 1.8 136.O IAf1

144-5・79 打製石斧 フク土 砂岩 13.2 9.O 2.7 310.O ⅢCdl

1446・79 打製石斧 フク土 硬砂岩 9.1 4.9 2.9 188.6 IAc 1

1447・79 打製石斧 フク上 砂岩 (8.8) 7.4 2.8 200.O ICb3

1448・79 打素 フク土 粘板岩 7.1 4.9 1.3 42.8 Ⅴ

145」・79 磨石 フク土 イヒ岡一石 8.8 8.6 3,1 350,0 Ia

1452・79 磨石 フク土 砂岩 10.6 6.8 5.9 620.0 m

1453・79 石皿 フク上 緑泥片岩 (15.8) (9.9) (3.O) 595.O エ

1454・79 石皿 フク土 イヒ[『☆J石 (19.2) (14.3) 7,5 2700.O Ⅱ

1455・79 石皿 フク土 緑泥片岩 (19.O) (10.7) (4.1) 1080.O Ⅱ

32号住居址

図面・図版 種別 出上位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

146」・81 石鍼 フクニヒ 黒曜石 1.6 1,1 0.3 0.3 Ⅱdl

1462・81 石銑 床上 黒曜石 1.6 1.5 0.4 0.8 Ibl

1463・81 石銑 フク+ チャート 1.8 1.3 0.3 0,8 Ibl

1464・81 石撤 フク土 安山岩 2.6 1.4 0.4 1.3 Ibl

1465・81 掻器 フク土 珪質頁岩 (2.4) (2.3) (0.7) 2.6
欠損品のため

分類できず

1466・81 掻器 床上 珪質頁岩 6.4 5.3 1.8 43,0 IAc

1467・82 掻器 フク土 珪質頁岩 4,9 3.5 1.5 19.O IAa

1468・82 削器 フク十一 桔板岩 5.9 4.O O16 13.O IAb

1469・82 石槍 フク+ 安l]l岩 8.0 3.3 1.1 29,5

14610・82 利製石斧 フク+ 粘板岩 6.9 4,3 1,3 39,O IAb1

14611・82 打製石斧 土塘 千枚岩 9.7 4.8 1.6 82.0 IAe1

14612・82 打製石斧 土塘 砂岩 9.0 5.O 2.7 128.O IAa1

14613・82 打製石斧 フク上 粘板岩 10.6 4.9 2,1 92、O IAc 1

14614・82 キ〕製石斧 フク上 砂岩 12.0 4.2 2.2 131.O IBbl

146」5・82 利製石斧 小穴 砂青 11.1 (7.0) 2.4 175,O IVBi6

1471・82 打製石斧 フク+
ホルン

フェルス
12.3 4.0 1.8 85.O IBbl

1472・82 打製石斧 1 小穴 砂岩 11.6 4.6 2.5 139.O IAa 1
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図而・図版  種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

- g

分類 備考

1473・82 打製石斧 フク土 1 砂岩 13.3 5.4 1.4 80.O ICc 1

1474・82 打製石斧 フク土 砂岩 (io.g) 9.3 2.0 155.0 IVCj3

147-5・82 打製石斧 床上 砂岩 (10.9) 6.2 2.8 206.0 ⅡBi3

1476・82 打製石斧 フク土 砂岩 (10.6) (8.4) (3.5) 44040 Ⅰ--4

1477・82 打製石斧 フク土 砂岩 14.8 5.3 2、8 275.O ICbl

1478・82 打製石斧 土塘 安山岩 (10.7) (9.0) (2.0) 209.O IAh5

1481・82 磨製石斧 土塘 凝灰岩 (8.3) 5.5 3.1 238.O ⅡAb5

1482・82 剥片 フク土 泥岩 8.3 2.9 1.1 39.O

148-3・82 1 磨石 フク土 砂岩 11.9 6.5 3.9 4l6.0 Ib

1484・82 磨石 土塘
-多孔質
■安中岩

9.5 8.4 5.6 850.O
■

Ⅲ

1485・82 石皿 床上

ド “

角閃安山岩 27.4 10.3 7.O 3400.0 Ⅰ

148-6・82

 ■■

石皿 フク土 砂岩 17.7 16.6 3.0 1304.O Ⅱ

35号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

- cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

- 鮫

分類 備考

149-1・83 石倣 フク土 安山岩 (1.9) 1.5 0.3 0.5 Ⅱb2

1492・83 石銖 フク土 1チャート 腰“).9)
1 -

(1.4) 0.4 1.4 「Ⅱd2.4

149-3・83 打製石斧 フク土 珪質頁岩 10.O 3.5 1.8 63.0 ICfl

149-4・83 打製石斧 フク土 砂岩 1 10.O 1 5.1 ・ l.8 105.0 1 IBe1

1495・83 打製石斧 小穴 砂岩 10.9 4.1 2.O 102.O IBdl

149-6・83 打製石斧 小穴 安山岩 9.4 5.2 2.4 145.0 ICi l

149-7・83 打製石斧 フク土 砂岩 8.O 4.5 1.1 51.0 IAc1

1498・83 打製石斧 小穴 砂岩 17.4 4.8 2.0 271.0 ICbl

1 149-9・83 打製石斧 フク土 砂岩 15.8 4.2 1 2.5 1 166.0 1 ICbl

14910・83 打製石斧 フク土 砂岩 13.3 5.3 2.4 142.0 IAcl

14911・83 打製石斧 床上 安山岩 (7.5) 6.2 2.2 90.O IAg5

14912・83 打製石斧 フク土 安山岩 (7.2) 4.5 1.6 75.O IBa5

14913・83 打製石斧 フク土 珪質頁簑 (6.5)
ド ー
3.7 1.8 44.O IBh5

 - “

150-1・83 打製石斧 フク土  安山岩 (9.7) (5.1) 1 2.9 108.0 1 IAh5

150-2・83 1 礫器 フク土 安山岩 1 6.5 7.6 3.0 179.0
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国1f「1・図版 種別 出十位置 石質 長さ

(甲

幅

cm

厚さ

cn]

重量 分類

1503・83 磨石 角ξトー 砂岩 9.9 7.7 3,6 375.0 Ib

国面・I川版 種別 出ヒ位挿′ 石質 長さ

cn)

幅1

cm

厚さ 
cm

玉量

g

分類

1504・83 打製石斧 フク+ 枯板1: 6,9 5.5 1,6 58.O ⅣBcl

1505・83 打製石斧 フ ク ニ[二 半占板笠; (6.O) 4.4 : 1.0 28,0 lAb3

1506・83 打製1I斧 フク土 釉板岩 (11.4) 4.8 2.1 127.O 1--6

安山岩 10.3 4.2 1,6 1 98,0 lAa11507・83 打製石斧 フク1-

1508・83 打製石斧 フク1- 砂岩 9.9 3.4 1.3 48.0 lBhl

1509・83 打製石斧 小穴 粘板岩 13.1 6.6 2.5 225.O 2Bc1

150-10・83 打製石斧 フク1二 砂岩 (9.8)  4.5 1.8 105.O 1--6

151」・83 打素

打素

フク上 砂岩 15.9 9.4 3,4 530.0 Ⅴ

1512・83 フク+ . 砂岩 15.4 6.O 3.3 414.O Ⅴ

1513・- 分割礫 フク+ 砂岩 9.7 11.7 6.0 1061,O

151]・84 石冊 フク土 緑泥片岩 (16.3) (14.6) 3.6 1055,0 Ⅰ

15ト5・84 石皿 フク土 緑泥片岩 (19.4) (26.O) 6.6 14250.0 1 Ⅰ

15ト6・- 剥14 フク上 粘板岩 1 4.9 1 2.6  0.9 11.O
両極に打点有

り

40号住居址

図面・図版 オ重別 Fl'[Lf.i'7:1a計 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cnl

重量

g

分類 備考

1521・84 打製石斧 フク上 砂t:- 6.5 3.0 1.5 37.7 IAhi

1522・84 打製石斧 フク1- 安山岩 : 8.O 6.3 1.O 52.3 ⅣAcl

1523・84 打製石斧 フク土 粘板岩 (7.0) (6.0) (1.9) 73.O Ⅳ--2

1152′1゜84 打製石斧 フク+ 枯板岩 10.8 4.O 1.5 83,9 ICc 1

■

1525・84 打製石斧 フク土 }疑灰岩 11.2 4.5 2.2 142.0 IAi 1

1526・84 打製石斧 フク上 安山岩 11.5 6.2 2.7 167.O IAgl

1 1527・84 打製石斧 フク土 砂岩 (12.1) 5.4 2.O 159.3 IAd3

1528・84 打製右1斧 フク上 砂岩  且.8 : 4.8 2.8 196.0 IAe1

1529・84 打製石斧 フクト 砂岩 13.6 4.2 1.8 98.O IBhl

15210・84 l打製石斧 フク上 砂岩 12.7  6.4 2.7 245.0 IBi 1
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

15211・84 叩き石 フク土 粘板岩 9.8 3.0 2.4 78.0 Ⅱb

42号住居址

図而・凹版 種別 出土位置 石質 長さ

cn1

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1531・84 石週 フク土 黒曜石 (1.6) 1.5 0.3 0.5 Id2

1532・84 石錐 フク土 黒曜石 1.9 1.5 0.5 0.9

1533・84 石錐 フク土 黒曜石 2.9 1.2 0.6 1.8

1534・84 掻器 フク土 黒曜石 3.5 4.6 1.0 11,9 IAa

1535・84 打製石斧 フク土 安山岩 (8,8) (4.8) 1.6 69.6 Ⅰ--6

1536・84 打製石斧 フク土 砂岩 (7.3) (6.7) 3.1 164.6 Ⅰ--5

1537・84 打製石斧 フク土 砂岩 11.3 4.5 1.8 92.5 ICc1

1538・84 磨石 フク土 砂岩 13.6 7.4 4.4 730.0 Ib

1539・84 磨石 土塘 砂岩 15.1 9.5 5.0 1005.O Ib

153」0・84 打素 フク土 砂岩 12.7 4.4 1.9 119.1 Ⅴ

45号住居址

図而・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1541・85 打製石斧 フク土 砂岩 14.0 6.0 2.7 280.O IBc1

1542・85 打製石斧 フク土 片岩 12.3 5.8 2.2 170.O IBa1

1543・85 打製石斧 フク土 砂岩 (11.5) 7.0 2.3 220.O ICc3

1544・85 打製石斧 小穴 凝灰岩 (11.5) 5.6 2.6 195.0 Ⅰ--6

154-5・- 打素 フク土 砂岩 10.4 6.O 3.3 275.0 V

1546・85 磨石 フク土 砂岩 13.3 7.3 4.O 590.0 Ib

1547・85 剥片 フク土 黒曜石 1.6 1.9 0.5 1.1 使用痕有り

48号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cnl

厚さ

Q単一

重量

g

分類 備考

1551・85 打製石斧 フク土 砂岩 9.2 3.1 1.5 58.O IAgl

1552・85 打製石斧 フク土 砂岩 9.3 4.7 1.9 114.0 IAa1

1553・85 打製石斧 フク土 砂岩 (9.8) 5.3 2.4 120.O I--2
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図面・図版 種別 出十位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1554・85 打製石斧 フク土 砂岩 (11.2) 4.6 1.9 83.0 1--6

1555・85 打製石斧 フク土 砂岩 12.2 5.7 1.8 126.0 IAj1

1556・85 打製石斧 床上 砂岩 12.6 5.2 1.8 120.O ⅡAdl

1557・85 打製石斧 フク土 砂岩 12.8 8.4 2.4 183.O ⅢAgl

1558・85 打製石斧 フク土 砂岩 (8.O) 7.1 2.O 128.0 Ⅲ--4

1559・85 打製石斧 フク土
安山岩質
砂岩

13.9 5.4 2.2 156,O IAgl

15510・85 打製石斧 床上
ホルン

フェルス
11,9 9.1 4.6 302.O ⅢAal

1561・85 掻器 フク上 チャー1・ 7.9 1.8 1.2 17.5 IAa

156-2・85 石匙 フク土 砂岩 9.3 7.9 1.8 134.O IB

1563・85 磨石 フク上 イヒ]司石 7.5 7.5 6.4 474.O Ⅲ

1564・85 叩き石 床十 砂岩 9.6 6.4 4.O 268.0 Ⅱb

1565・86 叩き石 フク土 砂岩 8.7 4.3 3.8 197.O Ⅱb

1566・86 磨石 フク土 砂岩 13.1 8.4 4.0 710.O Ib

1567・86 浮子 フク土 軽石 11.9 10.4 3.1 41.7

49号住居址

図面・図版 種別 出上位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

157」・86 石倣 フク土 チャート 1.4 1.5 0.3 0.4 Ial

1572・86 石倣 フク土 チャート (2.1) 1.7 0.3 0.9 -b2

1573・86 石槍 フク土
ホルン

フェルス
5.6 3.5 1.O 25.2

1574・86 打製石斧 フク土 粘板岩 7.3 4.4 2.O 76.2 IBel

1575・86 打製石斧 床上 安山岩 8.4 6.2 2.2 111.8 IVAhl

1576・86 打製石斧 フク土 粘板岩 (9.7) 3.4 1.8 60.7 ICg6

1577・86 打製石斧 フク上 砂岩 9.3 3.5 0.7 23.9 ICdl

1578・86 打製石斧 フク上 安山岩 11.9 6.9 1.2 85.4 ⅢCj1

1579・86 打製石斧 フク上 粘板岩 10.6 3.9 1.9 70.5 IAal

15710・86 打製石斧 フク土 砂岩 io.o 4.2 1.7 68.4 ⅡAal

157」1・- 打製石斧 フク7I二 頁岩 (11.3) 5.3 2.5 168.8 IAh3

15712・86 打製石斧 フク土 砂岩 12.9 5.5 1.8 124.6 ⅢBhl

158」・86 打製石斧 フク土 凝灰岩 (16.6) (7.0) 2.5 300.O ⅡBg6
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1582・86 打製石斧 床上 砂岩 9.8 7.9 3.O 190.4 IVBcl

1583・86 打製石斧 フク土 砂岩 14.5 4.7 2.4 176.3 IAi 1

1584・86 磨製石斧 床上 凝灰岩 (10.3) 5.7 3.8 385.O IBa5

1585・86 スタンプ 床上 イヒ岡石 11.5 5.6 3.3 365.0 ICa

1586・86 叩き石 小穴 砂岩 18.2 5.9 5.5 840.O Ⅱb

1587・86 叩き石 フク土 砂岩 9.5 4.0 2.8 145.8 Ⅱb

1591・87 磨石 フク土 砂岩 16.l 7.0 3.4 530.0 Ia

1592・87 磨石 フク土 イヒ岡石 12.6 7.6 4.2 555.0 Ib

1593・- 磨石 フク土 砂岩 11.0 8.6 5.0 680.0 Ia

1594・87 打素 フク土 砂岩 8.7 5.8 2.1 139.6 V

1595・87 浮子 フク土 軽石 8.4 8.3 5.1 58.6

1596・- 石皿 フク土 花崗岩 25.4 18.2 11.O 6200.0 Ⅲ

50号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1601・87 石湛 フク土 黒曜石 2.0 1.2 0.4 0.6 Iel

1602・87 打製石斧 床上 安山岩 9.4 3.2 1.6 54.O ICi l

1603・- 打製石斧 フク土 砂岩 (8.3) 5.6 2.2 105.0 Ⅰ--5

1604・- 打製石斧 フク土 砂岩 (10.7) 5.4 2.9 200.O Ⅰ--6

1605・87 打製石斧 フク土 砂岩 10.9 3.7 1.6 78.O IAcl

1606・87 打製石斧 フク土 砂岩 (13.O) 5.8 1.9 147.0 IAc3

1607・- 打製石斧 フク土 安山岩 (9.8) 5.O 2.5 245.O Ⅱ--5

1608・87 石皿 フク土 イヒ岡石 17.9 17.9 3.8 2050.0 Ⅰ

1609・- 石皿 フク土 イヒ岡石 (12.7) (19.6) (8.8) 2800.0 Ⅱ

16010・87 磨石 フク土 砂岩 且.4 3.O 3.1 159.0 Ⅱa

16ト1・87 磨石 フク土 砂岩 24.1 5.O 4.7 815.O Ⅱb

16ト2・87 磨石 フク土 砂岩 12.8 9.7 6.1 2650.O Ia

l6ト3・87 叩き石 フク土 硬砂岩 7.6 2.8 2,8 80.6 Ⅱb

161-4・87 スタンプ フク土 花崗岩 11.7 9,6 5.9 975.0 ⅡCa
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51ひ住居址

図面・図版 種別 出十位11ii 石質

,[11。曜石

長さ

cm

幅

cnl

厚さ

cm

玉量

g

l 5,」。 備考

16ト5・87 石鍼 フク上 1.5 (1.2) 0.3 0.4 Id4

16ト6・87 イNIi方臭 フク+ チャー1・ 1,5 (1.5) 0.3 0.8 Ic4

16ト7・87 石軌; フク1 チャーI・ 2.1 1.3 0.4 0.7 Ⅱb1

16ト8・87 石械 フク+ 珪質頁宕 2.5 1,5 0.4 1,2 Ibl

16ト9・87 圭]製石斧 フク上
ホルン

フェノレス
9.7 249 1.4 45、5 IAc 1

16110・87 打製石斧 フク+一 砂青 (8.3) 4.6 2.3 94,4 Ⅰ--2

1621・87 打製石斧 フク十
ポルン

フェルス
7.3 6.0 1.4 50.9 IVAcl

1622・87 打製石斧 フク土 十古板岩 7.5 4.4 1.6 56.3 IBbl

1623・87 打製石斧 フク+ }疑灰青 7.7 3.8 1.4 50.7 IAe 1

1624・88 打製石斧 フク]. 砂岩 9.8 5.1 1.3 69.7 IAc1

1625・88 打製右斧 フク」一 安山岩 9.1 4.7 1.5 69.0 IBgl

1626・88 打製石斧 フク上 砂岩 8.2 5.0 1.9 91,6 IAa 1

1627・88 打製石斧 フク土 砂岩 且.5 4.3 1.9 113.9 IAdl

1628・88 刺製石斧 フク上 砂ギ÷ 10.5 5.5 1.7 102.3 IAj1

1629・88 月製石斧 フク土 砂宕 10.8 4.7 1.6 84.5 IBc 1

162」0・88 打製石斧 フク+ 粘板宕 13.1 3,3 1.5 84.O ICbl

16211・88 +]製石斧 フク土 珪質頁>lf, 12.6 4.2 1,7  115.2 ⅡBbl

162」2・88 打製石斧 フク+ 砂岩 12.5 3.9 1.7 93.3 I Ali 1

1631・88 打製石斧 フク+ 凝灰岩 10.1 4.2 2.1 104.8 IBc1

1632・88 打製石斧 床士一 粘板岩 10.2 4.8 2.O 113.6 ⅡBbl

1633・- 打製石斧 フク+ 砂岩 8.6 4.9 2.6 116,7 IBgl

1634・88 打製石斧 フク土 砂岩 12,1 4.9 1.2 92.1 IAal

1635・88 打製石斧 フクト. 枯板岩 11.5 4.5 2.1 113.4 IAgl

1636・88 利製石斧 フク1- 砂ギ;・ 11.0 5.6 1.7 115.2 IAcl

1637・88 打製石斧 フク土 凝灰岩 (12.1) 6.5 3.3 340.O Ⅰ--5

1638・88 打製石斧 フク土 砂岩 9.1 6.9 2.1 124.5 IVAdl

1639・88 打製LI一斧 フク土 砂岩 (10.0) (8.9) (3.5) 295.O IVBd6

163」0・- 打製石斧 フク]. 砂岩 (8.8) (4,5) 2.O 87.0 Ⅱ--5

1641・88 打製石斧 フク1. 砂岩 15.3 7.5 4.2 315.0 ICcl
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

■

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1642・88 打製石斧 フク土 砂岩 18.9 5,5 2.7 290.O IBc1

164-3・88 打製石斧 フク土 安山岩 (10.4) 1090 3,6 405.O IVAc3

164-4・88 磨製石斧 フク土 凝灰岩 (4.5) (5.3) (2,7) 115,0 ⅡAe5

164-5・88 石匙 フク土 砂岩 (8.6) (8.1) 1,5 1l0.2 IB

164-6・88 石匙 フク土 砂岩 6,6 7,9 川.4 1 56.5 IB

165-1・88 叩き石 フク土 凝灰岩 11.5 3,6 2.5 134,5 Ⅱb

165-2・88 叩き石 フク土 凝灰岩 12,0 3.6 2.4 164.5 Ⅱb

1653・88 叩き石 フク土 砂岩 19.7 8.4 4,7 890.O Ⅱb

1654・88 打素 フク土 砂岩 7.6 2.8  1.1 22.5 V

165-5・88 打素 フク土 砂岩 3.4 343 0.7 7.8 V

1656・88 剥片 フク土 砂岩 9、9 10.8 3.5 360.0

1657・- 残核 フク土 砂岩 9.4 6,4 5.1 360.0

166-1・89 磨石 フク土 砂岩 13,3 11.5 io.o 2100.0 Ⅲ

166-2・89 磨石 フク土 砂岩 11.1 8.4 4,9 460.0 Ib

1663・89 磨石 フク土 砂岩 (8.O) 4.1 (2.6) 108、9 Ⅱb

1664・89 磨石 フク土 . 砂岩 3.7 3.7 3,0 52,4 Ⅲ

166-5・- 石皿 フク土 花崗岩 (18,3) (18.6) 4.7 2065.0 Ⅱ

52号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ
 cm

幅
cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1671・89 打製石斧 フク土 砂岩 (9.7) (5.4) 1.9 104.7 Ⅰ一-6

1 167-2・89 打製石斧 フク土
ホルン

フェルス
9,O 4.6 1.9 93.8 IBfl

167-3・89 打製石斧 フク土 砂岩 (7.8) 5.2 1,O 67.7 ICc3

11674・89 打製石斧 フク土 凝灰岩 且.7 5.2 2.1 1 137.5 ⅡAhl

1675・89 打製石斧 フク土 砂岩 12,1 5.8 1.5 119.7 ICc1

167-6・89 打製石斧 フク土 砂岩 (9.4) 6.8 2.0 130.0 ICg3

167-7・89

1678・-

石皿 炉 砂岩 34.5 13.4 7.4 4810.0 Ⅱ 炉石

打素 フク土 凝灰岩 11,7 7.1 4,4 470.0 Ⅴ
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53号住居址

図而・目版 種別 出土f]1シ:置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1681・89 打製石斧 フク土 安山岩 11.0 4.6 1.2 66.1 ⅡAbl

1682・89 打製石斧 フク上 砂岩 10.6 3.9 1.5 73.8 IAgl

1683・89 打製石斧 フク土 砂岩 13.2 4.6 2.2 153,0 IAc1

168]・89 打製石斧 フク上
ホルン

フェルス
9.3 5.4 2.2 130.2 IAgl

168-5-89 打製石斧 フク上 砂岩 (4.8) (8.8) (1.9) 95.5 Ⅱ--3

1686・89 打製4I斧 フク土 頁岩 (4.2) (4.5) (1.7) 33.2 IDd3

1687・89 磨製1』斧 フク土 礫岩 (3.4) (4.7) (2.2) 43.5 ⅡAa5

1688・89 磨石 フク+ イヒ岡石 5.1 4.8 1.5 42.6 Ia

1689・89 スタンプ フク上 砂岩 8.O 13.0 7.6 985,0 ⅡCc

168」0・89 打素 フク土 砂岩 10.7 4.0 2,2 91.2 V

16811・89 打製石斧 1 フク土 1 安山岩 8.4 9.6 3.1 285.O

54号住居址

図面・図版 種別 出十位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1691・90 打製石斧 フク土 砂岩 9.2 5.4 1.7 101,2 IVBel

169-2・90 打製石斧 フク土 頁岩 9.2 4.9 2.2 89,O IVAdl

1693・90 打製石斧 フク上 砂岩 10.3 4.2 1.9 88.9 lCdl

1694・90 打素 フク土 珪質頁岩 8.5 5.7 2.3 130.O V

1695・90 打製石斧 フク土 砂岩 (9.2) 4.2 1.7 75.7 I--6

55号住居址

目面・図版 種別 出十位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1696・90 キj製石斧 フク土 砂岩 7.7 4.1 1.1 40.5 IBcl

1697・90 力製石斧 フク土 粘板青 8.3 3.8 1.0 34.3 IAdl

1698・90 打製石斧 フクI- 砂岩 (10.1) 4.5 1.8 120.O Ⅰ--2

1699・90 打製石斧 フク土 凝灰岩 17.1 9.7 4.2 740.O ⅢAhl

16910・90 打製石斧 フクニド 砂岩 10.6 4.0 1.4 63.6 IBi 1

170」・90 打製石斧 フク土 砂岩 且.2 4.1 149 89.3 ICgl

1702・90 磨石 フクニ七
ホルン

フェルス
13.2 4.8 8.3 760.O Ib
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1703・90 叩き石 フク土 砂岩 14.8 4.9 4、4 445、O Ⅱb

1704・90 石皿 炉 イヒ岡石 50,6 17,0 12.4 1500.O Ia 炉石

1705・90 打素 フク土 砂岩 8.7 5.4 1.5 1 73.2 Ⅴ

62号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ
cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

- g

分類 備考

1706・90 打製石斧 フク土 砂岩 (11.4) 5.3 1.9 149.8 丁Ci3

33号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質
- I
長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1711・91 石錐 フク土 黒曜石 2.7 1.8 0.8 2.6

l7ト2・91 石錐 小穴 チャート 4.8 3.0 0.8 9.8

1713・91 打製石斧 フク土 砂岩 7.O 4.0 1.6

旧■■

46.O IAc1

17ト4・91 打製石斧 フク土 砂岩 9.1 6.3 2.2 134.3 IVBi l

17ト5・91 打製石斧 フク土 砂岩 10.7 4.6 1.6 84.O IAcl

17ト6・91 打製石斧 フク土 砂岩 且.2 4,2 2.0 123.5 IAdl

17ト7・91 打製石斧 フク土 砂岩 10.4 6.1 2.0 119.O ⅡBhl

17ト8・91 打製石斧 フク土 珪質頁岩 11.1 5.6 1,7 138.0 ICgl

17ト9・91 打製石斧 フク土 砂岩 且.8 6.3 3.2 245.0 ICgl

171-10・9l 打製石斧 フク土 砂岩 13.2 5.2 2.4 1 195.2 IAdl

1721・91 打製石斧 フク土 砂岩 10.4 6.0 1.8 93.O ⅡCbl

1722・91 打製石斧 フク土 砂岩 12.5 4.3 1.8 1 116.5 IAc1

1723・91 叩き石 フク土 チャート 5.5 4.6 2.9 137.0 Ⅱb

1724・91 叩き石 フク土 砂岩 l1.3 4,8 3.5 280.O Ⅱb

1725・91 叩き石 フク土 硬砂岩 9.7 3.7 2.4

1■

125.5 Ⅱb

1726・91 スタンプ フク土 砂岩 9.3 5.2 3.7 335,0 IA 磨面有り

1727・91 磨石 フク土 砂岩 6.7 5.9 1.6 84.O Ia

1728・91 磨石 床上 砂岩 7.O 4.5 3.5 137.O Ib

1729・91 磨石 フク土 砂岩 17、0 6.8 4.3 1 650.0 Ia

173」・91 磨石 土塘 砂岩 13、9 10.9 6.0 1380.0 Ia
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図而・図版 種別 出十位置 石質 長さ

cm

幅

cm

L9]さ

cm

重量

g

分類 備考

1732・91 1l1i石 フク+ 砂岩 10.2 9.1 2.2 340.O Ia

1733・- 石皿 フク七 砂岩 (17.O) (15.4) 10.6 4000.O Ⅲ

173]・91 石冊 土塘 砂岩 (14.2) (10.7) 2.8 410.0 Ⅱ

1735・91 剥121 フクl rI少岩 1 7.7 4.3 1.1 35.O

34し」主 皇: 址

図面・図販 種別 出土位5": 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

」

分類 備考

1741・92 石倣 フク+ 7′l[1曜石 1.3 1.2 0.3 0.3 Ⅱb1

1742・92 石械 フク上 黒曜石 1.4 1.1 0,2 0.2 Ial

1743・92 石線 フク土 チャート 2.3 1.8 0.3 0,9 Ⅱb1

1744・92 モ]一械 フク土 黒曜石 2.3 1.4 0.5 1.0 Ⅱb1

174-5・92 石週 小穴 チャーI・ (2.4) (1.8) 0.3 1.2 Ia4

1746・92 石鍼 フク上 黒曜イ1 (1.3) (1.0) (0.2) 0.2 Ⅱ-3

174-7・92 石銑 フク1ユ 黒曜石 1.7 1.3 0,4 0.8 未製品

174-8・92 石試 フク+ チャーj・ (2.1) 1.8 0.4 1.4 Ⅱ

1749・92

17410・92

石撤 フク土 黒曜石 (2.O) (1.1) (0.2) 0,4 -b3 ・ 4

石銑 フク上 黒曜石 (0.9) 2.0 0.3 (0.2) -e3

17411・92 石課 フク+ .l:lii曜石 1.5 3.2 0,4 1.8 : 未製品

174」2・92 削器 フク「6 黒曜石 3.4 2.0 0.7 3.O IBb ・ C

17413・92 掻器 フク上 頁岩 2.9 2.7 1.1 6,7 IAb

一

17414・92 剥片 フク上 チャーI・ 3.8 3.1 1,1 9.0 二次加工有り

174」5・92 打製石斧 フク上 粘板岩 (8,5) 3.7 0.7 30.8 IAc1

17416・92 刺製石斧 フク」二 安山岩 8.6 6.1 1,3 87.4 IVBcl

17417.92 打製石斧 フク+一 砂岩 8.2 4.9 2.O 74.9 ⅣCd1

17418・92 打製石斧 床上 珪質頁岩 (8.8) 4.5 1.6 80.0 IBdl

17419・92 打製b斧 フク土 1 砂岩 10.3 1 5.O 1.4 71.0 ⅡAdl

17420・92 打製石斧 フク上 砂岩 10.0 5.6 1 2.5 1 160.0 IAi 1

17421・92

1751・92

打製石斧 フク上 砂岩 10.4 5.3 1.4 86.0 ICdl

打製石斧 フク土 真岩 (10.1) 3.8 1 2.4 99,8  Ⅰ--6

1752・92 打製石斧 フク上 砂岩 11.2 5.O 1.2 85.6 IAdl
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1753・92 打製石斧 フク土 安山岩 9.7 6,1 1.9 117,1 IVBdl

1754・92 打製石斧 フク土 礫岩 (且.6) 3.9 1.8 93.5 Ⅰ--6

1755・92 打製石斧 床上 砂岩 11.7 5.2 1.9 l20.0 IAc 1

1756・92 打製石斧 床上 砂岩 11.4 5.7 2.5 187.0 IAi l

1757・92 打製石斧 フク土 硬砂岩 且.6 5.1 1.9 117.O ⅡBcl

1758・92 打製石斧 フク土 砂岩 12.8 5.3 l.9 146.O ⅡAhl

1759・92 打製石斧 フク土 砂岩 12.O 5.1

1 “

1.9 13L8 IAhl

175-10・92 打製石斧 フク土 粘板岩 10.8 5.6 1.4 90.1 ⅡAdl

175」1・93 打製石斧 フク土 安山岩 (9.0) (6.O) (1.3) 95.7 1--5

1761・93 打製石斧 フク土 砂岩 11.3 5.7 1.3 90.0 Ⅰ--6

1762・93 打製石斧 フク土 砂岩 13.6 5.O 1.6 112、0 IAe1

1763・93 打製石斧 フク土 砂岩 12.4 5.1 2.2 197.0 IAi 1

1764・93 打製石斧 フク土 砂岩 12.3 6.3 2.7 210.0 ⅡBgl

1765・93 打製石斧 フク土 砂岩 13.1 6.3 2.5 200.0 IAc1

1766・93 打製石斧 フク土 砂岩 (17.2) 6.2 3.0 300.0 Ⅰ一-6

1767・93 打製石斧 床上 礫岩 14.4 5.5 2.0 200.O ICdl

177」・93 打製石斧 床上 砂岩 12.8 5.7 2.8 210.O ⅡCbl

1772・93 打製石斧 フク土 珪質頁岩 13.4 5.6 1.9 166.9 ⅡAa"1
1 ..

- “

1773・93 打製石斧 フク土 砂岩 14.O 6.5 1.8 195.O ⅡAdl

1774・93 打製石斧 フク土 砂岩 (9.6) 6.5 3.2 240.0 IBi3

1775・93 打製石斧 フク土 砂岩 (9.1) 5,1 1、7 69,4 IAb3

1776・93 打製石斧 フク土 砂岩 (9.5) 5.3 2.8 136.O IAg3

1777・93 打製石斧 床上 砂岩 (8.7〉 7.4 (2.l) 151.0 1 IAi5

1778・93 打製石斧 フク土 礫岩 6.7 5.6 2.4 76.9 VCi1

1781・93 打製石斧  フク土 泥岩 (1010) (7.8)  2.4 159.8 Ⅲ--4

1782・93 打製石斧 フク土 砂岩 (11、1) 7.5 2.1 210.O IAi 5

1783・93 スタンプ 1 床上 砂岩 12.1 14.8 3.4 410.0 IBb

1784・93 スタンプ フク土 泥岩 13,2 5.8 4.1 430.0 IA

1785・93 叩き石 床上 砂岩 17,2 6.3 4.0 549.O Ⅱb
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図面・図版 種別 出上位置 石質 長さ

cnl

幅

cnl

厚さ

cm

重量

g

分類

1786・93 叩き石 フク土 砂岩 12.5 4.8 4.1 348.O Ⅱb

1787・93 磨製石斧 フク上 硬砂岩 13.6 4.3 2.7 298.O ⅡAal

1791・93 磨石 フク+ 砂岩 11.1 7.0 3.3 385.O Ib

1792・94 磨石 フク+ 砂岩 8.9 8.6 3.8 422.O Ia

1793・94 磨石 床十 砂岩 18.4 6.1 3.9 575.O Ⅱa

179]・94 石皿 フク+ イヒ岡石 (14.3) (8.1) (3.9) 664.0 I

179-5・- 石皿 床上 イヒ岡石 (14.0) (5.8) (8.2) 688.0 Ⅰ

1796・94 石皿 床上 砂岩 (11.2) (12.1) (7.2) 1000.O エ

1797・94 石皿 フク土 イヒ[苗3石 55.0 34.4 5.4 14900.0 Ⅰ

1801・- 石皿 炉 イヒ1匍石 (31.O) (28.O) (16.4) 18300,0 Ⅲ 炉石

1802・- 石皿 フク土 イヒ岡石 (18.5) (17.8) (13.0) 4900.O Ⅲ

1803・- 石皿 炉 イヒ岡石 (25.6) (13.8) (23.8) 10600,0 Ⅲ 炉石

1804・- 打素 フク上 安山岩 14.9 13.O 4.5 680.O V

1805・94 礫器 フク土 硬砂岩 7.9 7.2 3.3 210,O

1806・94 剥片 フク+ 1 粘板岩 7.3 3.8 1.4 48.O
両極に打点有
り

36号住居址

図面・図版 種別 出上位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1811・95 剥片 フク土 黒曜石 5.2 1.9 0.7 5.7 二次加工有り

1812・95 磨製石斧 フク土 砂岩 5.8 2.3 0.8 15.5 ⅡAbl

1813・95 打製石斧 フク土 砂岩 (5.1) (3.4) 1.8 41.O l--5

18ト4・95 打製石斧 フク土 片岩 (7.O) 3,O 1.2 36.3 Ⅰ--2

181-5・95 打製石斧 フク土 安山岩 9.7 5.2 1.5 79.0 ⅡBgl

18ト6・95 打製石斧 フク土 砂岩 10.9 4.7 1.5 90.O IAcl

18ト7・95 打製石斧 フク土 粘板岩 10.7 5.9 1.6 115.3 IBe1

181-8・95 打製石斧 フク土 砂岩 11.3 6.7 2.6 200.O IAcl

18ト9・95 打製石斧 小穴 安山岩 11.9 4.3 2.3 105.O IAc1

18ト10・95 打製石斧 フク+ 砂岩 14.2 6.4 1.6 173.5 ⅡBcl

181]1・95 打製石斧 フク土 砂岩 13.5 6.1 2.1 161.O ⅡChl

1821・95 打製石斧 フク上 安山岩 14.9 6.4 1,4 132,9 ⅡAhl
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

- g

分類

1822・95 打製石斧 フク土 砂岩 (8.7) 5.2 2、8 164、0 I--5

1823・95 掻器 フク土 頁岩 6.6 9.8 1、5 82.0 IAa

1824・95 叩き石 フク土 砂岩 18.9 6.2 2,6 510.0 Ⅱb

1825・95 磨石 フク土 イヒ岡石 9.1 6.0 4.2 340.0 Ia

1826・95 磨石 フク土 砂岩 (12.4) 9.O 4.1 585.0 Ia

1827・95 磨石 フク土 砂岩 (且.6) 4.9 3.6 225.O Ⅱb

1828・95 磨石 フク土 イヒ岡石 25.O 8.1 4.1 1500.0 Ia

1831・95 石皿 フク土 イヒ岡石 23.5 22,1 5.0 3900.O Ⅰ

1832・95 石皿 フク土 緑泥片岩 (且.2) (9.3) (4.9) 545.O Ⅱ

1833・95 石皿 フク土 砂岩 (10.4) (8.9) (5.3) 515.0 Ⅱ

1834・96 剥片 フク土 砂岩 10.5 7.6 1.3 87.9

1835・96 剥片 フク土 安山岩 10.0 12.9 3.3 430.0

39号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

- g

分類 備考

1841・94 打製石斧 フク土 砂岩 7.8 3.8 1.0 32.2 IAcl

1842・94 打製石斧 フク土 粘板岩 8.7 4.2 1.3 48.3 IAdl

1843・94 打製石斧 フク土 安山岩 9.4 4.7 1.3 54.4 VChl

1844・94 打製石斧 フク土 安山岩 10.1 4.7 1.8 80.O ICal

1845・94 打製石斧 フク土 安山岩 10.6 4.6 1.3 81.4 IAh1

1846・94 打製石斧 フク土 粘板岩 10.4 3.9 1.5 65.3 IAbl

1847・94 打製石斧 フク土 砂岩 (10.1) (4.6) l.8 84.2 ⅡCb2

1848・94 打製石斧 フク土 砂岩 10.2 4.6 2.7 110.8 IAcl

1849・94 打製石斧 フク土 砂岩 11.9 4,5 1.5 80.5 ⅡCcl

184-10・94 打製石斧 フク土 安山岩 14.9 4,6 2.2 157.5 IAbl

38号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1851・96 打製石斧 フク土 粘板岩 8.6 3、9 1.5 60.9 IBi l

1852・96 打製石斧 フク土 砂岩 7.3 5、3 1.9 87.6 IVBi 1
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図而・図版 種別 出]fゞ!求1- イイ質 長さ

り1

幅

cnl

厚さ

cnl

重量

g

分類

185-3・96 打製石斧 フク] 十占板Z{ 10.4 5,7 1.3 61.5 ICc 1

185・1・96 打製石斧 フク土 砂宕 1 11.2 6.6 2.O 144.5 IVCdl

1855・96 打製イI1斧 フク十 砂岩 (7.1) 3.7 1.O 32.8 1813

46号什居址

図面・図版 種別 出十位11,j(1: 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重請

g

分類 備考

1856・96 石錐 フク+. 黒曜石 2.7 1.2 0.5 1,2

1857・96 石錐 フク+ 黒曜L゛ 2.7 1.5 0.7 1.9

1858・96 キ]製石斧 フク上 桔板岩 9.2 540 1.4 62.O IChl

1859・96 打製石斧 フク上 砂岩 10.3 5.8 2.1 142.O ⅡCal

185」0・96 打製石斧 フク上 砂冫′l: 12.7 5.1 1,6 111,0 IAi 1

18511・96 打製石斧 フク上 砂岩 12.5 4.6 1.9 128.O IAcl

18512・96 打製石斧 フク+ 砂岩 10.8 5.9 2.4 128.0 IAdl

1861・96 打製h斧 フク土 砂Y:・ 11.9 5.2 1.6 111,0 ⅡAcl

1862・96 打製h斧 フク土 砂t:゛ (15.2) 5.5 2.6 239.O Ⅰ--6

1863・96 打製石斧 フク1- 安山岩 10.7 5.7 1.7 103.0 IAc l

1864・96 打製石斧 フク+ 砂岩 (6,5) (10.3) (2.9) 234.0 -Ad5

1865・96 打製石斧 フク+、 砂宕 (10.0) 6.O 1.8 118.O ⅡAa3

1866・96 打製石斧 フク土 粘板7÷ (11.0) 5.9 1.6 135.O IAe3

1867・96 叩きイ1 フク+、 砂!} 7.8 5.3 2.9 151.O Ⅱb

1868・96 暦製石斧 フク+, 凝灰岩 10.5 5.1 3,O 329.O ⅡAhl

1869・96 叩き石 フク+ 砂岩 9.9 3.5 2.3 99.O Ⅱb

1 186-10・96 叩き右 フク上 砂岩 5.5 5.1 2.3 81.0 Ⅱb

1871・96 石冊 フク十. 緑泥片Z; 22.6 11.4 5.O 1523.0 Ⅰ

1872・- 剥片 フク1- 砂岩 22.2 10.3 5、2 634.O

187-3・- 石]1H. ・カコ 砂 11二;- (18.7) (11.0) (4.1) 920.O Ⅱ 炉石

1874・- : 分割礫 フク+ 砂岩 22.8 28.6 11.6 1 6738.O
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47号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1875・97 打製石斧 フク土 粘板岩

安山岩

8.6 6.0 1.2 61.0 IVBdl

1876・97 打製石斧 フク土 12.6 5.0 3.0 158.0 IAgl

1877・97 磨石 フク土 砂岩 10.O 6.0 3.6 284.O Ib

1878・97 磨石 フク土 砂岩 11.5 8.6 2,2 350.0 Ib

188-1・97 磨石 フク土 砂岩 19.8 6.3 5.0 sog.o Ⅱb

1882・97 叩き石 フク土 砂岩 20.4 5.9 5.0 720.0 Ⅲb

1883・- 石皿 フク土 花崗岩 (9.9) 16.O 11,2 2100.0 1 Ⅲ

1884・ー 石皿 フク土 緑泥片岩 8.7 4,7 1.8 76.O Ⅰ

1885・97 浮子 1フク土 軽石 1 13,5 7.6 1.9 180.0

1886・- 石核 フク土 安山岩 6.5 9.8 4.1 314.0

59号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ
cm

重量

g

分類 備考

1891・98 打製石斧 フク土 砂岩 10.4 4.2 1.5 77.2 IAal

1892・98 打製石斧 小穴 安山岩 10,6 5.1 1.5 92.7 IAcl

189-3・98 打製石斧 床上 砂岩 9.9 6.1 1.9 147,4 IAdl

1894・98 磨石 床上 砂岩 13.8 7.0 3.4 500.0 Ib

Ia189-5・98 磨石 フク土 イヒ岡石 14.8 6.8 6.0 810.0

41・60号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

: 重量

-g

分類 備考

189-6・98 削器 フク土 砂岩 7,8 4.9 1.0 34.O IAa

1897・98 打製石斧 フク土 粘板岩 8.1 5.1 1.5 69.2 IVCfl

1898・98 打製石斧 フク土 安山岩 6.6 5、7 2.2 93.6 IVBcl

1899・98 打製石斧 フク土 砂岩 10.6 4,3 1.6 81.3 IDe1

18910・98 打製石斧 フク土 頁岩 9.9 4.4 1.6 80.0 IBc l

189-11・98 打製石斧 フク土 安山岩 8.1 4.8 1.8 63.7 IVCbl

1901・98 打製石斧 フク土 砂岩 12.5 4.3 1.5 104.0 IAa1

1902・98 打製石斧 フク土
ホルン

フェルス
10.6 5.4 1.5 88.O ⅡCcl
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図而・図版 種別 出土位世 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1903・98 打製石斧 フク土 粘板岩 11.7 4.8 1.4 87.6 IAdl

1904・98 打製ろ斧 フク土 砂岩 15.9 6.6 1.7 193.5 ICc1

1905・98 打製石斧 フク土
ホルン

フェルス
10.4 7.6 2.7 99.9 IVAhl

1906・98 相製石斧 フク+ 安山岩 12.6 4.8 1.7 102.2 IDgl

1907・98 叩きモ] フク土 砂岩 13.5 5,9 3.8 352,O Ⅱb

190-8・98 叩きh フク+ 砂岩 12.8 6.2 2.7 296.O Ⅱb

19ト1・98 叩き石 フク+ イヒ岡石 14,2 5.1 3.O 275.0 Ⅱb

19ト2・98 剥片 床 ト. 安山岩 6.2 6.7 1.5 68.O

1913・- 石冊 炉 イヒ同j石 27.4 10.8 10.6 4800.O Ⅱ 炉石

19ト4・98 打製石斧 フク+ 砂岩 15.5 8.1 4.4 575,0 ICdl

19ト5・- 石皿 切 砂岩 28.4 15.8 10.8 6200.0 Ⅱ 炉石

19ト6・98 台石 フク上 砂岩 10.4 8.6 5,O 410.O

57号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1921・97 打製石斧 フク」一 砂岩 8.9 4.1 1.4 52.9 IAa1

1922・97 打製石斧 フク+ 硬砂岩 9.7 4,O 1.2 57.0 IAhl

1923・97 打製石斧 フク上 砂岩 9.6 6.5 2.O 119.2 IVBdl

1924・97 打製石斧 フク+ 砂岩 10.2 4.O 2.0 81.0 IAe 1

1925・97 打製イ▽]斧 フク土 砂岩 9.O 4.O 1.9 88.7 ⅡBhl

1926・97 打製石斧 フク土 砂岩 10.5 4.6 2.0 92.7 IBi 1

1927・97 打製石斧 フク土 砂岩 12.3 4.5 2.6 131.4 ICdl

1928・97 打製石斧 フク土 砂岩 12.5 5.3 1.5 96.7 IAc1

1929・97 打製石斧 フク上 砂岩 13.9 5.4 1.9 157,2 IBbl

19210・97 掻器 フク土 安山岩 6.3 11.1 2.7 153,1 IAa

1921l・97 叩き石 フク+ 凝灰岩 7.2 2.7 1.9 59.8 Ⅱb

1931・97 叩き石 フク土 凝仄岩 15.5 5.1 4.8 590.O Ⅱb

1932・97 磨石 フク+. 砂岩 7.2 7.5 3,O 166.2 Ib

193-3・97 打素 フク+ 砂岩 10.3 7.4 3,3 210.4 Ⅴ

1934・97 磨石 フク+ イヒ]苗jイj゜ 8.2 7.7 3.9 410.0 Ib
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1935・97 打素 フク土 砂岩 18.3 8.1 3.7 680.0 Ⅴ

61号住居址

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ
cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

194-1・99 石鍼 フク土 黒曜石 1.0 l.1 0.2 0.2 Icl

194-2・99 石撤 床上 黒曜石 1.9 1.1 0.3 0.4 Ⅱb1

1943・99 石錐 フク土 黒曜石 3.6 0.9 1 0.6 1,7

1944・99 打製石斧 フク土 緑泥片岩 8.0 5.O 1.4 59,8 IVCgl

1945・99 打製石斧 フク土 安山岩 11.4 5.2 1.8 145.4 ⅡAa1 1

194-6・99 打製石斧 フク土 安山岩 (9.5) (5.8) 1.6 92.O Ⅱ--5

1947・99 打製石斧 フク土 粘板岩 10.3 4.6

1 -

1.2 72.0 IAc1

1948・99 打製石斧 フク土 安山岩 且.9 4.8 1.3 89.4 IAdl

1949・99 打製石斧 床上 砂岩 (12.9) 5.8 1.5

1 

132.0 IAc2

19410・99 打製石斧 フク土 安山岩 12.9 4.7 1.5 112.4 ⅡBgl

19411・99 打製石斧 フク土 珪質頁岩 12.2 7.7 1.4 143.8 IVAgl

194l2・99 打製石斧 フク土 砂岩 12.0 6.3 2.1 163.5 ⅡAcl

195-1・99 石皿 床上 緑泥片岩 39.8 (22,8) 4.2 3425.O Ⅰ

195-2・99 石皿  床上 イヒ岡石 (16.O) (18.0)  4.6 1910.O  Ⅱ

土 塘

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

「 一

厚さ

-実m

]
重量

g

1 -
分類 備考

1961・99 打製石斧 56号土 粘板岩 (9.6) (4.1) (1.8) 72.2 IAc6

196-2・99 打製石斧 58号土 砂岩 11.2 3.5 1.2 60,O IBc 1

196-3・99 打製石斧 59号土 片岩 10.5 4.1 1.8 84.3 ⅡAhl

196-4・99 打製石斧 59号土 砂岩 (8.1) 5.6 2,9 153.1
ドー“

IBg3

196-5・99 打製石斧 58号土 片岩 (9.4) 4.6 1.8 96.1 Ⅰ--2

196-6・99 打製石斧 59号土 粘板岩 11,8 6.0 2、1 111.0 ⅡBj1

196-7・99 磨石 57号土 イヒ岡石 10.7 9.O 4.8 650.0 Ib
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光土器時代

長さ

cnl

幅

cnl

厚さ

cnl

重量

g

分類 備考図而・図版 種別 出土位1芒1

1968・101
ナイフ形

石器
包含層 真岩 4.8 1.8 0.8 3.5 V層

1969・101 掻器 包合層 チャート 3,4 4.6 1.1 16.6

石器接合図

図而・図版 種別 出土fi'{',箭] 石質 長さ

cm

幅

cn1

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

1971・100 +1製石斧
32号住上

塘・昧1-
枯板岩 7.1 5.2 1,6 58.0 ⅢAh4

1972・100 打製石斧
36号住
フク上

枯板岩 7.5 3.9 1.4 48.O IAf1

1973・100 刺製石斧
32号住
フク上

粘板岩 10.6 4.4 1.5 89.O ICf 1

IAc 11974・100 打製石斧
49号住
フク上

砂冒 13,O 5.4 1.8 120.O

1975・- 打製石斧
27号住
フク+

砂岩 10.4 5.8 2.1 115.0 ICel

遺構外

図而・図版 種別 出土(s'r'.'i〆i: 石質 長さ

cnl

幅

cnl

厚さ

- cnl

重量

g

分類 備考

1981・101 石遊 包含層 珪質頁岩 1.1 1.1 0.2 0.3 Ial

1982・101 石銑 包含層 黒曜石 1.4 1.3 0.3 0.5 Ial

1983・101 石械 包含層 珪質頁岩 1.6 1.4 0.2 0.6 I a zl

1984・101 石逅 包含層 チャート 2.3 1.7 0,4 1 0.9 Ial

1985・101 石銑 包含層 黒曜石 3.O (1.8) 0.4 1.7 Ib4

1986・101 石汲 表上 巣曜石 (1.3) (1.O) 0.2 0.1 -e3

1987・101 石嫌 包含層 珪質頁岩 2.5 (1.5) 0,4 1.0 Ib4

1988・101 石試 包含層 珪質頁岩 3.3 (1.5)
--

1 0.4 1.1 Ⅱb4

1989・101 石銑 包含IG} チャーI・ (3.2) 1.8 0.4 2,4 Ⅱd2

19810.101 石銑 包合層 安山岩 (2,4) (1.6) 0.5 1.6 Ia2 ・ 4

19811・101 石匙 包含層 黒曜石 1.9 1.8 0.4 1,O IAa2

19812・101 石匙 包會品1 安山岩 5.5 1 6.4 1.4 49.3 IAb2

198」3・101 石匙 包含層 黒曜石 7.4 1.7 0.8 8.2 ⅡAb

1981・1・101 打製石斧 表ト
ホルン

フェルス
6.O 1 2.8 1.4 32.7 IBa1

19815・101 打製石斧 包含層 桔板岩 (6.1) 3.4 1.0 18.O IDg3

19816・101 打製石斧 表十 砂岩  7.4 4.2 1.7 71,9 ICe 1
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図而・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

198」7・101 打製石斧 包含層 粘板岩 7.6 4.0 1.9 57.O IAa1

19818・101 打製石斧 表土 珪質頁岩 8.9 3.2 1.4 42.5 IBj1

19819・101 打製石斧 包含層 枯板岩 (9.O) 2.7 0.8 28.1 Ⅱ--2

19820・101 打製石斧 表上 砂岩 9.O 343 1.2 34.2 ICgl

19821・101 打製石斧 表土 安山岩 8.8 5.0 1.1 55.O IAhl

19822・101 打製石斧 包含層 安山岩 7.9 4.6 1.2 50.O IVAcl

19823・101 打製石斧 包含層 粘板岩 8.0 5.6 1.2 62.O IVAcl

1991・101 打製石斧 包含層 砂岩 (7.8) 4.5 1.8 88.9 Ⅰ--2

1992・101 打製石斧 表土 砂岩 7.9 5.6 2.3 122.6 IVBel

1993・101 打製石斧 包含層 粘板岩 9.9 5.3 146 86.O ⅢAhl

1994・101 打製石斧 包含層 安山岩 8.1 6.0 1.8 76.5 IVBcl

1995・101 打製石斧 撹乱 安山岩 8.2 6.4 1.6 85.1 )VAcl

1996・102 打製石斧 包含層 安山岩 10.6 3.5 1.3 50.0 IDcl

1997・102 打製石斧 包含層
ホルン

フェルス
(9.4) 5.1 2.O 109.4 IVAa2

1998・102 打製石斧 包含層 硬砂岩 8,6 6.6 2.O 101.O IVCdl

1999・102 打製石斧 表土 砂岩 10,7 3.9 1.3 62.2 IAc1

19910・102 打製石斧 包含層 砂岩 14.O 5.3 2.3 196.9 IBa 1

199」1・102 打製石斧 包含層 砂岩 14.0  5.O 2.1 145.7 IAhl

19912・102 打製石斧 表土 砂岩 (12.5) 4.4 1.8 92.O Ⅰ--2

2001・102 打製石斧 包含層 砂岩 9.7 5.5 1.9 105.6 IBgl

2002・102 打製石斧 包含層 砂岩 9,0 6.3 1.5 88.O IVBgl

2003・102 打製石斧 撹乱 イヒ岡石 11.2 3.8 146 79.O ICf1

2004・102 打製石斧 包含層 砂岩 11.2 5.6 1.7 142.4 IAe 1

2005・102 打製石斧 包含層 砂岩 10.7 5.O 2.1 133.O ⅡCal

2006・102 打製石斧 包含層 砂岩 11.3 4.6 2.0 107.8 IAgl

2007・102 打製石斧 包含層 砂岩 9.2 6.6 2.4 143.6 IVBdl

2008・102 打製石斧 包含層 安山岩 11.0 5.1 1.3 74.9 ⅡAcl

2009・102 打製石斧 包含層 砂岩 13.1 3.8 2.0 117.3 ICe1

20010・102 打製石斧 包含層 粘板岩 13.7 6.4 1.4 153.6 ⅢAdl

200-11・102 打製石斧 包含層
ホルン

フェルス
8.7 10.1 2.2 188.2 IVBel



第94表出土石器一覧表

-122-

図面・図版 種別 出1位置 石質 長さ

cm

幅

(Jll

厚さ

cnl

重早

g

分類 備考

201」・102 キ〕製石斧 包含層 安山岩 12.2 4.2 1.6 108.9 ICi 1

2012・102 打製石斧 包含層 砂岩 11.5 6.3 2.0 139.5 ⅢAdl

20ト3・102 打製石斧 包含層 砂岩 12.2 5.1 2.O 134,O ⅡAcl

20ト4・102 打製石斧 包合層 安山岩 10.6 6.5 2,9 157.5 IVAcl

20ト5・102 打製石斧 包含層 珪質頁岩 11,2 6.6 2.4 146.O IVBdl

20ト6・102 打製石斧 包含層 安山岩 (12.6) (5.8) 1.9 l40.9 ⅡBg2

20ト7・103 打製石斧 包含層 砂岩 12.3 6.7 2.5 240.O ⅡCdl

20ト8・103 打製石斧 包含層 砂岩 9.0 7.7 3,2 257.O VAal

2019・103 打製石斧 包含層 安山岩 9.3 6.7 1.8 109,3 IVCgl

202」・103 打製石斧 包會層 安山岩 (11.9) 8.2 1.7 160.0 I Ali 3

2022・103 打製石斧 包含層 砂岩 14,7 6.8 1.5 151.4 ⅡBj1

2023・103 打製石斧 包含層 砂岩 15.O 6.0 2.4 270.O IBa1

2024・103 打製石斧 包含層 砂岩 14.4 5.7 1.3 139.6 IAc1

2025・103 打製石斧 包含層 砂岩 17.7 7.O 2.2 287.0 ⅡCcl

2026・103 打製石斧 包含層 砂岩 18.2 5.5 3.1 405.0 IBe 1

2031・103 打製石斧 包含層 砂岩 15.6 4.8 2.5 177,8 IAdl

2032・103 打製石斧 包含層
ホルン

フェルス
15.3 10.7 3.6 560.0 IVBdl

2033・103 利製石斧 包含層 砂岩 (14.2) (6,4) 3.7 420.0 エー-2

2034・103 打製石斧 表土 チャート (11.3) 5.7 3.6 349.O ICa3

2035・103 磨製石斧 包含層 砂岩 (10.9) 6.O 3,2 280.O エー-2

2036・103 打製石斧 包含層 砂岩 13.O 6.2 2.2 250.0 IBa1

2041・103 磨製石斧 包含層 泥岩 (7.3) 3.8 (1.7) 64.1 ⅡCe3

2042・103 スタンプ 包含層 砂岩 10.4 7.2 5.2 550.O ⅡBb

2043・103 叩き石 包含層 砂岩 (l4.6) 5.9 4.5 570,0 Ⅱb

2044・103 叩き石 表上 イヒ岡石 10.8 4.3 3.1 220.O Ⅱb

2045・103 叩き石 包含層 砂岩 10.6 3,O 2.6 121.O Ⅱb

2046・103 叩き石 表十 安山岩 14.0 3.9 2.4 210.O Ⅱb

2047・104 磨石 包含層 イヒ箪1石 13.3 9.8 7.7 1390.O Ia

2048・104 磨石 包含層 溶岩 8.2 8.3 3.5 230,0 Ia

2051・104 磨石 包含層 砂岩 10.6 13.8 6.3 1245.O Ia
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図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

重量

g

分類 備考

2052・104 磨石 表土 イヒ岡石 15.2 7,7 4.1 690.0 1b

2053・104 磨石 包含層 イヒ岡石 6.2 8.7 4.4 334.0 Ib

2054・104 磨石 包含層 イじ岡石 8.2 7.1 4.9 460.0 Ib

2055・104 石皿 包含層 イヒ岡石 (25.2) (14.O) 6.0 1985.O Ⅱ

2056・- 石皿 包含層 イヒ岡石 (15.5) (14.1) 12.5 3850.0 Ⅲ

2057・104 石皿 撹乱 イヒ岡石 (16.6) (15.3) 6,5 2180.0 Ⅱ

206」・104 石皿 包含層 イヒ岡石 44.2 16.6 12.4 13800.0 Ⅲ

2062・104 石皿 包含層 イヒ岡石 (n.0) 22.8 6.8 2300.0 Ⅰ

2063・104 棒状礫 包含層 砂岩 且.6 5.1 3.3 360.0

2064・104 棒状礫 包含層 砂岩 10.2 5.6 2.7 280.0

2065・- 打素 包含層 安山岩 且.9 8.6 3.3 320.O V

2066・- 打素 包含層 砂岩 15.9 6.4 3.4 440.0 Ⅴ

2071・- 打素 包含層 砂岩 11.3 7.7 1.7 194.0 V

2072・104 浮子 包含層 軽石 13.4 8.3 2.8 198,5

2073・104 石錘 包含層 砂岩 7.O 7.6 2.2 154.6

2074・- 台石 包含層 砂岩 16.8 33.8 9.6 5393.0

2075・- 石核 包含層 チャート 7.3 9.5 3.9 279.O

2076・104 砥石 包含層 砂岩 19,8 19.7 6.8 2500.0
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土製品

図而・図版 種別 出」fs'7.渭] 径

cn]

厚さ

cnl

重量

g

部位・文様構成 備考

2081・105 十製円板
26号住

フク土
4.4 1.8 45.7 沈線

2082・105 土製円板
26シナ住

フクト゛、
3.2 1.1 14.4 RL縄文、沈線

2083・105 十袈円板
26シじイ主

フク土
2.7 1.O 8.7 沈線

2084・105 じ製固板
26シフイ主
フク+

1,9 1.1 5.7 沈線

2085・105 土製固板
27シフ住
フク土

4、3 1,0 18.5 L撚糸文

2086・105 十製円板
27ひ住
フク土

3.7 1.6 27.0 RL縄文

2087・105 L製円板
27+住

フク+
3,1 1.3 15.6 RL縄文

2088・105 十製円板
27シじ"住
フク+

3.0 1.2 且.9 無文

2089・105 十製円板
27号什

フク+
2.9 1.4 12.5 RL縄文

208-10・105 土製]]1板
27号住
フク土

3,0 1.3 12.1 沈線

208」1・105 1、製11」板
27シ3イ主

フク土
2.5 0.8 6.2 沈線

208」2・105 土製田板
28シじイ主

フク上
4.6 1.1 24.9 無文

208-13・105 十製1ワ板
29号住
フクト

3,1 1.O 10.4 無文

208」4・105 ニ上製1]1板
29号住

フク土
3.6 1.1 13.2 L撚糸文

20815・105 I製円板
32号住

十塘
3.9 1.O 21.7 無文

208」6・105 1製]]1板
32号住
フクI

2.7 1.2 11.6 沈線

20817・105 十製円板
32号住
フク土

3.2 1.0 10.6 無文

20818・105 十製]I1板
32シナ[[
フク土

2,3 0.8 5.7 沈線

20819・105 十製円板
33号住
フク土

4.1 1.3 25,1 RL縄文

20820・105 十製]I」板
33畳イ上
フク土

3.5 1.O 15.2 無文

2082l・105 十製円板
33号住

フク土
2.5 1.1 11.2 無文

20822・105 十製円板
33号住
フク±一

2.4 0.9 6.1 RL縄文、沈線

20823・105 十製円板
34号住

フク」一
3.3 1,4 19.9 沈線

20824・105 十製l1板
34シづイ主

フク「・
3.2 1.1 10.9 RL縄文

20825・105 上製円板
35号住

フク+
3.1 1.2 15,1 沈線

20826・105 圭製田板
35冒゛住

フク上
2、9 0,9 9.6 無文

20827・105 土製田板
375づイ主
小穴

2.5 l.l 7.5 沈線

20828・105 十製円板
40冨イ主
フク士一

4.1 1,3 25.1 沈線
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図面・図版 種別 出土位置 径

cm

厚さ

cm

重量

g

部位・文様構成 備考

20829・105 土製円板
42号l
フク土

2.5 0.9 6.7 無文

20830・106 土製円板
45号住
フク土

3.0 1.O 12.8 沈線

2091・106 土製円板
46号住
1 床上

3.1 1.0 10.3 条線

2092・106 土製円板
50号住
フク土

3.6 1.1 14.9 縄文

12093・106 土製円板
51号住
1 フク土 2.7 0.9 7.3 ・撚糸文

2094・106 土製円板
55号住
フク土

3.9 1.2 17.0 沈線

2095・106 土製円板
57号住
フク土

2.7 1.O 9.3 無文

2096・106 土製円板
59号住
フク土

3.6 1.1 16.4 RL縄文、沈線

2097・106 土製円板
61号住
フク土

3.3 1.1 15.1

1 “ - “ -

無文
1 -“-

209-8・106 土製円板
61号住
フク土

2.5 1.2 8.3 無文

2099・106 土製円板
遺構外
包含層

5.6 1.3 45.7 無文

209-10・106 土製円板
遺構外
包含層

4.9 1.4 34.8 沈線

209」1・106 土製円板
遺構外
包含層

3.9 0.9 7.1 無文

2og-i:-106 土製円板
遺構外
1包含層

3.6 1.1 15.0 無文

209-13・106 土製円板
遺構外
包含層

4.1 0.9 14.1 無文

209-14・106 土製円板
遺構外
表土

3.7 1.0 1646 RL縄文

209-15・106 土製円板
遺構夕1
包含層

3.2 1.2 15.7 無文

209-16・106 土製円板
遺構外
包含層

3.2 1.O 11.9 無文

209-17・106 土製円板
遺構外
包含層

3.1 0.8 8.8 RL縄文

209-18・106 土製円板
遺構外
包含層

1 -

3.6 1.1 15.2 無文

209-19・106 土製円板
遺構外
1包含層

3.1 1.1 13.2 無文

209-20・106 土製円板
遺構外
包含層

3.1 1.3 14.8 無文

209-21・106 土製円板
遺構外
包含層

2.5 1.1 8.5 無文

209-22・106 土製円板
-遺構外
包含層

2.7 1.O 7.2 無文

209-23・106 土製円板
遺構外
表土

2.4 1 1,O 5.7 縄文

図面・図版 種別 出土位置 高さ

-cm

厚さ

- cm

幅

cm

重量

1 g

部位・文様構成 備考

2101・107 土偶
47号住
フク土

(4.7) (3.6) (4.8) 45.O 胴部～脚部 爪形文、列点

2102・107 土偶
遺構外

包含層
(5.9) (2.4) (3.9) 30.0 頭部～胴部 突起、沈線

2103・108 土偶
34号住

フク土
(2.8) (1.6) (1.8) 5.8 胴部～脚部 突起、沈線、刻目
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図面・図版 種別 出▽[位置 高さ

cm

厚さ

cm

幅

cm

重量

g

部位・文様構成 備考

2104・107 土偶
61号住
フク+

6.2 2.3 (4.3) 2l.8 全身(左腕欠)貼付、沈線

2105・107 土偶
遺構外

包含層
(3.6) (1,2) (2.6) 6.0 胸部 列点、沈線

2106・108 土偶
47号住
フク土

(3.3) (3,2) (3.1) 21.5 胴部～脚部 沈線、刻目

2107・- 土偶
29号住
フク土

(2.8) (3.4) (2.3) 19.3 片脚部

2108・108 土偶
46号住

フク土
(4,1) (4.4) (4.6) 65.7 臀部

21ト1・108 十偶
33号住

フク土
(4.6) (3.1) (4.9) 50.2 胴部～脚部 沈線、刻目

2116・108 十偶
34号件
フク上

(4.1) (3.2) (3.6) 32.4 胴部～脚部 突起、沈線、刻目

図血・図版 f車別 出上位置 長さ

cnl

最大径

cm

最小径

cm

重量

g

文様構成 備考

2112・109 耳栓
28号住
フク土

1.7 1.2 1.1 3.O 無文

21ト3・109 耳栓
40号住

小穴
1.5 1.6 1.1 1.8 有孔

21ト4・109 耳栓
26号住
フク土

(1.5) 2.0 1,2 2.9 無文

2且柘・109 且栓
47号住
フク+

1.4 1.9 1.5 3.6 指頭痕

図面・図版 種別 出上位置 口径

cnl

器高

cm

底径

cm

文様構成 備考

21ト7・109
ミニチュ

ア土器

:32号住

小穴
((2.6)) 4.9 2.7 無文

21ト8・-
ミニチュ

ア+器

遺構外

包含層
((7,O)) (3.4)

口縁部に沈線がめぐり、その下に縦位

の沈線

2119・109
ミニチュ

ア土器

25弓゛住

フク土
3,2 4,1 3.8 指頭痕

211」0・109
ミニチュ

ア士器

61号什
フク土

2.7 2.2 3.1 右上がりの粘土紐巻き上げ痕

21111・-
ミニチュ

ア+器

32号住

フク土
((4,3)) (2.2) 無文

21ト12・-
ミニチュ

ア土器

34じT[

1 フク+
((4.O)) (3.8) 縦位沈線

21113・-
ミニチュ

ア土器

遺構外

表十
((3.8)) (3.3) 横位・縦位沈線

21ト14・109
ミニチュ

ア土器

33号住
フク土

4.0 3.6 2.6 一箇所の突起、口縁部に沈線がめぐる

211」5・109
ミニチュ

ア+器

51冒イ主
フク土

(2.O) ((3,8)) 斜行沈線

図面・図版 種別 出上位置 l径

cm

器高

cm

底径

cm

文様構成 備考

2121・110 器台
47零イ主

フク上
11.7 6.8 19.6 穿孔、沈線による左右対称の渦巻文

2122・110 器台
27号住
フク土

(4.1) ((9.9)) 刻目、波状沈線

2123・110 器台
遺構外

1 包含層
(4.4) ((20.2)) 穿孔

2124・l10 器台
51号住
フク十.

(2.3) ((11,2)) 穿孔

2125・110 器台
53冒・住
フク+

(llll.5)) (2.6) 穿孔
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図面・図版 種別 出土位置 口径

cm

器高

cm

底径

cm

文様構成 備考

212-6・110 器台
27号住
フク土

((10,2)) 1.5 ((10.6)) 無文

212-7・110 1 器台
1遺構外
包含層

((16.8)) (1.3) RL縄文の斜位施文

213-4・110 有孔鍔付
遺構外
包含層

((10.6)) (6.0) 隆帯(鍔)

2135・- 小形鉢
34号住
小穴

((11.2)) (2.9) 無文

213-6・- 小形鉢
34号住
フク土

((12,O)) (3.9) 無文

2137・- 小形鉢
[34号住
床上

((13.2)) (41) 無文

213-8・- 小形鉢
-34号住
フク土

((12.2)) (3.1) 冫尤線

石製品

図面・図版 種別 出土位置 石質 長さ

cm

幅

cm

厚さ

cm

 重量
- - g -

備考

2131・109 1 石棒 [61号住
フク土 イヒ岡石 (26.O) 11.3 7.1 3100.O

「 “ “

2132・109 石剣
46号住
フク土

緑泥片岩 (10.4) 3.5 1.5 95.6

12133・109 石棒
一41号住
 フク土

石英斑岩 (16.7) 12.4 9.6 2200.0



Ⅵ小 結

小稿では『恋ケ窪遺跡調査報告Ⅴ(図面・写真図版編)』(以下『恋ケ窪Ⅴ』と呼称する)を参

照し、分かる範囲で縄文中期の土地利用に関しての最低限のコメントをしておきたい。本文中の細

別所産時期は「多摩丘陵・武蔵野台地を中心とした縄文中期の時期設定」(いわゆる「新地平編年」)

に準拠している。

1.勝坂式期

中期前半の勝坂式期では、勝坂2式(藤内Ⅰ式期-7a・7b期、藤内Ⅱ式期-8a・8b期)

～勝坂3式(井戸尻I～Ⅲ式期-9a～9c期)の住居址約20棟が検出された。勝坂式期終末(9

c期)から加曽利E式期初頭の住居址については時期決定の決め手になる遺物が少なく明確ではな

い07～8期の住居址は調査地区全体に広く分布するが、9期の住居は調査地区のやや西寄りに偏

在する傾向がある。8b期に6棟、9b期に6棟と一時的に棟数が多い時期もあるが、最近の年代

測定←1C)では8期～9期にかけての1型式の継続期間が比較的長いという測定結果も得られてお

り、その点も勘案すれば同一型式として認識できる竪穴どうしの切り合いこそみられないが、各々

が少しずつ時期をずらしながら構築されていたのであろう。当調査地区の8b期～9b期にかけて

の住居では炉が改修され2期にわなる例もみられ(49・51号住居址など)、このことも踏まえてみ

れば個々の住居の時間的な推移については単純ではなさそうである。また8a期～9b期あたりの

時間的に近接する遺構の切り合いも確認されるが、中期後半(10期以降とくに12a期)の住居址と

の重複箇所(5箇所)もみられ(表住居址の時期と重複関係参照)、時間的には相当経過した中期

後半との重複率が比較的高いといえよう。覆土中に廃棄された土器が多いのは32号住居址(8a期)

と51号住居址(9a期)で、各々20個体以上の器形復元可能な個体が出土している。遺構の重複

関係と細分された既存の土器型式との大きな矛盾点はみられなかったが、実際には覆土中に住居の

構築時以外の前後の時期の資料も多少含まれている。

次に遺物の出土状況について簡単に触れたい。

26号住居址 本住居址は埋亮炉に2個体の深鉢形土器(52?3・52?4)(8b期)を埋め込んでいる。

覆土には大形破片(8b期)10個体分が投棄されている。頚部横帯楕円区画文系(53?2)などを含

み32号住居址などよりも新しい様相をもつ。

27号住居址 本住居址は埋莞炉(9b期)を有した掘り込みも深くしっかりした住居址であるが、

覆土より大形破片が数点(8a～9b期)出土している他は小破片が多い。

28号(古)住居址 本住居址(古-7b期)は中期後半の住居址(新-12a期)と重複する。中期

後半に上面が削平されたようで出土土器は少ない。

29号住居址 本住居址は東半分のみの調査であったがパネル文系土器(60?7)など復元可能な大形
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破片(8b期)が出土している。

30号住居址 本住居址は埋亮炉(64?4)(9b期?)を有するが、覆土に大形破片は少ない。

32号住居址 地床炉のため住居の構築時期を決定し難いが、覆土より横帯区画文系土器(藤内タイ

プ)(66?4)、多段横帯楕円区画文(67」)、武蔵野台地に多い円筒形パネル文系(67-2)、中部地方

に類例の多いJ字状の懸垂文を有する土器(66-1)等、個体数も多<8a期の多様なタイプが出土

している。中には押引文(キャタピラ文)の残る個体(66?2)も含まれており8期でもより古い様
相をもつ。

35号住居址 炉の上層より9b期の円筒形深鉢(72-2)が出土している。覆土には概ね9a～9b
期の大形破片、小破片が出土した。「中峠式」系のキャリパー形深鉢(72?9)が出土している。

36号(古)住居址 中期後半の36号(新-12a期)と重複する。炉体土器にキャリパー形深鉢(3)
(9c期)を用いているが覆土の遺物は少ない。

37号住居址 本住居址は9b期の所産と思われるが、覆土より中期後半の加曽利E1式(10c期)
の深鉢が出土している。

40号(古・新)住居址 本住居址は大小2棟の住居址が重複しているが、覆土が浅いためか出土

遺物が少なく時期が明確ではないが、覆土より8b期の土器が出土している02棟とも8b期であ
ち)か、

42号住居址 本住居址は炉に浅鉢(8b期)を埋設したもので、点数は多くはないが覆土中より8
b～9b期の土器が出土している。多摩地方西部から中部地方に主体的に分布する櫛形文系土器
(80-4)が出土している。

45号住居址 本住居址は押引文を多用した個体が目立つことからみでも、当調査地区では最も古相
の住居址(7a期)とみられる。パネル文系の大形破片(82?1)が出土している。

48号住居址 覆土には7b期～中期後半の12c期までのやや時間幅のある土器を含むが住居の構
築時期は8b期前後であろう。

49号住居址 炉体土器に2個体のパネル文系の深鉢(85-1・85-2)を用いているが、型式上では時

期差が認められないものの(ともに8b期)、構築時期は2時期にわたるものとみられる。覆土には

8b期～9a期の土器を含む。ここで注意されるのは炉体土器(85-2)の1基と51号住居址(9a
期)覆土の土器片が接合している。本住居址は最終的には9a期に廃絶されたのであろうか。

51号住居址 本住居址は炉体に主に相模地方にみられる大形深鉢(90?4)(9a期)を用いている。

覆土より今次調査の中期前半の住居址では最も多量の土器を出土している。覆土の土器の時期は概
ね8b～9a期にまとまっている。

54・55号住居址 55号住居址覆土中より9b期の土器が少量出土しており、それに切られるよう

に54号住居址が遺存する054号住居址では日縁部付近にS字状や渦巻状の隆帯を貼付した「大木

式」の影響下にある土器(98」)などがわずかに出土したのみで時期は特定できないが、9b期な
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いしはそれ以前である。 (中山真治)

2.加曽利E式期

『恋ケ窪Ⅴ』における中期後半の調査結果として、まず留意すべきは、恋ケ窪遺跡にありながら

「連弧文土器」がほとんど出土していない事実であろう056住居址の炉跡から加曽利E3式(胴部磨

消縄文)の成立直前期(111c2期」)の単沈線地文の連弧文土器(123?6)が出土しているのを除け

ば、検出された土地利用痕跡は、連弧文土器の成立より古い所産(「10a～lla期」)とその成立

～盛行期よりも新しい所産(「12a～12b期」)と理解される。要するに今回の調査区では、加曽

利E式期の連弧文成立～盛行期(「11b～11c期」)に土地利用の空白がある。さらには「12c期」

以降の生活痕跡も確認されていない。

以下に『恋ケ窪Ⅴ』の収蔵「図面」をたよりに、加曽利E式期の各住居址の細別所産時期を概観

しておこう。

28号住居址(新) 28号住居址は勝坂式期の所産として調査されたが、西側半分に中期後半の竪穴

が重複しており、28号住(新)と表記する。出土した加曽利E3式(594)の様相から、「12a期」

の廃絶住居と推定される。出土破片(59-15・17～23)も加曽利E3式期の所産である。

33号住居址 逆位埋1 (100?1)入口部埋盗(100-2・3)の様相から112a期」に機能した住居と

される。伏埋91 (100?4)も同時期の鉢形土器である。覆土出土土器群も112a期」から「12b1期」

にかけての所産である。地文に単沈線を利用する土器群が多いことも、前段階(「12c2期」)から

引き続いてのことで、当該地域において連弧文土器が衰退した以降の段階にある。住居廃絶時は「12a

期」、埋没期は「12a～12b1期」であろう。土偶(21ト1)が出土している。

34号住居址(新)本住居址の下部から勝坂式の炉体土器(107?7)が検出されており、それを(旧:

34a号住、本住居は(新)と表記する。34号(新)に伴う埋1 (105-11)は加曽利E3式、埋§ (106?2)

は単沈線の曽利Ⅲ式である。覆土中の土器群は単沈線の曽利Ⅲ式(106?1・3～9)と加曽利E3式

(105-1～3・10)が拮抗する状況であり、前述の28号住居址より、やや古い土器組成状況と言える

が、連弧文の伴出はない。住居廃絶から埋没まで「12a期」におさまると判断しておく。土偶(211-6)

が出土している。

36号住居址(古・新) 新旧の2軒の竪穴の重複である。36号住居址(古)は、炉体土器(11ト3)

の様相から「9c期」の所産と判断した。「36b号住」 (第36図)と表記された(新)は、土器片囲

炉に利用された3個体(110?3・11ト8・112?1)と覆土出土の土器群(110?1・2・4～6、111-1・2・

5・6)から「12a期」に廃絶、「12a～12b1期」に埋没した住居と推定しておく。

38・39・57号住居址 3軒の重複で、所見での新I田よ39号-57号-38号である057号住居址覆土か

らの出土土器が最も多く、縄文地文に沈線による胴部文様が施される。「11a期」に下る様相の加

曽利E2式(115?3・4)を含みつつ、主として縄文地文に隆起帯による胴部文様が施される「10c
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期」の加曽利E1式(115?5～7・9)が主体と言い得る057号住居址の埋没は「lla期」にかかると

判断しておこう。すると3軒最新の38号住居址の炉体土器(114-1)は実測図を見る限り加曽利E1

式でも最古の「10a期」の所産であり、57→38号という所見に矛盾が生じる。さらに38号住居址の

覆土最上層から出土した加曽利E1式(114?2)は「10c期」の様相であり、57号住居址の土器群よ

り新しいとは言えない。覆土出土の土器片(1144・5)も110a～b期」の様相であり、38→57号

とする方が土器の検出状況に整合的である。さらに最古と判断された39号住居址は曽利Ⅰ式(114-8)

とともに、同じく 「10a期」に比定される加曽利E1式(且4-6・7・10・15)が出土している039

-38-57号は,加曽利E1式の時間幅(「10a～c期」)で構築→廃絶・埋没一重複を繰り返した

のだろう。ちなみに加曽利E2式(「11a期」)が出土した57号住でも連弧文土器は認められない。

そこでの土器組成が連弧文土器成立以前であることが示唆される。

41・60号住居址 調査所見は41号住を「加曽利E式第Ⅴ段階」、60号住を「勝坂Ⅲ式」と説明する

が、土器出土状況と矛盾する。41号住の埋亮(117-1)は浅鉢であるが、磨消縄文の発達する「第V

段階」ではなく、より古い所産である。覆土出土の土器群も、縄文地文に沈線による懸垂文が施さ

れる加曽利E2式(「llo期」)が主体である。41号住の廃絶時期は最も遡っても「10c期」、埋

没時期は111a期」と判断するのが穏当である。加曽利E3式(118-1～3・6)の集中は、41号住覆

土を掘り込んだ土塘内に遺棄された個体と認識すべきであろう。60号住については、41号住よりも

古いという想定ができるが、所産時期は不明である。かりに隆起帯施文が卓越する2個体(117-2・

5)が60号住の覆土に残存していたものだとすれば、 (117-2)の様相から「10b期」の埋没が推定

されることになるだろうが、定かではない。

46号住居址 出土土器は破片ばかりだが、加曽利E3式期の土器群(121-1～9・11～13)が主体

で、波状口縁、口縁部渦巻文の縄文施文、胴部の蕨手状懸垂文など「12b期」でも新相(12b2期)

の特徴がある。住居埋没時期も「12b2期」推定される。土偶(210?8)が出土している。

47号住居址 46号住居址同様に破片ばかりだが、加曽利E3式期の土器群(122・123図)が中心で

(122-1)を典型として「12b2期」の特徴が確認できる。住居埋没時期も「12b2期」であるだろう。

土偶(210?6)が出土している。

56号住居址 炉体土器(123-3)は単沈線文の連弧文土器で、覆土出土の曽利Ⅲ式(123?7)ととも

に磨消縄文成立の直前段階の様相といえる。本住居址の廃絶時期は「11c2期」である。

61号住居址 磨消縄文の加曽利E3式が主体である。(124?2)の埋亮(第47図)や覆土出土の

(124-1)にみられるように胴部に沈線・条線施文のものが、縄文地文のものと拮抗する0112a期」

の廃絶住居であると判断される。土偶(2104)が出土している。

59号住居址 わずか2点の土器片(125-8・9)が図示されているのみであるが、ともに加曽利E1

式である。根拠に乏しいが「10b期」ないし「lOc期」の廃絶住居と仮定しておこう。

52・53・54・55号土壇 土器の出土状況から用途が墓塘と想定される52～56号土壇のうち中期後半
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の所産と判断されるのは52号(126」)、53号(126-2・3)、54号(126?4)、56号(126-6・7)の4

基で、すべて加曽利E3式(「12a期」が中心)である。今回の調査で中期後半における土壇群形

成は加曽利E3式期に限られていたと判断されよう。 (黒尾和久)

まとめ

恋ケ窪遺跡は、これまで当地域を代表する中期の「大規模集落」 として周知されてきた。確かに

二れまでの調査成果を鑑み、遺跡全体がらみれば、中期前半の勝坂期から中期後半から末葉の加曽

利E期までほぼ全期にわたり型式的な連読ト生は認められるのではあるが、個々の細別時期毎にみて

いくと、一時期の住居棟数は見かけほど多くはなく、居住場所は時期によって絶えず移動している

ことが理解される。今後さらに周辺域の調査が進行すれば、時期毎の様相や土地利用の変遷が明ら

かになるであろう。 (中山真治)

表住居址の時期と重複関係

結線は住居の重複関係
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時期 住 居 址 棟数

中

期

削

半

7a

7b

8a

8b

9a

9b

9C

45住

28住(古)

区
1 25住 52住 (54住?) 32住

1 1 40住(古) I I
I 48住 26住 40住(新) 53住? I 29住 62住
1 { 1 1 I I 49住
I 50住 1 1 51住 1 49住
I 1 1 I I
I 27住 37住 1 1 55住 30住 1 35住42住
1 l I 1
1 1 I 36住(古) 1

1 1 I I I

1

1

4

1

6

1

3

6

1

前半不明 53住

1 (39住?) 1 1 I
1 38住 1 1 I
1 1 1 1 1
1 (60住?) 1 1 1 I
I I 59住 1 1 I 1
1 I I I 1 1
I 1 57住 1 1 1
I 41住 I I I
I I I 1
1 1 I I
I I I 1
1 1 1 1
1 56住 1 1 1
28住(新) 34住 1 61住 1

36住(新) 33住

46住 47住

1

中

期

後

半

10a

10b

10c

11a

llb

11c

12a

12b

2

1

1

1

1

0

0

1

3

2

2

後半不明 58住



Ⅶ結 舌五
口目

本調査で検出された主な遺構は縄文時代中期前半の勝坂式期の住居址22軒、中期中葉から末葉加

曽利E式期の住居址12軒、時期不明の住居址1軒、土塘9基である。恋ケ窪遺跡ではこれまでに48

地域で発掘調査を行い竪穴住居跡150軒、土壇193基、集石跡29基などが検出されており、この地域

を代表する中期の「大規模集落」として認知されできた。各時期の出土土器の出土状況を分析した

結果、小結で述べられたように遺跡全体から見れば、縄文時代中期前半の勝坂式期から中期中葉か

ら末葉にかけての加曽利E式期まで、ほぼ全期にわたり土器の型式的連続性は認められるものの、

個々の細別時期毎に居住場所は時期によって絶えず移動している可能性が指摘されている。つまり

「大規模集落」とは単に住居の数が多い集落と言う解釈ではなく、その形成過程において小集団の

移動の累積的な結果であると解釈している。今後さらに周辺域の調査が進行することによって時期

毎の様相や景観の変遷を再考する必要があるであろう。

今ひとつ重要な発見は土偶等の土製品、および石棒、石剣である。特に土偶を観察すると第210?2

は頭部に渦巻状文を表出している。第210図?1・3・6・第2且図1-6は類似した形態を呈し、正面・

背面より側面にかけて沈線による文様が描かれており脚部が広がる安定した有脚立体土偶である。

いずれも胴部上半が欠損している。第210図-4は両手を広げた女性像であろうか。第210図-8の正

面は腹部、背面は逆ハート形の臀部を表出している。第210図?5は土偶片で背面は剥落し、乳房が

やや隆起し、胴部には細かい刺突文が施される。土偶は主に加曽利E期の住居址から出土しており

時期的な特徴を示しているといえよう。

こうした土製品の存在から、集落の変遷と同時にそこで生活した縄文時代人の精神世界を知る上

でも貴重な資料を得ることができた。

(団長坂詰秀一)
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所収遺跡名
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調査期間 調査面積 調査原因

所在地 市町村 遺跡番号

こいかくぼいせき

恋ケ窪遺跡

とうきょうと

東京都

こくふんじし

国分寺市

にしこいかくほ゛

西恋ケ窪

1丁目

13214 NO2 35度

42分

O8秒

139度

28分

12秒

1980,10.22

1987.2,27

1,739、5m"  範囲確認調査

所収遺跡名 種別 主な時代 ]な遺構 主な遺物 . 特記事項

恋ケ窪遺跡 集落跡 1縄文時代 竪穴住居址 35軒

土塘 9軒

小 穴 多数

土器

石器

土製品

石製品

縄文時代中期の集落に

係わる遺構を検出
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